
        
            
                
            
        

    


永なが野の　水みず貴き

６月19日生誕。

来世でなりたいものは美男美女のまわりに漂う空気です。

ぼーっとしている時間が長く、ぼーっとしているときの大半は妄想にふけっています。得意技は超感覚的解釈（はげしいかんちがい）です。

ＨＰ「ｕｎｌｉｍｉｔｅｄ－ＡＬ」

http://unlimited-al.net/







碧みどり　風羽ふう

ファンタジーやＳＦをメインにイラスト・漫画の活動をさせて頂いています。

猫とマンタとアイルランドと音楽と映画が好きです。

ＨＰ「Ｌａｓｔ　Ｏｒｃｈｅｓｔａ」

http://www.geocities.jp/foomidori/
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（──来た）

　幻聴。幻覚。一瞬先の未来を悟って耳の奥でその音が聞こえた。

　やがて過あやまたず、民に避難を促す鐘の音が島中に響き渡った。

「姫様！　こちらへ！」

　侍女が緊迫した声をあげ、彼女を呼んだ。中庭で《水蓮》を見つめていた少女は、声に応じてアーチの中へ戻り、建物の内側からじっと外を見上げる。

　そうやって空を見つめる両の眼は、稀け有うな色をしていた。澄んだ南海にして夏空の色、あるいはサファイア──見る者によって濃淡が異なるといわれる、至高の青。《一族の青アヴェント・ブルー》だ。

　すぐに、彼女の──シェルタの碧眼がとらえた空が、どうっと泣きだした。

　雨が勢いを増して島を覆っていく。

　独特の、肌に感じる冷たさと濡れるような感覚にシェルタはかすかに身震いした。同時に中庭に植えられた草花の変化に眼を惹きつけられる。赤や黄色といった花弁がたちまち雨水を吸って、青くなっていく。

「……覆いが間に合いませんでした」

　シェルタの傍らで、長い赤毛の侍女が申し訳なさそうにつぶやいた。
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　にわか雨が止むと島の鐘は止み、長い余韻が尾をひいた。

　軒先や橋の下、あるいは街路樹の下で雨をしのいでいた人々が、溜息をつきながら表に出てくる。橋のアーチの中で雨を逃れていた小舟は、おそるおそる漕ぎだして水路を行き始めた。

《雨》が止んだあと、念のため、シェルタは真水で身を清めた。唯一の侍女、ノーチェに身体を拭かれ、新たな衣を着せられる姿見の中の自分を碧眼で見つめる。

　長い髪は月の光を思わせる白銀で、白い首と鎖骨をたどる細い首飾りの先には、滴しずく型がたの宝石が繋がれている。

　すらりとした身を包むのは青と白を基調としたドレスで、長袖の先やくるぶしまである裾にはレースがあしらわれ、刺繍がほどこされていた。《水蓮》の描かれた帯に結ばれた腰は細い。

　その容貌はさながら開花し始めた初々しい百合を思わせた。

《水の一族アヴェント》が一度雨に打たれたぐらいで命を脅かされることはないが、一族の者であるからこそ常に入念に管理がされるのもまた事実であった。

「姫様、飲み物をどうぞ」

「ありがとう、ノーチェ」

　自室の窓辺に並べた《水蓮》の鉢に一度目をやりつつ、シェルタはノーチェが用意した盆に顔を向けた。真水が中ほどまでに注がれたガラスの透明な水差しに、空からのグラス、その隣に柑橘類や砂糖類が用意され、好みによって水に垂らして飲めるようになっている。

　ノーチェが水をグラスに注ぎ、シェルタの希望通りに砂糖を少し落とし、オレンジを絞って攪かく拌はんした。

　ただ一人の侍女であるノーチェは長い赤毛をきっちりとまとめてボンネットの中に隠し、ふくよかな身体を質素なお仕着せに包んだ少女だ。血色のよい頬を緩ませ、優しい笑みを浮かべている。

　シェルタはグラスを受け取って、縁に唇をつけた。

（……？）

　すぐに違和感を覚えた。これはオレンジ水のはず。

　とたん──息がつまった。

（こ、これは）

　口に含んだものをなんとか嚥えん下かする。が、そこに本来あるべきはずの柑橘の爽やかで甘い後味はない。むしろ塩辛い。

「姫様？」

　ノーチェが少し首を傾げて聞いてくる。その大きな瞳にきらきらと期待の光が輝いているのを認めると、シェルタはとても、ノーチェの初歩的な過ち──砂糖と塩を間違える──を暴露する気にはなれなかった。

　無言で何事もなかったかのようにまたグラスを傾ける。

「ひ、姫様、お顔が青く……」

「……大丈夫」

　シェルタは淡々と答えた。つとめて冷静に無表情を保ったつもりであった。だが、それなりに付き合いの長い侍女は異変に気付いたらしい。

「ま、まさか」

　そう言って、ノーチェは予備のグラスにシェルタと同じものをつくり、おそるおそる口にする。次の瞬間、びしりと固まった。機械仕掛けのごとく角張った動きでグラスを置く。

　そしてシェルタに向き直ると、とたんに大粒の滴を眼の端に盛り上がらせた。

「ももももも、申し訳ありませんシェルタ様……っ!!　私ってばまた失敗を!!」

　ぐいと深く腰を折り、ノーチェは何度も頭を下げる。

　ノーチェの失敗癖はいまにはじまったことではないので、シェルタは苦笑いで答えた。

「いいよ、毒じゃないんだし」

「いいえ！　すぐにお下げしますっ！　塩を砂糖と間違えるなんて……っ!!」

　ノーチェは涙目になりながら更に訴えた。

「せっかく御お水みずを使ったのにこんなことをしてしまうなんて……わたし、わたし──」

「ノーチェ落ち着いて──」

　またいつもの癖が、と少し焦って、シェルタは先んじてなだめすかそうとした。だが、肩を震わせ、大きな眼を潤ませたノーチェが爆発するほうが早かった。

「もう侍女失格ですーっっ！　こんな間抜けでどじな娘がシェルタ様の身の回りをお世話する資格なんてっっ！」

「そ、そんなことないよ！」

　シェルタは慌てて言い募ったが、ノーチェはわあわあ泣き出す。おっとりとした娘だが、少し思い込みの強いところがあって、何か失敗するたびにこうして侍女をやめると言い出すのだった。しかも本人は毎度本気なのだ。

「の、ノーチェ！　私、お腹が空いたわ！」

「他の侍女に頼んでくださいぃ……ううっ」

「食事は信頼を置けるものにしか頼めないよ！　ノーチェじゃなきゃ駄目なの！　他に誰がいるの!?」

　すると、ぴたっとノーチェが動きを止めた。

「私でなきゃ駄目……」

「そ、そう！　ついでに砂糖も持ってきて、またオレンジ水を作ってくれると嬉しいな！」

　シェルタは勢いよく首を縦に振る。

　呆然と言葉を反芻したノーチェは、やがて陶とう然ぜんとした顔つきになり、それから雨上がりの空のようにぱあっと笑顔になる。

「はい！　すぐにお持ちします！」

　くるりときびすを返し、鼻歌が聞こえてきそうな足どりで部屋を出て行った。

　その弾んだ後ろ姿を見守り、シェルタは脱力しつつ笑った。

　それから何とはなしに部屋の中を見回す。

　この部屋には分厚いガラスの窓が一つ、その窓際には水蓮の鉢が並べられていて、天蓋付きの寝台、化粧台、姿見、壁には本棚、そして机と椅子があった。

　シェルタは机まで歩いていくと、上に置いてある白い包みを解いた。中身は、先ほど覆いが間に合わないためにまともに雨に打たれてしまった草花の花弁や茎の部分だ。

　ひとさし指と親指でそれをつまみあげ、観察する。花弁はもとは鮮やかな赤色や黄色であったのに、いまは青く沈むような色をしている。

（……濃すぎる、よね）

　青く変色してしまった花弁を見つめたまま、シェルタは独語する。

　いつもの雨ならもう少し青が薄いはずだ。かといってそれほど大幅に違うというわけでもなく、気のせいだと言われたら、それまでなのかもしれないが──。

　ううん、とシェルタは頭を振った。少しでも疑わしければ、調べてみればいいだけのことだ。──これで、ここを抜け出す理由ができた。

　シェルタは白い包みの中に花弁を戻し、手に持つと、そっと部屋の扉を開けた。長い廊下をきょろきょろと見回し、人の眼を警戒しつつ、慎重に部屋から滑り出る。

　この離宮の中は、もともと人が少ない。ここに住む《水の一族アヴェント》はシェルタ一人であるからだ。それでも部屋の外は監視をかねる女兵士たちが巡回している。

　シェルタは厨房にまわり、その裏口からこっそり抜け出た。振り向くと、離宮は迫ってくるような威圧感をもってそびえ立っている。壁は一面白く、角のある四角い建物で、いくつものアーチ窓があり、突き出たベランダには手すりがある。

　シェルタが住んでいるのは最上階の三階だった。

　離宮は島の南にあって、外海に面している。

　青い──アヴェント・ブルーよりも深い色が、波を寄せては返しつつ、ずっと向こうまで広がっている。

　シェルタはきびすを返し、館を回り込むようにして目的の場所へと向かった。

　離宮の敷地から抜け出ると、赤茶の民家の群れが広がる。小さな浮島の数々を結ぶ橋と、複雑な地形のために無数に入り組む小路、民が休息の場とする小広場も数多く存在する。

　だが、もっとも眼につくのは離宮を背に庇うようにそびえ立つ宮殿だ。

《水の一族アヴェント》が本来住む水宮殿《ヴィア・ラッテア》。

　離宮の比ではない、白はく亜あの優雅な建物。敷地の中央に水蓮で埋め尽くした大きな噴水があることから、水蓮の館、などと呼ばれることもあった。

　シェルタは自分の家族が住まうそこに視線を吸い寄せられたが、頭を振り、自分の向かうべき場所に急いだ。

　水宮殿の西側、島の中央を貫く大運河に面した建物を目指す。それは二階建てで、横幅のある建物だった。一階、二階ともに規則正しいアーチの柱廊が見え、正面には時計塔があり、大きな時計盤の上に鐘がぶら下がっている。島中に鳴り響く鐘は、ここから発せられるのだった。

　アヴェントの《観測所》と呼ばれているここに勤めるものたちが、雨の到来などを予測し、鐘を鳴らすのだ。だが、建物の大きさ、その存在の重要度に比べると、驚くほど人手が少ない。

　シェルタは楽に、観測所への侵入を果たした。

　中は広く、長方形の中にいくつも部屋を抱えていて、階段が一階と二階とを繋いでいる。二階のアーチには一つひとつに窓ガラスがあてがわれているから、たくさんの陽光が入り込んで、内部を明るく照らしていた。

　シェルタは忍び足になることもなく階段をのぼって二階へあがり、目的の部屋の前で声をかけた。

「フォンテ兄様、わたしです」

「シェルタ？　どうぞ」

　許可の言葉を聞いてからシェルタが軽く扉を押すと、あっさり開いた。鍵はかかっていないのだ。

　部屋に入り、後ろ手で扉を閉める。中はシェルタの自室よりは広く、机や椅子は質素な木製のもので、窓際にはシェルタの部屋と同様に水蓮の鉢が並んでいた。

　部屋の主は椅子に座ったまま、穏やかに笑った。

「また抜け出してきたのかい、深窓の姫君？　意外にお転婆だよね、君は」

「……そんなことはありません。日頃まったく出ないのですから、これぐらい許されてしかるべきです」

　シェルタが小さく唇を尖らせると、部屋の主──フォンテはくすくすと笑った。

　フォンテは、シェルタの異母兄に当たる。他の兄たちと比べると色白でほっそりとしているが、眼鏡の奥の瞳は──彼もまたアヴェント・ブルーの色だ──いつも理知的で優しい。

　シェルタは一族の長と正室との間にできた末娘であったが、フォンテは側室が生んだ息子だった。今年で十八と、シェルタと一つしか年が違わないが、年の割には大人びており、一族の中でも唯一と言っていいほどシェルタとまともに会話してくれる存在だった。

「で、今回はどうしたんだい？　退屈で抜け出してきたの？」

「……違います。お聞きしたいことがあったんです」

　シェルタは手にしていた白い包みを長机の上に置き、開いた。青く変色した花弁が現れる。

「さっきの雨で濡れたんだね。でも、これがどうしたんだい？」

「よくご覧になってください。この花弁……雨で濡れ、散ったにしてはずいぶんと変色の進み具合が早いと思いませんか？」

　ふむ、とフォンテは顎に手を当て、考え込むような仕草をした。

「この花弁が雨に打たれたのは今日で三度目でした。しかし三度濡れたからといって、これほどまでに変色が進むのはおかしいと思うのです」

「……仮にそうだとしてだよ、シェルタ。君の言う通り、雨による変色の進みが早いということは、はじめからその草花自体が弱っていたということではないのかい？」

「もちろん、それも考えられます。しかし、そうだと特定することもできません」

　フォンテは眉尻を下げた。

「つまり君は、こう考えているのかな。雨の毒性そのものが強まっているのでは、と」

　シェルタはうなずいた。

「もし君が言うように雨の毒性が強まっているというのなら、すなわち、海の毒が強まっているということになる」

「……はい」

「我らの母なる海は確かに毒をもっている。だが、その毒の強さは常に変わらない。それが母なる海の厳しさであり慈愛──」

「《オチェーアノ》の教えですね。わかっています。ですが、本当にそうなのでしょうか？　本当にずっと変わらないのでしょうか。もし強まったりでもしたら、早い段階で対応せねば被害が拡大し──」

　なおも続けるシェルタに、フォンテは苦笑した。

「《水の一族アヴェント》の姫君がそんなことを言うのはいただけないな。海が変わらないのはいいことであるはずだ。違うかい？」

　威圧的ではなく、優しく諭すように言われてしまうとシェルタはうなだれて返事をするしかない。自分が不謹慎にも、ここへ来る口実ができたと思って──少し浮かれていたことに気付いて、恥じた。

《水の一族アヴェント》は海の神《オチェーアノ》の眷属の末裔だ。一族は、《オチェーアノ》の教えを信じるオチェーアノ教の中枢にいる存在であり、その一族の者であるにもかかわらず教えに反することを考えるなど痴れ者扱いされる。

「熱心なのはいいことだけどね、シェルタ。そんなに焦らなくても、君はちゃんと必要とされているから」

　やんわりと核心を突かれてしまうと、シェルタはもう後を続けられなくなる。心の奥を見透かされてしまったような気がした。

「不安なら、そこの器具を使って調べてみるといいよ」

「……はい、ありがとうございます」

　シェルタは羞恥で顔に熱を感じながらも神妙にうなずき、試験管や匙さじ、特殊紙の並ぶ机上に眼をやった。一応は調べて、自分を納得させたかった。早速実行に移そうとしたところで、人の足音がした。かなり軽快で、速い。

「うわっ、シェルタ、早く隠れ──」

　フォンテが焦り、それ以上にシェルタも焦ってあたふたしているうちに、扉はいきなり開いた。

「フォンテ兄上ーっ！　今夜のファルの婚約式のことで──って、え？」

　勢いよく飛び込んできたのは、やはりアヴェント・ブルーの瞳を持った、はつらつとした少年だった。今年で十四を迎える少年は明るい顔立ちをしており、走ってきたらしく息を乱している。だがフォンテの傍らにいる人間を見て、眼を見開いた。

「シェルタ姉上……なぜ、ここに？」

「……セレーノ……」

　シェルタは言い淀みながらも少年の名を呼んだ。無邪気な青の瞳に刺々しさはない。だが、それだけになぜお前がここにいるのかと率直に問うてきているようだった。離宮に住まわされ──隔離された人間が、なぜここに、と。

「セレーノ、悪いが後でまた話を聞かせてくれるかな。ちなみにシェルタは僕がここに呼んだんだ。たまには息抜きしたいだろうと思ってね。僕の好意を悪く吹聴しないでほしいな。ほら、お菓子をあげるよ」

「なっ、僕を食べ物でまるめこもうとする気ですか!?」

「菓子はきらいかい？」

「……そんなことはありませんけど」

　セレーノはむっとしながらもしっかりと菓子を受け取り、じゃあまた後で、と渋々引き下がった。その際、シェルタに複雑な視線を一瞬向けることは忘れなかった。

「セレーノはやんちゃだね、心臓に悪いよ」

「……ごめんなさい、兄様」

「謝ることはないさ」

　フォンテは微笑した。

「今夜……ファルファラの婚約式があるのですね」

「……うん、まあね」

　シェルタはそのことをいま知った。もとから招かれていないのだから、当たり前だ。たとえそれが異母妹であるファルファラのものであっても。シェルタ以外の一族全員が参加し、他国からも祝いの使者が駆けつけ、盛大に祝うものであっても。

「お邪魔してしまってごめんなさい。戻ります」

　シェルタがつとめて明るく笑うと、フォンテはかすかに表情を動かした。

「……婚約式は西宮で行われてね。その間、ここや東宮は人が少なくなる」

　言って、フォンテは鍵を取り出し、シェルタに渡した。

「兄様？」

「ここからは花火も水上演奏もよく見える。実験器具だってある。婚約式の間、誰にも邪魔されないですむよ」

　にっこり笑うフォンテに、シェルタはきょとんとしていたが、やがてその意味を悟って表情を明るくした。婚約式にはシェルタは出席できない──だが、人がそこに集まっている間に、この観測所に来て好きなだけ眺めたり、実験器具を使ったりしていい、と言ってくれているのだ。

「ありがとうございます、兄様！」




　その日の夜、水の国《アクアテラ》はいつにも増してにぎやかだった。この国の象徴にして神聖とされる《水の一族アヴェント》の娘と、他国の王子との婚約を盛大に祝うべく、元首と議会の指揮のもと式典が催された。

　アクアテラは島を貫く大運河により、西と東に分かれている。西側地区のめぼしい建物といえば、《水の一族アヴェント》の長の側室たちが住まう宮殿、《ヴィア・ラッテア》の西宮だろう。日頃は東宮で一族の長と正室、その直系の子供たちが住まっており、西宮は側室とその子供たちにあてがわれていた。

　シェルタは大運河に面する観測所の二階から、対岸の華やかな灯りを見つめていた。今頃は、西宮の大広間などで、各国の人々と一族の者、この国の政治的要人たちが集まって宴が催されていることだろう。

　いつもはシェルタの身の回りの世話をしてくれるノーチェも、今日は式典に駆り出されている。幸か不幸か、警備に回る者も多くがそちらへ引っ張られていったので、シェルタが離宮を抜け出すことは容易だった。

（みんな、楽しんでいるのかな……）

　婚約したファルファラは確か今年で十三。シェルタより四つも下だ。だが、アヴェントの娘なら他国へ嫁ぐのは当然のことであり義務なので、ファルファラの婚約が早いというわけではない。それにシェルタの上の姉たちは皆とうに他国に嫁いでいる。

　既に適齢期に突入しているにもかかわらず、シェルタだけがそういった話の対象にならない。アヴェントの娘である以上、自分にも義務があり、それを果たしたいと思っているのにもかかわらずだ。

　一人だけ離宮に住まわされているのも、表舞台に出て行けないのも、大切にされすぎて、というのとは違う。かといって蔑ないがしろにされているのかと言われれば、それも違う。

　どうして自分だけが宙に浮いた扱いを受けるのか、シェルタにはわからなかった。

（……理由がわかったらいいのに）

　たとえば力が弱いからとか、立ち居振る舞いが優雅でないとか、外国語を習得していないからとか、見目が悪いからとか──明確な理由があれば、それを改善すべく努力する。目標をもって前進することができる。

　無意識のうちに、襟元の首飾りに触れ、滴型の宝石を撫でる。そうしてからふと、机の上にある試験管に眼をやった。ほとんど惰性で続けられるものになっているとはいえ、ここは一応観測機関で、雨が降るたび、その水を保存している。異常がないか、確認するためだ。

（……念のため、調べておこう）

　昼間、セレーノの乱入によってうやむやになってしまったが、雨の毒性が本当に変わっていないかを確かめなければならない。

　大魔との戦いに海の神が勝ったあとから、いままでずっと変わらずにいる海──その海面が蒸発し、空へ舞い上がって雲となり、滴を降らす。いわば雨もまた海の延長上にある。海が不変ならば雨とて同じだ。あまりにも変わらないために、観測所で勤勉にはたらく人間はフォンテぐらいなものになり、そのフォンテも雨の予報をするだけになったぐらいだ。

　シェルタは薬品の染みこんだ紙に今日採取した雨水を数滴垂らし、反応が出るのを待った。たぶん、いままでと変わらないことを示す《白》が現れるだろう。

　隣の試験管にも同じ雨水が入っている。シェルタは何気なくそちらに視線を向けると、そうっと取り上げ、右の掌の上で試験管をひっくり返した。掌のくぼみに、うっすらと青みがかった雨水が触れる。海よりだいぶ薄くなっているとはいえ、確実に毒性を帯びた水だ。

　一族の者には、それが感覚としてわかる。

　シェルタは眼を閉じた。右手にたまった水に意識を集中させる。すると、煮沸したときのような音をたて、水がはねた。シェルタが碧眼を開くと、掌にはまったく色のない、透明な真水が現れる。

（……やっぱり、私にはこれが限界か）

　軽い頭痛を覚えながら、シェルタは右手を拭った。

　毒の溶けた水を浄化し、飲めるほどに澄んだ水へ還元する──《水の一族アヴェント》だけが持つ、神聖なる力。海神《オチェーアノ》の眷属が先祖であると謳われるのも、一族の娘が他国へ嫁ぐのも、すべてはこの力のためだった。

　一族の中でもっとも力の強い男は長となる。シェルタの実父──シンティリーオが、いまの長だった。

　あの冷厳なる紺青の瞳を最後に見たのはいつだっただろう。

　シェルタは感傷に沈みそうになる自分を叱咤し、わざと声を出して息を吐いた。

　それから、反応が出たはずの紙を見る。

　結果は白。フォンテの言った通りだ。いつもより変色の進行が速いなど、気のせいだったのだろう。

　安堵か、落胆なのかよくわからないものを抱えて器具を片づける。窓の外に眼をやれば、色とりどりの光が運河に反射しているのが見える。式典はこれからまだ盛り上がるだろう。

　シェルタはこれからの時間をどう過ごすべきか考え、何か、フォンテのいない間に役に立つことはできないかと辺りを見回した。すると、机の上に記録帳が置いてあるのが眼についた。

　手にとってめくると、《水蓮》の栽培記録が書かれている。

（……様子を見てこよう）

　シェルタは部屋を出た。昼とは違う静けさの漂う細長い廊下を奥まで歩いてゆく。突き当たりには扉があって、その先に足を踏み入れるとガラスの天窓がついた広い部屋に出る。そこは昼は日光が、夜は星光が降り注ぐようになっていた。

　ひんやりとした、ほのかな芳香が鼻腔をくすぐった。足元に視線を落とすと、石造りの床は二歩先までしかなく、床のほとんどは水と、その表面を《水蓮》の蕾と葉が覆っているのが見える。この部屋がまるごと、観測所内にある《水蓮》の巨大な鉢だった。底には土が敷かれ、その上から注がれた水は青色をしている。アクアテラではいくつも栽培所があり、ここもその一つだ。他と違うのは、養分が足りていない、あるいは養分の摂取過剰で発育に支障をきたしたものを治療するための場だということだ。

　シェルタはわずかな足場に屈みこみ、水に手を浸した。薄まっているとはいえ、毒素を含んだ水は肌をかすかに刺す。浮かんでいる葉をそっと指先でつつく。

（ちょっと元気がない。自力で回復するにはもっと時間がかかるかな）

《水蓮》は水中にある毒を吸収し、成長する特異な植物だ。だが《水蓮》自体が少しでも弱るとたちまち吸収した毒に汚染され、枯れてしまう。かといって毒の吸収量が足らなければやせ細り、寿命を縮めてしまう。

　記録帳には、ここに移されている《水蓮》はみな希少な種で、弱ったものばかりと書かれていた。毒素に冒されるほどではないにしても、うまく吸収できていないのだろう。

　シェルタは眼を閉じ、水面に触れた手に意識を集中した。青い水が、かすかな《力》──《水の一族アヴェント》の浄化の力を受けて波紋を広げてゆき、震える。やがて、《水蓮》が芳香を強くした。固く結んでいた蕾が綻びかけ、いくつか開花したところで両手を水面から離す。

（よし。これで大丈夫かな）

　毒素の除去まではいかなくとも、力を使ったことで《水蓮》が呼応し、活性化している。自力での回復を待つよりは、ずっと早く回復していくはずだ。これぐらいのことならば、自分にもできる。記録帳に書いてこよう、とシェルタが立ち上がると、ふいに人の気配がした。

　はっとして振り向く。

「君は誰だ？」

　低い、弦を弾くような声。見知らぬ男の声だった。

　シェルタは大きく眼を見開いて、硬直した。一気に血の気が退いてゆき、雨でもないのに身体が冷たくなっていく。

　男は背が高く、紅蓮の色をした双眸でシェルタを見下ろしていた。その鮮烈な色は、まるで闇夜の中の焔ほむらだ。

　肌は滑らかな褐色で、鼻梁は深く彫刻されて作り物めいた美しさがあった。長い睫毛も、束ねられた髪も黒い。頭を覆うように布を巻いていて、身にまとうのは臑すねほどまでの長さがある上衣だ。一目で、この国の人間ではないとわかる。

　男には背が震えるほどに眼を惹きつけるものがあった。まるで漆黒の夜空に浮かぶ赤い月を思わせる。

「……その眼──君も《水の一族アヴェント》か？」

　とたん、シェルタはすっと頭の芯が凍り付いて、とっさに男の横をすり抜けて走った。

「待て！」

　部屋をあのままにしておいてはいけないとか、見知らぬ男がどうしてこんなところに入り込んできたのかとか、目まぐるしく頭をよぎったが、すぐに目の前の恐怖にぬりつぶされる。

（見られた……!!）

　シェルタは息がつまる感覚に襲われ、転ぶような勢いで廊下を走り、階段を駆け下りた。

　一族の中で、シェルタだけが他国に嫁ぐ話が出ず、表の場に出ることがないというのは──明確な理由として、他国に対して隠されている存在だからだ。

　一族の長である実父から唯一強く言われていたのが、他国の者に見られてはならない、ということだった。いままでずっとそれは守ってきた。なのに──。

　うつむきながら走っていたシェルタは、どん、と何かにぶつかってよろけた。

「……おや？」

　シェルタははっと顔を上げ、再び硬直した。

　衛兵やフォンテではない。頭一つぶんほど高い位置に、見知らぬ男の顔はあった。白く滑らかな肌に、金の長い睫毛に彩られた翡翠の瞳。髪もまた金で、柔らかそうに波うっている。彫りの深い顔立ちで、その完璧な造形は一幅の名画のようだ。彼もまた、この国の人間ではなさそうだった。長身を包むのは白に金の糸を縫いつけたマント、それを留めるのは剣と薔薇を象かたどったブローチで、マントの下にはすらりとした脚衣と長い皮靴、軍服に似た装いだ。先ほどの男とは対極の、陽光のような男だった。

「大丈夫ですか？」

「は、離してっ！」

　ぶつかってきた娘をとっさに支えたため、男はシェルタの手をやんわりとつかんでいた。

　シェルタがそれを振り解こうとしたとたん、階段の上から男の鋭い声が聞こえた。

「その女性を留めておけ！」

　びくりとシェルタが身を震わせると、金髪の男の視線が降る。シェルタはもがいた。

「落ち着いてください、銀の姫君。私たちはファルファラ姫の婚約式に招かれたものです。友人がどうしてもここでお聞きしたいことがあるというので、無礼を承知でお邪魔しました。姫がここの管理をしていらっしゃるのですか？」

　低く甘やかな声だった。だがそれに反して、拘束は解けない。

　シェルタは激しく頭を振った。そうしている間に先ほどの黒髪の男が足早に階段を下りて近づいてくる。

「……よもや賊ではあるまいな」

「カルフ。この銀光の姫の瞳を見てから言っているのか？」

　シェルタは焦燥に駆られながら振り返った。褐色の肌に赤い瞳をした男は、警戒を露わにしてこちらを睨んでくる。その眼光はシェルタがいままで見たことのない険しいもので、ぎゅっと胃が引き絞られる。

　激しい怒り──。赤い瞳を見て、とっさにそんなことを思う。
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　その燃え盛るような双眸にそれ以上映りたくなくて、シェルタは強くもがいた。

「──っ離しなさい無礼者！」

　突然声を荒げたことに、金髪の男は驚きの表情を浮かべる。

　男の腕が離れた隙に、シェルタは全力で逃げ出した。
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　走り去っていく少女の動きに合わせて、長い銀髪が揺れていた。月光を浴びて、銀の髪は燐りん光こうを撒いているように見えた。

　彼らはそれを見送ったあと、何事もなかったかのように観測所を後にした。

「……なぜ逃した」

　黒髪の男は眉間に深く皺を寄せながら、金髪の男に苦い口調で言った。

　金髪の男は肩をすくめる。

「無礼者、なんて言われてしまったからね」

　軽い口調で言って、金髪の男は右手を見せた。握っていた手を開くと、細い銀鎖に繋がった滴型の首飾りが現れる。大粒の涙の形をした宝石は、月の光を受けるとかすかな青をうつした。

「……先ほどの娘のものか？」

「ああ」

　冷ややかな赤眼の男に、金髪の男はにこやかに笑って言った。

「さて、どうする。あの娘がアヴェントの一族であるとしたら──一体誰だ？　年の頃はファルファラ姫より上、適齢期だ。だが公式にはそんな姫はいないことになっている」

　黒髪の男はわずかに眼を細めた。

　大運河を流れる水が、西宮を中心に発せられる式典の鮮やかな灯りを映している。

「問えばいい。傲慢な《水の一族アヴェント》が何かを隠しているというのなら、暴いてやるまでだ」
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　国中が祝賀の夜を明かそうとする一方、息を切らして自室に戻ったシェルタはそのままずるずると座りこんだ。

　心臓がばくばくと鳴っていて、どうしよう、なんてことをしたのだろう、と後悔と恐怖が押し寄せるまま、朝日を浴びるはめになった。

　ガラス窓から射してくる陽光が、座りこんだままのシェルタのつま先を照らした。

（あの二人……式典の招待客だと言っていた。だとしたら外国の要人だ）

　これはたぶん、非常にまずい事態ではないだろうか。《水の一族アヴェント》は政治の主導権を握るものではないが、政府のもとに手厚く保護されている。

　いまの政府には、一族の長の男兄弟も何人か名を連ねていて、彼らは一族を統率する役目がないかわりに、政府と一族の橋渡しになっているという。

（私のことが公になったら、どうするんだろう。元首や父様は私を罰するだろうか？　……ううん、それよりも、私のことが露見したことによってみんなにどんな迷惑がかかるんだろう──）

　シェルタは、なぜ自分だけが秘匿されるのかを知らない。だから、もし公表されたとき、それがどんな悪影響を及ぼすかなど考えもつかなかった。

　それに──。

（父様からもらった首飾り……）

　いつもの癖で胸元に手をやっても、あるべきはずのものがそこにない。父からたった一つだけもらった護符代わりの首飾り。あれを、どうやら落としてしまったらしい。自室の中をいくら探しても見当たらないし、だとしたらあの二人の男に会った昨晩、走ったときかぶつかったときに落としてしまった可能性が高い。

（よりによって、あんなときに……！）

　悶々としていると、いつもと変わらない、明るいノーチェの声がした。

「シェルタ様、おはようございます～。昨晩は退屈でしたでしょう？　料理長に言って、うーんと美味しいものをつくってきてもらいましたからね！　さあ、早く食堂へ──」

「……ノーチェ！」

　満面の笑みで入室してきたノーチェに、シェルタはぷつりと緊張の糸がきれて、うっかり泣き出しそうになってしまった。

　その異様な様子に気付いてか、ノーチェは眼を丸くする。

「シェルタ様？　どうなさったのです？　そ、そんなに一人がおいやだったのですね、私ったら侍女のくせにそんなお気持ちも察せず──」

「い、いいの！　それより、聞きたいことがあるのだけど！」

　シェルタは早口にさえぎり、続けた。

「昨晩の式典で……褐色の肌に黒髪で、赤い眼をした方と、金髪に緑色の眼で白いマントをした方がいらっしゃらなかった？　たぶん、他国の方だと思うのだけど……」

「はあ……」

　ノーチェは瞬きをして、いまいちわからないといった顔をした。やがて宙を見、昨晩のことを懸命に思い出そうとして眉間に皺を刻んだ。

「申し訳ありません。私は給仕に専念しておりましたので、高貴な方々のお顔までは拝見できず……」

「そう」

　それも当然だろう、とシェルタは肩を落とした。

「いかがなさったのです、シェルタ様？　あっ！　も、もしや姫様、異国の王子様方に憧れを!?　ついに恋に目覚められて……!?」

　シェルタはふるふると頭を振った。

「まあ……では、どうなさったというのです？　なんだか、まるで見てきたような容貌の特徴を仰って……も、もしや」

「フォ、フォンテ兄様に聞いたの。見目のよい方々が来ているよ、と」

「ああ、なるほど……って、やはりフォンテ様に会いに抜け出してしまわれたのですかー!?」

　絶叫するノーチェを脇目に、シェルタは表情に出さぬまま、考え込んだ。

　ともかく、あの二人がどういった素性のものか知らなければならない。

　そして何より、姿を見られてしまったということを一族の長である父シンティリーオに報告しなければならない。あの二人がこのことを利用して父を、ひいては一族を脅迫などしようものなら、取り返しのつかないことになる。

（父様に拝謁をお願いしなければ──）

　ひそかに抜けだし、あげくのはてに他国の者に見られたとなれば、父はどんな反応をするか。考えただけで怖ろしかった。だが、いまはそんなことですくんでいる場合ではない。

　シェルタは、顔を上げた。

「ノーチェ。一つお願いしてもいい？」

「はい！　何でしょう？」

　嬉々として返事をする侍女に、事情を伏せながら父に至急拝謁したい旨を伝えてくれるように頼む。ノーチェはやや驚いたような顔をしたが、すぐにうなずき、部屋を出て行った。

　それを見送ってから、シェルタは更に懸念すべきことを思い出す。いつも首にあった、あの銀鎖の重みがない。それだけで自分の一部が欠けてしまったように思える。

（探しにいかなきゃ……）

　もしあれを、昨晩の二人に拾われていたらどうしたらいいのか。

　シェルタは頭を振った。いてもたってもいられなくなり、立ち上がる。観測所にはフォンテがいるはずだから、彼に聞いてもよさそうだった。

　部屋を出ると、とたん、侍女とは違って威圧的な雰囲気を持つ女性に見つかった。女性でありながらもすらりと背が高く、この離宮を護る警備兵の一人だった。険しい眼が、すかさずシェルタをとらえる。

「どこへ行かれるおつもりですか、シェルタ様」

「え、ええと、その……」

「この間、抜け出されてフォンテ様のもとへ行かれたそうですね？」

　シェルタは冷や汗をかいた。おそらく──セレーノか、ノーチェのどちらかが報告したのだろう。

「ここしばらくはおとなしくしてくださっているかと思いきや、そんなことをなさるとは」

　はあ、と女兵士は溜息をつく。

「部屋にお戻りください。他の用ならばノーチェが戻ってきたときにお願いいたします」

「待って、これは本当に急用なの。急いでフォンテ兄様にお聞きしたいことが──」

「わかりました。では私が承りお伝えいたします」

　どうぞお聞かせください、と冷ややかな声が言う。どうあってもシェルタをここから出すつもりはないらしかった。

　シェルタは言葉につまり、扉を閉めながら部屋の内側に戻った。

　──こんなときに限って、と唇を噛みしめる。

（……夜を待って、抜け出すしかない）

　いまフォンテに聞きに行くこともできないとしたら、人目につきにくい夜に自分で直接探しにいくしかない。シェルタは逸る心をなだめ、いまのうちに身体を休めておくべく寝台に横になった。

　眠りは訪れなかったが、身を縮めて、夜の到来をじっと待った。




　抜け出したことが露見したとはいえ、シェルタは日頃から脱走をしていたわけではないので、おとなしくするそぶりをみせれば、女兵士もひとまず安心したようだった。ノーチェにも気取られぬようにして就寝の挨拶をかわし、部屋の灯りが消えてしばらくした後──。

　シェルタは静かに起きあがって、なるだけ足音をたてぬように歩き、部屋の扉をそっと押した。隙間から少しだけ顔を出すと、暗い廊下の向こうに、小さな灯りがゆっくりと浮遊しているのが見える。一瞬、シェルタは肩を揺らしたが、衛兵が灯りを手に持って巡回しているのだとわかって震える息を吐いた。自分の部屋の近くを見回っているのはわかったが、部屋の前にじっと留まっているのではなく、三階全体を巡回しているということが少し引っかかった。外からの侵入者でも警戒しているのだろうか。

　だが、おかげで部屋を抜け出す好機だ。シェルタは急いで濃い色の外套をとって不格好にまとうと、息を殺して部屋を出た。小さな灯りの動きをよく見ながら、鉢合わせしないように壁づたいに歩いて階段を下っていく。ほとんどの者が寝静まっている時間というのは、シェルタにとっても未知の時間だった。いつ人の眼につくかという恐怖は消えてくれず、鼓動を乱す。すくみそうになる足を叱咤し、シェルタは何とか離宮を抜け出して観測所へと向かった。この時間帯ならば、鍵がかかっていて中には入れないだろうが、建物の周りだけなら調べられるはずだ。

　暗闇の中でも《観測所》の大きく白い輪郭だけははっきりと見えた。灯りは空から投げかけられる細い月光ばかりだったが、離宮の中よりはかえって明るいぐらいだった。

　誰の姿も見当たらなかったため、シェルタは建物の正面にまわり、扉の取っ手に手をかけてみた。少し力を入れて押すと、扉が動く。

（開いてる……！　フォンテ兄様が鍵をかけ忘れたの？）

　碧眼を見開きながら、シェルタは胸を高鳴らせて身を滑りこませた。建物の中に入り込めるのなら、一人で首飾りを探すこともできる。怪しいのは、一階の階段近くで金髪の男とぶつかったときだ。シェルタは慎重に足を運び、闇の中、足元に目をこらして歩く。

　火の匂いとともに灯りが頭上にさしたのはそのときだった。シェルタが反射的に顔を上げると、炎が──あの真紅の双眸の主が、灯りを手に二階の手すりに立っていた。

　シェルタが辛うじて声を殺すと、今度は背後で扉が閉まる音がした。更にそちらへ振り向くと、淡く光を放つような金髪の男がそこにいた。

「……また、お会いできましたね」

　ひそやかな、けれどよく通る声だった。シェルタは混乱して、数歩後じさった。これは一体、どういうことなのか。

「あ、あなたたちは──」

「もしやこれをお探しですか？」

　言って、金髪の男は長い指で銀鎖をつまみ、掲げてみせた。鎖に繋がれてつりさがっている大粒の滴の形をした宝石が、暗闇の中でもきらめきを放って揺れている。

　シェルタは頬をさっと紅潮させ、手を伸ばした。だが、その指は空を切る。

「返して！」

　悲鳴のように叫ぶも、男は長身を利用してシェルタの届かないところへ手を持ち上げる。

「……だ、そうですが」

　抑よく揚ようの乏しい声で何者かに呼びかけるように言ったのは、二階の階段付近にいる焰の眼の男だった。その顔が向いた先、廊下の暗闇から一人の男が進み出てくる。

　シェルタは自然とそちらに顔を向け、現れた男を見て全身を震わせた。

　廊下の陰から現れた男は、この場にいる二人の男よりも一回りほど多く年を重ねていた。だがその美貌は彼を実年齢よりずっと若く見せる。とりわけ目立つのは、暗闇の中でも威圧的な眼光を放つ、《一族の青アヴェント・ブルー》の眼。シェルタよりもずっと強い力をもつがゆえの、冬の海のような青。

「父、様──」

　そう呼んではいけなかったのに、シェルタの唇からはかすれた言葉がこぼれ落ちた。

　実父であり一族の長たるシンティリーオその人が、こんなところにいるはずがない。だが、シンティリーオは秀麗な顔を不愉快そうに歪め、シェルタを見た。

　その横で、赤い眼をした男が口を開く。

「閣下、この姫君はあなたの娘のお一人だ。そうですね」

「知らぬな。このような時間、このような場所に忍び入ってくる者が一族の者とは思えん」

　一族の長の冷厳な声が響き、シェルタは血の気がひいていくのを感じた。あの、冬の青の瞳が自分を見ている。なぜここに来たのかと厳しく非難している。

　同時にこの場では仕方のないこととわかっているのに、無関係を装う言葉に胸が抉えぐられる。

「これは手厳しい。これほどの美しい《一族の青アヴェント・ブルー》を持つ姫君を無関係と仰るのですか」

　揶や揄ゆするように続けたのは、シンティリーオの隣の男だ。シェルタは唇を噛み、黙っていた。ここで自分が何かを言ってしまえば、事態を更に悪化させてしまう。そもそもこんな状況に陥ってしまった時点で、致命的なのだ。

「もし閣下の言う通り無関係の女性ということでしたら、閣下はこの女性には一切関知しない、そういったことになりますね」

　念を押すように、今度は金髪の男が言う。形のよい唇は微笑すら浮かべていた。

「私たちがこの方にどうご挨拶しようとも関知なさらないと、そういうことでよろしいのでしょうか」

　いたって穏やかな声だった。だが言葉の内容は不可視の棘を多分に含み、シンティリーオに迫る。シェルタはとっさに顔を上げ、何か反論しようとしたが、すぐにシンティリーオの刺すような視線を感じて唇を硬直させた。

　疲れを含んだ溜息が、シンティリーオからこぼれる。

「わかった、認めよう。その娘は私の子の一人だ」

「名はなんと？」

「──シェルタだ」

　シェルタは愕然と、そのやりとりを聞いていた。シンティリーオが異国の貴人と思われる二人に自分の存在を認めるなど信じられなかった。それほど状況は危機的なものなのだろうか。自分がそれを引き起こしてしまったことに、恐怖すら覚えた。

　何か、取り返しのつかないことをしてしまったのだ。

　足元が崩れていく錯覚に襲われると、金髪の男が、エメラルドの眼を向けた。貴公子に相応しい美貌が、陽光のごとき笑みを浮かべる。

「ご無礼をどうぞお許しください、姫。ようやくあなたに声をかける許可をいただきました。私はソティラス・イエネオス＝メントル。どうぞソティラスとお呼びください。以後、お見知りおきを」

　耳に心地よい声で言って、金髪の男──ソティラスは一礼し、シェルタに首飾りを返した。

「相変わらず抜け目ないな、ソティラス殿」

「とんでもない。いま君のことを紹介しようと思っていた」

　抑揚豊かなソティラスとは対照的に、冷淡な声が階段を下って近づいてくる。シェルタがまだ思考を硬直させたままそちらへ振り向くと、紅玉の瞳がまっすぐに射てきた。

「私はカルフ＝ファーイズと申します、姫。かなうなら、もっと明るい場所で姫のご尊顔を拝見しご挨拶したかったものです──以後お見知りおきを」

　口調こそ丁寧だが、褐色の肌をした美貌の貴人は表情を動かさぬままだった。

　シェルタは、そのどちらにもどう応対するべきかわからなかった。異常事態が起きていることはわかったが、そうと認めるだけで頭がいっぱいになる。

　その隙を縫うようにしてシンティリーオが言う。

「今日は夜ももう遅い。お二方の疑問も解消されたことと思う。ひとまず休まれてはどうか」

「そうですね。また明日、あらためてお伺いしましょう」

　柔らかな声で、けれど間髪入れずにそう答えたのはソティラスだった。優雅に礼をして身を翻す。カルフもまた、同様だった。

　二人の姿が扉の向こうに消えたあと、首飾りを握りしめたシェルタと、階上の父だけが薄闇の中に取り残される。

　そこに来てはじめて、シェルタは正気に戻った。いままで感じていたものとは別種の強張りが身を満たす。こちらを見下ろす、冷ややかな《一族の青アヴェント・ブルー》。一族をまとめ、頂点に立つ者の青だ。

「なんと軽率な真似をしたのだ、お前は」

　声を荒げるわけでもない、乱暴な口調でもない。だが氷刃によって心臓を一突きにするような声だ。シェルタは顔を上げられず、肩を震わせた。

「お前は、あの者たちに姿を見られたらしいな。昨晩のことだ。離宮を抜け出したのか」

　シェルタは自分を奮い立たせるように唇を噛み、うなずいた。

　父の、大きな溜息が聞こえた。

「よりによってなぜ昨日だ。いくら西宮のほうに人が集まっていたとはいえ、外国からの要人が集まっていたのだ。姿を見られたら大変なことになると、その程度のことも考えつかなかったのか」

「……浅はかでした。申し訳ありません」

　怒気を発散させたシンティリーオの声は、次に呆れ、失望したという気持ちが強くこめられているように思えて、シェルタはうなだれるしかなかった。

　シンティリーオは眉間に皺を寄せ、こめかみに手を当てた。

「ソティラスのほうはメガロス皇国の皇帝の異母弟。カルフのほうはカビール国の王子の一人だ。もっとも、彼もまた母君は側室であるようだが」

　その言葉を、シェルタはどこか現実味のないものとして聞いていた。外国の、大陸の国はおろか自国内すらまともに出歩いたことのないシェルタにとって、異国の王族などおとぎ話の登場人物に等しい存在だった。まして、このアクアテラには王族はいない。政治を担う元首と議会があり、彼らの庇護下に《水の一族アヴェント》が置かれている。シンティリーオですら、一族内での統率力を持つだけで国を動かすことはできない。

　自分にとって実父であり長であるシンティリーオは絶対だが、他国の王族である彼らはそれと対等か、それ以上だというのだろうか。

「あの二人は、お前を……お前のその力を自国に引き込みたいと考えている」

　シェルタは顔を上げ、信じられない思いで父の顔を見た。

「つまり、カビール国とメガロス皇国にだ。あそこはまだ嫁いだ女たちも存命、孫の代にアヴェントの血が混じっているというのに貪欲なことだ」

　シェルタは、姉妹たちがとうに政略結婚をしていることを思い出した。

　浄化の力を持つ《水の一族アヴェント》は、真水を確保するためになくてはならない存在だ。海水にしろ雨水にしろ河川の水にしろ、毒性の強弱に差はあれど、そのままではほとんどまともに飲める水とはなりえない。真水を確保するための対策が、毒を中和する《水蓮》の大量栽培──そして、更にそれを上回る浄化能力をもつ《水の一族アヴェント》の娘を、国に迎え入れるということだった。一族の娘が他国に嫁ぎ、そこで生んだ子供もやはり浄化の力を持つ。ただし、受け継いだ力は代を重ねるごとに弱くなっていき、孫の代までは継承されるものの、ひ孫の代となると力がほぼ途絶えるのだ。こうして途絶えたとき、一族の新たな娘をまた迎えることとなる。

　このため、一族の娘は、一定の間隔でそれぞれの国に繰り返し嫁ぐこととなる。一族の娘で生涯をこのアクアテラで過ごせるのは、一族の中でもっとも力のある女性で長の妻となることを定められた場合だけだ。

　だが、シェルタが隠され、いまだに結婚の話がないのは、未来の長の妻となるためでもない。おそらく別の理由がある。それなのに、あの二人に渋々ながらも面会と接触を許したということは──。

「……脅迫、されたのですか」

　問う声がかすれた。

　自分がシンティリーオに報告する前にあの二人が話を持ちかけ、一族の長に圧力をかけたのかもしれない。圧力とまではいかずともそれに近いものがあったに違いない。でなければこんな時間、こんな場所にシンティリーオが現れるわけがないのだから。

　シンティリーオは冷ややかな表情のまま、否定も肯定もしなかった。

「お前のことはしらを切り通すつもりだったがな、そうもいかなくなった。知らぬふりをすれば奴らはますますつけあがってお前に取り入ろうとし、かといって《水の一族アヴェント》と関係しているといえば弱みを握られたことになる。もしお前の存在が二人によって公にされたらどうする？」

　シェルタは見る見るうちに蒼あお褪ざめていった。

　どの国に対しても公正を期すため、一族の娘の情報はそれぞれの国に渡してある。そのかわり、嫁ぎ先で生まれたアヴェントの子供、孫の情報なども正確に知らせてくれるように関係を結んでいる。だが、こちらが意図的に隠していた情報があると暴露され──ましてそれが妙齢の娘、などと知れたら、これまでの関係に大きな亀裂が入る。情報の交換はなりたたなくなり、他国はこぞってシェルタという浄化力を獲得しようとするかもしれない。どんな事情があるにしろ、この身に流れるのは一族の血であることには違いない。他国が殺到したとき、この小さなアクアテラに、大陸の国の要求を真正面から拒絶できるほどの力はない。

　シンティリーオは頭痛を覚えたように表情を歪め、こめかみを揉んだ。

「シェルタ。状況が把握できたか」

「……はい。本当に──申し訳ありません」

　シェルタは唇を噛んだ。後悔が津波のように押し寄せたが、すべては自分の責任であることだけは明白だった。

「奴らの思い通りにも、一族に害が及ぶようなこともさせん。だが、これはお前の責任。これからはいっそうの慎重な行動が必要とされる、いいかシェルタ」

　一拍置いて、強く言い聞かせるようにシンティリーオは言った。シェルタは顔を上げ、自分とは色合いの異なる、だが確かに同じ《一族の青アヴェント・ブルー》の眼を見た。

「奴らはお前の力を欲している。だからといって公に取引するわけではない。奴らはお前を篭ろう絡らくしようとしてくるはずだ。奴らが求めたのはお前との私的な付き合いだ」

　シェルタは呆然と父の言葉を聞いた。私的な付き合い。それはまるで、自国に引き込む──政略結婚とは異なるように聞こえる。

「いいか。絶対に心を許すな」

　一音ずつ、刻みこませるようにシンティリーオが言う。

　シェルタは目眩を覚えた。予想だにしない展開だった。つまり、あの二人はさっさと己の国に一族の娘を引き込みたいがため、これから私的な付き合いでシェルタという娘を誘惑してくるということか──。正攻法が不可能とみて、搦め手でくるつもりなのだ。

「とにかく、あの二人をうまくあしらって、どちらも諦めさせろ。お前は──他国になどやれぬ身だ」

　シェルタははっとし、訝いぶかった。他国になどやれぬ──それはどういう意味だろうか。これまで離宮に隔離されて育てられてきたことと、何か関係があるのだろうか。

　シェルタは、背筋を正した。ここで聞かなければ、他に機会はない気がした。

「閣下、お教えください。私は、一族の中でどのような役目を果たせばいいのですか？　姉上も、妹も──みな一族の娘として立派につとめを果たしています。私もそうなりたい。力不足は承知しております、足りないところはどんな努力でもして補います。ですから──」

　役に立たせてください、とシェルタは静かに言った。腹の底が震えていた。

　思わぬ言葉であったのか、シンティリーオはわずかに皺のある目元を震わせ、黙った。沈黙ばかりが、その場に落ちる。

　一族の長は、やがて長く溜息をついた。

「……焦るな。いずれ、お前にもわかるだろう」

「！　ですが！」

「お前がすべきことは、いま詳しく教えたはずだな」

　シェルタはぐっと言葉につまり、うつむいた。

　そうだ。父はたったいま、説明したのではないか。あの二人を前に、誘惑をうまく避け続けること──心を許さないこと。それが、自分がしなければならないことだ。

　だが、だからこそその理由を、なぜ自分はこの国に中途半端な立場のまま留まり続けねばならないのかを知りたいと願うのは、過ぎた望みだろうか。

「自室に戻れ。今宵ばかりは、抜けだしたことを許す」

　言葉を飲みこんでうなずくシェルタに、冷厳な視線が注がれた。

「その首飾りは常に身につけていろ。二度と失くすな」

　はい、とシェルタはか細く答え、銀鎖を自分の首にかけた。慣れた重みが、ようやく戻ってくる。滴をそっと握り、一礼してきびすを返した。











二章









　──お母様！　お父様！

　あれは確か五歳のときだったとシェルタは記憶している。生まれたときからその年になるまで、シェルタは他の姉妹兄弟と同じように家族と一緒に暮らしていたのだった。

　優しく温かい母。厳しくとも正しく、強くて美しい父。

　一人だけ離宮に移り住まなくてはいけないとわかったとき、泣いて駄々をこねたのに、父も母も、何も言ってはくれなかった。

　永遠の別れではないし、住む場所を別々にするだけだ。しかもそれほど離れているわけではないから、と何度も説かれた。

　大好きだった母は──あのときも、悲しそうな顔をして憐れんではくれたけれど、決して自分を引き留めてくれようとはしなかった。

（虐げられているわけじゃない、無視をされているわけじゃない……蔑ろにされているわけじゃない）

　ノーチェが力をこめて説いた言葉を思い出す。そう、シェルタが本当に邪魔で鬱陶しい存在なら、もっとひどい扱いを受けているはずだ。だが、そうではない。

　蔑ろにされていないのは、両親の愛が、自分にも向けられているからだ。ノーチェのそういった言葉を、幼い頃は信じていた。

　でも、それなら──どうして？

　時間を経て、一人で考えられるようになったシェルタは疑問を投げかける。

　一族の力は貴重なもの。力が弱いとはいえ、浄化の力を持つ娘が貴重で、他国への有効な交渉材料になることは間違いない。

　調べてみたところ、過去にシェルタと同様、力の弱い姫君も何人かいた。けれどその姫たちも、しっかりと責務を果たした──言いかえるなら一族の娘であるかぎり政略結婚は義務であり、どんな娘とて一族の駒の一つなのだ。捨て駒にできるような余裕はない。

　憎んでいなければ──何とも思っていないのなら、いずれ使うべき道具として保管しておくことぐらい、簡単だろう。

　だがそんな風には、考えたくない。自分はすねていて、だからこんな考え方をしてしまうのだと思う。

（理由が欲しい）

　たとえどんな残酷なものであってもいい。自分のひねた推測が事実であったとしても、様々な推測を巡らせ、一喜一憂し、迷い続けては不安定な足元を見ているのよりはずっといい。

　たった一つでいいから理由が欲しい。

　それがわかればどんな努力もする。前に進める。そして自分が役に立てることを証明したい──。




　シェルタは、ゆっくりと眼を開けた。鈍い動きで瞼を開閉する。

　体温が移って温かくなった白いシーツの中、もぞもぞと寝返りをうった。ぼうっとしていると、やがて天蓋越しに射す光がやけに明るい気がして、のろのろと起きあがる。

　寝台から出、よくよく窓の外を見ると、朝をとうに通り越して昼過ぎのようだ。

　いつもより多く寝てしまったらしい。あれから、寝台に戻ったのは夜明け近かった気がする。

　昨夜のことを思い出すと、気分が一気に沈み、重い溜息がこぼれる。

（……なんとか挽回したい。これ以上、お父様を失望させてはならない）

　父を失望させれば、本当に自分は一族の中で不要な人間になってしまう。

　シェルタは頭を振り、まとわりつく沈鬱な空気を振り払った。ノーチェを呼び、着替えてから食堂に向かうことにする。

　──が。

「ノーチェ、ちょっとこの格好は着飾りすぎじゃない？」

「い、いいいいえっ！　そんなことはありませんっ！　むしろ地味すぎるぐらいですっ！」

「？」

　シェルタは首を傾げた。胸元には、肌身離さずつけている滴型の宝石の首飾り。それに、いつもは白と青が基調の、飾りの少ないドレスを着るのだが、いまノーチェが選んできたのは、裾や袖にレースが細かく施され、それらがうっすらと青みがかった手のこんだつくりのものだった。青いリボンが肘ひじの辺りで結ばれ、腕の細さを強調する。更に上からショールを羽織らされ、長い銀の髪もきっちり結い上げて編み込まれれば、あまり衣装を気にせぬシェルタといえどもさすがに疑問に思うほどであった。

　耳飾りまでつけるノーチェの手は、やはりいつもより強張っている気がする。

「……何かあったの、ノーチェ？」

　いつもよりやや大振りな装飾が、耳元で揺れる。ノーチェはびしりと固まった。

「ななななな、なんでもございません！　さ、さあ食堂へ急ぎましょう！」

　一人で食事をとるのだから急ぐも何もないのにと思いながら、シェルタは急かされるようにして、ノーチェを伴って自室を出た。食堂へ向かい、大分遅くなってしまった朝食に何が出るのだろうかとぼんやり考える。

　階段を下り、食堂の扉を開ける。長いテーブルと椅子が並ぶいつもの場所に足を踏み入れたとたん、

「おはようございます、姫」

　後光が射しているような満面の笑みが、シェルタを迎えた。

　シェルタは硬直した。ふっと意識が遠のきそうになる──が、かろうじて何も言わずに扉を閉め、鉛でもくくりつけられたかのような重い足取りで二歩下がった。

　何か、とても間違ったものを見てしまった。

　自分がいま見たのが幻覚でなければ──あれは確か、昨日名前を知ったばかりのメガロス皇国の貴人ではなかったか。その左隣に、怜悧な赤い眼を持つ異国の王子もいた気がする。

「ああっ！　シェルタ様！　何を!?」

「……場所を間違えてしまったみたい。あの方々もこちらの食堂をご利用になっていたのね」

「ちがいますー！　シェルタ様と朝食をご一緒したいとのことで待っていてくださったのですよ！」

「!?」

　一体何を言うのだ、とシェルタは見開いた眼に抗議をこめてノーチェを見た。

「の、ノーチェ、あのお二方のことを知っているの？」

「もちろんです！　昨日、シンティリーオ様直々のご命令があったんです。元首からのお許しも出たとか！　もう、シェルタ様ったら話してくださればよかったですのに！」

「え……」

　シェルタはぎくりとした。シンティリーオが──まさか、ノーチェをはじめとする使用人に、昨日自分に話したことと同じ内容を話したというのだろうか？

　ノーチェはあたりをはばかるようにきょろきょろと見まわしたあと、片手で口元を隠してささやいた。

（カビール国とメガロス皇国は、我が国にとってもぜひ友好的な関係を保っていたい二国です。その代表であるお二方を丁重にもてなすように、というのが元首と議会の意向です。どこから姫様のことを知ったのかわかりませんがお二人は姫様をたいそう気に入られたというので……そうそう、姫様ってばあの晩、やはり抜けだされたんですね!?）

（う……そ、それはあとで聞くよ。それで、続きは？）

（……元首側はシンティリーオ様にシェルタ様の力をお貸しいただけないか頼んだそうですよ）

（わ、私にお二人をおもてなししろと？）

（そうです。でもでもっ、シェルタ様は一族の娘ですし、お二方と結婚する必要なんてこれっぽっちもないんですから、ただ、ちょっと笑ってお話をしてやるだけでいいんですよっ。それで十分おつりがくるはずです！　そう、お二人が滞在している間だけですっ）

　シェルタは昨晩のことを思い出し、眉間に皺を寄せた。おそらくシンティリーオが、事実を話すわけにもいかないので周囲のためにそのような事情説明をしたのだろう。だが、この理由もまんざら嘘ではなさそうだ。

（でも、おもてなしってどうしたらいいの？　私、客人をもてなすどころか、男性の方とまともに話したこともない……！）

　更に言えば、失礼にならぬよう、機嫌をそこねることのないよう──二人をあしらって退しりぞけなければならない。

　ここにきて、シェルタはかなり深刻な弱点に気付いた。

　そもそも──篭絡しようと近づいてくる相手や誘惑のはねつけ方、なんてものをまったく知らない。まず誘惑とは何を意味するのか。具体的に何なのか。

　ノーチェは、不意にきらりと瞳を輝かせ、強くシェルタの両手を握った。

（姫様！　お心を強くもってください！　姫様に色目を使ってくる男などすべからく敵です！　しかし敵もさるもの、剥き出しの敵意など向けてはこちらが無礼とみなされてしまう……ですから、心の砦を強固にして、敵の攻撃にひたすら耐えるのです！　篭ろう城じょう戦せんです！　やがて敵は諦めて去るでしょう！）

（ほ、ほんと？）

（本当です！）

　付き合いの長い、姉妹にも等しい侍女は力強くうなずいた。シェルタは、このノーチェが自分の侍女として仕えてくれていることを心底海神オチェーアノに感謝した。

（わかった！　がんばってみる！）

　シェルタも力強くうなずき返し、戦場におもむく兵士とはこのような気持ちなのだろうかと思いながら、背筋を伸ばして入り口の前に立った。

　思えば、今日これほどノーチェが着飾らせてくれたのも、いわゆる戦闘服というものなのだろう。

　シェルタは覚悟を決め、再び食堂に足を踏み入れた。

　部屋の奥へ向かって伸びる楕円のテーブルには花の刺繍がされたクロスがかけられており、テーブルの中央には花と燭台が飾られている。いつもシェルタ一人分しか並べられていない食器も、いまは三人分並んでいる。

　金糸の髪を持つ男と黒髪の男は、最奥の席に座っていた。

　シェルタは高まった緊張で身動きが取れなくなる前に先制した。

「……先程は、失礼いたしました。どうやらこちらで話の伝達にやや混乱が生じていたようで、お二人がいらっしゃることを伺っておらず……」

「いえ、こちらこそ身勝手なことを申しました。同席の許可をいただき、たいへん嬉しく思っています。無礼とは思いながらも、どうしてももう一度姫君のお声を聞き、あわよくば姿を拝見したいと思ったものですから」

　淀みなく応答したのは、メガロス現皇帝の異母弟だという、ソティラス・イエネオス＝メントルのほうだった。青みがかった緑の双眸は光の加減では明るい青のようにも見えて、シェルタは思わず惹きつけられた。碧眼といえばもっぱら《一族の青アヴェント・ブルー》を示すから、ソティラスの持つ眼の色合いは珍しい。

　くわえて、おとぎ話にでも出てきそうな貴公子然とした姿だが、言葉はいたって穏やかで威圧的なところはなく、身構えたシェルタが拍子抜けするほどだ。

　その右隣の褐色の肌の男──カビール国の貴人であるカルフ＝ファーイズは、その焰の色をした眼にもかかわらず氷でできた端正な彫像とでも表したくなる。

　カビール国は、アクアテラを聖地とする《オチェーアノ教》とは対極の《バラー教》圏の国家と聞く──だから、こんな硬質な印象なのだろうか。シェルタはつらつらと考えながら、二人の異国人と向き合うように席に座る。

　部屋の中には三人だけだった。外ではノーチェが待っており、必要であれば給仕が入ってくる。

　最初に運ばれてきたグラス一杯の真水を、シェルタは慎重に飲んだ。

「この国では、いつもこのような純度の高い水を飲んでいらっしゃるのですか」

　低く、けれどはっきりと聞き取れる声でカルフが言う。

「はい」

「民も？　町中にある給水所──ああ、この国では聖堂でしたか、そこでもこれと同じ純度の水が民に配給されているということでしょうか」

　シェルタはなぜそのようなことを聞かれるのかと思いながら首を傾げた。

　純度の高い真水など、当然ではないか。民だろうと議員だろうと一族だろうと、みな、同じものを飲むに決まっている。アクアテラにはオチェーアノに祈りをささげる聖堂がいくつもあり、そこが同時に、民への真水の供給場所となっていた。公共の井戸などもあり、そちらは雨水などを溜めて《水蓮》によって浄化したものをくみ上げて利用するが、やはり飲料水や祭事には聖堂から配給されるものを使う。

　一族のものとて、自由に真水を使えるわけではない。貴重な真水のほとんどは、一族とは別にこの国の政府が一括して管理している。

　こういったことも、他国からの客人ならわからぬものなのだろうと思い、シェルタは気軽に答えた。

「そうです」

「なるほど。こちらの民は幸せですね。真水に飢えることがない」

　シェルタは眼を丸くし、激しく瞬いた。真水に飢える──どういうことなのだろう。

　疑問が首をもたげた。一族の娘は、嫁ぐという形でしか外に出られない。シェルタは他の国の名前や地図での位置を知っていても、その内情や生活についてはまるで知らなかった。だから、つい言葉が転がり出た。

「他国では、真水に飢えることがあるのですか？」
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　何気なく、言ってしまったあとでシェルタは失言かもしれないと思った。

　カルフの表情が一瞬険しいものになり──びくりと震えそうになるほどの敵意に似たものを感じたからだ。だがすぐに消えてしまい、冷静な無表情が戻る。

「ええ。そう頻繁に起こることでもありませんが」

　素っ気ない一言で、会話は途切れた。

　だが気まずい沈黙は長く続かない。ごく自然に、ソティラスの柔らかな声が後を引き取ったからだ。

「君は相変わらず真面目だな、カルフ。姫君、彼は非常に勤勉で真面目、尊敬すべき王族の一員ではありますが──やや、堅物と言われてしまう性質でもあるのです。物言いに味気ないのも、悪気はないのですよ」

「気を悪くされたら、申し訳ない」

　ソティラスは笑う。カルフはやはり抑揚の乏しい声で謝罪したが、横目でソティラスをちらりと睨むことも忘れなかった。

（……思ったより、気さくな人なのかな。友人思いなのかしら）

　シェルタは、ソティラスの印象を少しばかり良くした。考えてみれば、別の国の人間であり、宗教上は対立する立場でもある者たちがこうして一緒に席に座る、というのはなかなかに珍しいことではないのだろうか。シェルタという観察者がいるからかもしれないが、二人の仲はさほど険悪なようには見えない。

「ときに姫。一つお聞きしたいことがあるのですが、よろしいですか」

　再びカルフが問うてくる。シェルタは今度はやや身構えつつ、どうぞ、と返した。

「あの婚約式の晩、どうして観測所におられたのですか」

　シェルタは一瞬、言葉に詰まった。何か深い意味がこめられた問いかもしれない──シェルタの、一族の中での位置を探るようなものなのかもしれない。

　慎重に答えなくては、と自分を戒める。

「……調べたいことがありましたので、観測所の管理をしている兄に許可をいただき、部屋を使わせていただいたのです」

「調べたいこと、とは？」

　カルフはすぐに切り返してくる。どうしてそこまで聞く必要があるのかと思ったが、シェルタは焦燥の手綱を握ってやり過ごした。

　少し息をして、ゆっくりと答える。

「植えていた草花の様子が少々おかしかったので、原因を突き止めたかったのです。結果としてはすべて杞憂でありましたが」

　カルフが、わずかに眉を動かしたのがわかった。

「様子がおかしい……。それはたとえば、こんなことでは？　花弁の変色の進行が早いというような」

「！」

　シェルタは息を飲んだ。なぜ、この男がそれを知っているのだろう。不意をつかれて、驚愕の表情を隠すことができなかった。すると、カルフはわずかに赤い眼を細め、続けた。

「私もそのことで、名高き《水の一族アヴェント》の観測所に調べていただきたいことがあるのです」

　冷ややかな、揶揄するような響き。だが、それに反してシェルタを見る眼は鋭く、一瞬──シェルタが息を飲むような、激しい感情の光が見え隠れした。

　しかしその異様な光もすぐに消える。やがて疑問のほうがまさって、シェルタは口を開いた。

「あなたの身の回りでそのような異変が？」

「そんなところです。まさか姫の身辺にまで起こっていたとは思いませんでした」

「……やはり、草花が変色を？」

「そういった現象も確認されています」

　え、とシェルタは疑問に思った。

「他に……異変が？　どのようなことが起きたのです？」

「……あいにく、まだ私の憶測に留まっている状態ですので、観測所の方々にご相談しないことにはなんとも申し上げられません。観測所の方々もお忙しいようで、すぐに調査に乗り出していただくのはなかなか難しいようですね」

　シェルタは違和感を覚えた。この国の観測所の者が、忙しいわけがない。管理人であるフォンテすら、日頃は実験器具に囲まれながら優雅に本を読み、紅茶をすするのが主な毎日を過ごしている。まともにはたらくときといえば、雨や嵐の気配がしたときだけだ。

「私もぜひ原因究明を急ぎたいところです。姫の豊かな知の欲求を満たしてさしあげられず、申し訳なく思います」

　あくまでも冷静かつ丁寧な、だがきっぱりとはねつけてくる返答に、シェルタはむっとした。言葉こそ乱暴ではないが、なんだか子供扱いされていると感じる。

　だが、あとでフォンテから間接的に話を聞けばいい、と思うと溜飲もさがる。

「ええ、姫君には一族の知が結集されているようだ。私は浅学非才なこの身がお恥ずかしい」

　話を邪魔しないようにと配慮していたのか、黙っていたソティラスがやんわりと発言する。

　シェルタはきょとんとしたが、たぶん──ソティラスは、誉めてくれたのだろう、しかもだいぶ過剰にと直感的に悟って、こそばゆい思いをした。

　ノーチェから言われた篭城戦なるものを想像して警戒していたのに、なんだか調子が狂っている。

　ソティラスは、アクアテラと一族のことを誉め、シェルタを照れさせた。さすがと言うべきか、不快にさせるようなことは一切口にしない。シェルタはわずかな返事をするばかりでよかったので、会話が負担とは感じなかった。

　逆に、カルフのほうはあまり積極的に口を開こうとはせず、ときおり、この国の地形や気候について質問した。こちらは、シェルタが予想しないほど生真面目な問答だったので、ノーチェから授けてもらったせっかくの戦術も、どうやらあまり役立ちそうになかった。

「急な申し出を快く受けてくださってありがとうございました。至高の瞳をこれほど近くで拝見できるとは、身に余る栄誉です。姫がよろしければ、強欲になってしまった私を憐れみ、ぜひまたご相伴させてください」

　ソティラスがそう締めくくる。

　シェルタはまたもぱちぱちと瞬き、ようやく意味を理解してむずがゆくなりながらうなずくと、朝食の時間はそれで終わりとなった。

　シェルタは先に退室した。
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「……やれやれ、もうちょっと教育の届いた娘かと期待したんだが」

　まるで田舎娘だな、とソティラスは失笑を漏らした。先ほどまでは、おくびにも出さぬ類の笑みだった。

　シェルタが退室した後も、残された二人はいまだに席を立とうとしない。部屋には他に誰もおらず、あとは二人の退室を待つばかりであった。

　隣に座っていたカルフは、冷ややかな視線を投げる。

「その割に、ずいぶんご立派な紳士ぶりを発揮していたようだが」

「あの程度の娘では、多少わかりやすい表現のほうがいいと思って言葉を選んだのだが。……もっとも、彼女にとってはそれもあまり理解できぬようだったけどね」

「なら降りるか？」

「まさか。礼法は後からどうとでもなる。見目もさほど悪くないし、多少は眼をつむれるさ。それより、君こそ降りたらどうだ。なんだ、あの色気の欠片もない会話は」

「あの娘に色気なぞ望むべくもないと言ったのは誰だったかな」

　ソティラスは肩をすくめた。グラスをとり、中に残る透明な水に視線を落とす。

「だが君の指摘には同感だ。この国の水は限りなく清い。……これほどのものでなければ日々の生活に支障をきたすのだろうな。力を維持するためには限りなく澄んだ水が必要とされる──混ざりものなど許されない」

　青みを持つ緑の眼が、グラスの水に映って揺らいだ。

「いずれにせよ、欲しいのはあの娘の力と血だ。この際、他のことは無視するさ」

「同感だ」

　表情一つ変えず、カルフが返答する。ソティラスは、獲物を前にした猛獣のように笑った。

「しかし意外だったな。何も知らぬ子供かと思えば、雨の異変を調べていたとか」

「所詮、深窓の姫君だ。暇で他にやることもなく、草花の観察日記でもつけていたんじゃないのか」

　カルフがやはり無表情のまま言ったので、ソティラスは軽く噴き出した。

「なんだ、やけに否定的だな。あの田舎娘の数少ない美点なのかもしれないのに」

「半端なのはかえって性質が悪い。ままごと気分で話をするようなものじゃない」

　吐き捨てるような口調だった。

　傍らの金髪の貴人はさして興味もなさそうに、なるほどね、と返す。

「お前こそ、こんな言葉遊びに興じている暇はあるのか」

「何がだ？」

「隠すな。この国で何をかぎまわっている」

　紅蓮の色をした眼が、ソティラスを刺す。常に無表情ということもあってカルフのこういった視線は少なからず人を威圧する。だが、ソティラスは軽く肩をすくめて苦笑した。

「さすがに目敏いな。何、ちょっとした探しものをね。《蝙こう蝠もり》だけに逃げが達者だ。まあ、今ここで行動に出るわけにもいかないからのんびりと構えているよ」

　飼い犬の行方を心配するような口ぶりだった。カルフは短く、どうだかな、とつぶやく。

　ソティラスはそれ以上は言わない。

　腕を組み、獲物との距離をはかるように空を見る。その唇が、やがて狩人の笑みを浮かべた。

「さて。一族の長が他国の眼を欺いてまで手元に置きたがる娘──果たして、どんな隠し玉であるのやら」





＊






「……っくしゅん！」

「あら、風邪ですか、姫様？」

　心配そうにのぞきこんでくるノーチェに、シェルタはふるふると頭を振った。

　自室に戻ると、どっと力が抜けて椅子に座りこんでしまった。ノーチェの淹れてくれた紅茶──ではなく、ノーチェの同僚が淹れてくれたものを飲んで、ようやく一息つく。

「ともかく、無事に乗りきれたようで一安心ですっ。もう、いつ姫様が助けを求めるかと心配で心配で……ずっと聞き耳を立てていたんですよ！」

「……そ、そうなの」

　自分が食堂で二人と会話をしている中、扉にべったりと耳をつけて中の話を聞こうとしているノーチェの姿が妙にありありと脳裏に浮かんだ。

　シェルタは紅茶を飲みほしたあと、本棚の前に立って、視線をはしらせた。

「あら、読書をなさるのですか、姫様？　お疲れになったのでは？　休まれたほうが──」

「うん、ちょっとね……カビール国とメガロス皇国について一応調べておきたいと思って」

　まあ、とノーチェが眼を丸くした。

「ひ、姫様……もしや」

「変な意味じゃないわ！　ただ、ちょっと気になって──」

　シェルタはなんとなく言い淀んだ。

　あの食事の場でもっとも気になったのは、カルフが口にした雨の異変のことだ。

　それと、もう一つある。

　ノーチェが憤慨するだろうから言わないでおいたが、食事をともにしている最中──なんとなく、馬鹿にされているような気がしてならなかったのだ。カルフはともかく、ソティラスについては、終始にこやかに接してくれたのだから考えすぎだとは思う。しかし、会話の端々にときおり生じた、あの居心地の悪い微妙な間──あれは、シェルタが礼儀を失していたからではないだろうか。貴人らしい振る舞い、というのにシェルタは慣れていない。

　小説などでもよく使われる、暗黙の了解だとか、言葉遊びのような対話だとか、ああいったものがさっぱり使えないのである。一応、なんとなく感ずるところはあるものの、だからといってどうしたらいいかわからない。

　ことによると、これは自分一人だけの問題ではなく、アヴェントの娘が無作法であるなどという不名誉な評判に繋がりかねない。

「ここにあるものじゃ、だめね。ノーチェ、東宮の書庫からいくつか借りてきてくれる？　できるだけ詳しいのがいいのだけど」

「はい、そういうことでしたらお任せください」

　ノーチェはにっこり笑って、快く請け負った。

　──そんなやりとりをした翌日。

　珍しく、離宮に訪問者があった。

「フォンテ兄様！」

「やあ、シェルタ。この間は大丈夫だったかい？」

　離宮の久しく使われていなかった書斎で本を探していたシェルタは、フォンテの姿を見てひどく驚いた。離宮にこうして直接シェルタに会いにやってくる者は、ほとんどいなかったからだ。

　壁にずらりと並ぶ本棚と、肖像画、そして中央にある二対の長椅子。シェルタは広間か食堂に移動しようとしたが、フォンテがここでいいと言ったので、長椅子に向き合って座ることにした。

　フォンテはぐるりと辺りを見回した。

「離こ宮こに来たのは久しぶりだな。シェルタ、こちらでの暮らしはどうだい？」

「……快適です。ノーチェもよく仕えてくれますし」

　シェルタはわずかに間をあけてから、うなずいた。

　──離こ宮こが白い牢獄と呼ばれることがあるのは知っていた。

　ここに住まい、外出を制限され、あらゆる行事から遮断されている一族の者はシェルタだけだ。そしてそのシェルタのことを、他の使用人たちは一族の長の不義の子──正室や側室以外の、見知らぬ女に産ませた子供、と噂していることも知っていた。

　フォンテの、痛ましいものを見るような表情がかえって心苦しかった。

「父上から聞いたよ。すまなかったね、なんだか君だけ叱責されたみたいで──」

「いいえ、お兄様。私が浅はかだったんです」

　シェルタは頭を振った。

「お兄様がお優しいから、私は甘えてしまっていたんです。本来、あのように安易に外出すべきではありませんでした」

　もとはといえば雨の毒性が、と言い出したのも心のどこかに観測所へ行く理由を求めたからだ。何か理由をつけてここを抜けだしたかった。そう気付いてしまうと、自分が恥ずかしくなる。

　フォンテは、困ったような微笑を浮かべた。

「父上にね、言われたんだ。しばらくシェルタの様子を見てやってくれって」

「……え？」

「カルフ殿下とソティラス殿下に気に入られてしまったんだろう？」

　シェルタは激しく瞬いた。自分と、シンティリーオしか知らぬと思っていた今回の失態を、フォンテも知ったというのだろうか。

「詳しい事情は知らないけど、ちょっと困ったことになったみたいだね。シェルタ一人じゃ心細いだろうから、って父上が心配なさっていたよ。とはいっても、僕も色恋沙汰の経験なんてないからあまり頼りがいがないかもしれないけど」

「あ、あの……お父様が？」

「そう。まあ早い話が、僕に相談役をやれって話みたいだね」

　眉尻を下げるフォンテは、困惑を色濃くしている。事情のすべては知らされぬまでも、厄介ごとを押しつけられたことには変わりないらしい。

　父がそこまで自分を信用していないことや、フォンテへの申し訳なさで、心配してもらえていると知ってもシェルタは素直に喜べなかった。

「ごめんなさい、兄様」

「シェルタは何も悪くないさ。ともかく、何かあったら僕に相談して。要するにあの二人にシェルタは軽い恋愛の相手なんかじゃないって思い知らせればいいんだ」

　申し訳なく思いつつも、フォンテが一緒に篭城戦をしてくれることは嬉しく、シェルタは少し肩の力を抜くことができた。そうしてからふと、昨日の食事のときから気になっていたことを口にする。

「あの、カビール国の……カルフ＝ファーイズ殿下が、自国に異変が起こっていると仰っていました。我が国の観測機関に調査を依頼したいと」

「ああ、うん。それがどうかしたのかい？」

　シェルタは思わず、え？　と声をあげた。フォンテの返答が、あまりにもすげないものだったからだ。

「確かに、彼は僕のところに調査を依頼してきたけどね。カビール国はアクアテラのような観測機関があるわけじゃないし、優れた一族の者がいるわけでもない。ということは彼らが異変と感じたことと言うのは、怪しいんじゃないか？　気のせいってことは考えられないのか？」

　疑問の形をとりながら、暗に否定するような言葉にシェルタは戸惑った。フォンテがこのように疑り深い発言をすることは珍しい。

「シェルタ。君にはわかりづらいことかもしれないけどね、彼らは他国の要人だ。つまり、自国のことを最優先に考えて行動する人種なんだよ。それは悪いことじゃない。けれど手段を選ばない人間がいることも事実だ。彼らが、アクアテラの娘をめとるだけでなく、多くの真水をこの国から輸入していることを知っているかい？」

「えっ……」

　初耳だった。確かにこのアクアテラは、他の国より水がずっと豊富だと聞いているが──。

「彼らの国だけじゃない。ほとんどの国へ、アクアテラは真水を輸出している。だが真水なんていくらあっても余るなんてことはないだろう。金にまかせて無制限に輸入しようとする国もある。だが真水をつくる僕らの力は無限じゃないし、負担も大きい。だから、各国に対し輸出量制限をもうけているんだ」

　こくり、とシェルタはうなずいた。

「でもね、何とかしてより多くこの国から真水を奪い取ろうって考えてる人間も確実にいるんだ」

　シェルタは言葉につまった。いきなり話が不穏な方向へ転換しようとしている。だが、目まぐるしくまわる思考は答えを弾きだそうとしていた。

　カルフが申告してきた、自国の異常。確たる証拠を欠く情報。──飢え、という言葉。

　それらが、まるで引っ繰り返ったかのように、疑わしいものに聞こえる。

「カルフ殿下が何を意図しているかはわからないし、カビール国の現在の情勢を見ないことには、なんとも言えないけどね。冷静に考えてみると、彼の言う通り異変が起きて……もし雨や海の毒性が強まっているのだとしたら、もっと広範囲で異変が起きるはずだろう」

　シェルタは一つひとつうなずいた。フォンテに教えてもらわなければ、自分ではまったくわからなかった──考えられもしないことだった。

　だが、一つだけ、疑問の欠片が胸に刺さっている。

　この間降った雨は、眼に見えた、急な変化ではなかった。たまたま、シェルタが草花の色の変化に注目しただけで──さらに観測所にいきたいという邪な気持ちがなければ、気にも留めなかったほどのものだ。

　ごくわずかで、穏やかな変化ならば──気付かぬうちに起こっているということも考えられないことではない。

　しかし反論しても、諭されるのを拒む子供のようになってしまう気がして、口を閉ざした。

「僕のほうでも一応調べておくつもりだ」

「……はい」

「それとね、シェルタ」

　はい、とシェルタは顔を上げ、異母兄を見た。腹違いの兄は、不思議と大人びた視線を向けてくる。

「他国のことは、そこまで気にしなくていいんだよ。一族の娘である君が、関係のない者たちのことを考える必要はない」

　シェルタは返事に迷った。関係ない──確かに、そうなのだろう。もとより自分が仲良くなれるはずのない人物たちだ。だが、冷ややかな口調に反して燃え盛るような色をした眼が、苛烈な光を宿して雨の異変について口にした姿が、なぜか瞼の裏に焼き付いてしまっている。

（どうして──）

　どうして彼は、あれほど──責めるような眼をしたのだろう。

　かすかな笑い声が聞こえて、シェルタはフォンテを見た。

「シェルタ、君は真面目だね」

「……いえ。ただ……気になりましたので。その、カルフ＝ファーイズ殿下が嘘をつくような方には見えなかったのです。──実際に、カビール国に赴いて調査しなくてもいいのでしょうか」

　未練がましく食い下がると、フォンテは、聞き分けのない子供を諭すような顔になった。

「そう思う気持ちは大事だと思うけどね。それこそ敵の陣地に入ったら最後、どう言いくるめられるかわかったものじゃないよ。第一、僕ら一族はそんなことではこの国を出ることなどかなわない」

　シェルタは違和感を覚えた。

　フォンテの言に何か不快な響きを感じ取ったのは、気のせいだろうか。

「もうこの話はよそう。シェルタだって楽しくないだろう？」

　シェルタは、うなずいた。温厚なフォンテがもうこの話は終わりだとはっきり言ったのだから。

　そのあと、少しばかり他愛のない話をした。

　腰を上げ、部屋を出ていくフォンテにシェルタも付き従った。書斎を出て、肖像画が並ぶ絨毯の敷かれた長い回廊を歩いていると、向こうから一人の人影が歩いてくるのが見えた。

　人影は、この離宮にはひどく馴染まない。シェルタは眼を見開いた。

「カルフ＝ファーイズ殿下……？」

「……カルフ、で結構ですよ姫」

　昨日とまったく同じ無表情で、褐色の肌をした貴人は答えた。その二歩ほど後ろには、この離宮の使用人が、居心地悪そうに立っている。案内をしていたのだろう。シェルタとフォンテを見るなりほっとしたように、そそくさと去っていく。

　フォンテは一瞬、不快そうな顔をした。

「姫のお姿を拝見したいとはもちろん思っておりましたが、フォンテ殿がこちらにいらっしゃると聞いたので」

「……わざわざご足労いただいて申し訳ない」

「いいえ。お忙しい身でいらっしゃるのはわかります」

　カルフはなぜかシェルタを一瞥したが、すぐにフォンテに向き直った。

「早速ですが、フォンテ殿。先日ご相談した件──」

「ああ、申し訳ありません。シンティリーオ閣下はお忙しく、まだそちらに話を通していない状態です。これ以上は、私だけではどうにも。……ひとまず、場所を変えてお話ししましょう。私の研究室にいらして下さい」

「──ええ」

　フォンテは、シェルタに振り返って短く挨拶し、先に回廊の向こうへ歩いていった。

　去ってゆく異母兄の後ろ姿に、シェルタはなんともいえない気持ちになる。

（フォンテ兄様は……カルフ＝ファーイズ殿下の話を端から信じていない）

　それどころか、まるでやんわりと避けているように思える。

　同じ一族の者として、なんとなくカルフに申し訳ない気がした。いや──いくらなんでも、悪く解釈しすぎだろう。シェルタは自分を恥じた。

「フォンテ殿とは仲がよろしいのですか」

　静かな口調が問うてきて、シェルタははっと意識を戻した。回廊の側面から日の光が射し、細長い空間を明るく照らしている。

　日の光のもとで見ると、この異国の貴人の瞳は紅玉のようだ。

　シェルタはうなずいた。

「ええ。フォンテ兄様はとてもお優しい方です。私が観測所に出入りできるのも、兄様が面倒を見てくださっているからで……」

「なるほど」

　カルフは最小限の反応を示した。

　飾られている幾人もの肖像画を、赤い宝石のような眼が見上げる。その眼元がわずかに──シェルタが見たこともないような、複雑な色を宿したように見えた。

　それが、シェルタの中に胸騒ぎをもたらした。

（どうしたんだろう……）

　なにか、言わなければ、と思う。

　カルフは自国のために、観測機関に調査を依頼した。だが、フォンテの話を聞く限り、そして機関の現状を見る限り、まともな調査など行われない──相手にされていない気がする。

　それも仕方ないのかもしれない。

　海や雨の毒性は変わらない。その毒が、ずっと消えることのないように。

　けれどもし──万が一、そうではないとしたら？

　カルフの訴えを、フォンテはこのままかわし続けるのだろうか。そう考えると、シェルタは思わず、礼をして去っていこうとするカルフに向かって口を開いていた。

「あの、よかったらお聞かせくださいませんか。殿下の国で起こった異変がどういうものなのかを……あっ、もちろん今でなくて構いません！」

　この間、婉曲にはねつけられたことも忘れて、シェルタは言っていた。

　振り向いたカルフに、驚きや訝しむ表情はない。

「……姫君も、ずいぶん変わったことに興味を示されますね」

「きょ、興味なんて……その、どうしても気になってしまうだけです。私は……私だって、一族の者ですから」

　言い訳がましく、やや早口で続ける。

　数拍の間、カルフは黙っていたが、やがていま言ってしまうことにしたらしく、静かに語り始めた。

「異変は、我が国のある港町で起こりました。地形的には大陸のちょうど突出した部分にある町です。むろん、海に面しており、降水量も多い土地です。そこに暮らしている植物学者が訴えてきたのです。ここのところ、植物が枯れるのが早くなった……あるいは《水蓮》の開花が早まっている、と。我が国は貴国ほどには観測所が発達していない。ゆえに、《水蓮》や他の植物を使って雨の観測をしているのですよ。むろん、精度は一族の方の予知とは比べるまでもありませんが」

　シェルタは耳を澄まし、その話を聞いていた。他国が雨を予知する場合は、もともとのその国の気候や時期から予測するか、その国に嫁いだ一族の娘の力によることがほとんどだ。しかし《水の一族アヴェント》は男性のほうが力が強い。直系の男子を管理人とし、はたらかせているアクアテラの観測所とは精度がまるで違ってくる。

「更にもう一つ。こちらはより不確定な情報ですが、医者も患者の数が増えてきた、などと訴え始める。ご存じの通り、純水でない水を摂取し続けたり、長い時間雨に打たれ続けることで、人は毒に侵され命を落とすことになります。逆に言えば、飲料水の質に留意し、降雨に注意してさえいれば──海運業を営む者は更に別の注意が必要ですが──すぐに命が脅かされるということはない」

　心なしか、カルフが丁寧に説明しているように感じられたので、シェルタもうなずいて先を待つ。

「その医師が言うには、老いた者やもともと身体の弱い者、子供など──力が弱っている者が、最近よく運ばれてくるようになったそうです。雨が降ったあとに、全身を濡らして」

「！」

「彼らが雨に打たれたことは間違いない。だが、ごく普通の町民である彼らが倒れたことと、降雨が直接関係があるのかないのか、まだ調査中ではありますが──。こういったことも含めて、ぜひより精度の高く伝統のあるアクアテラの観測所に力を貸していただきたいと思ったのです」

　カルフは、話し始めたときとまったく変わらぬ声色で話を結ぶ。

　シェルタは揺すぶられるばかりで、フォンテの言葉との狭間で迷った。

（兄様……この話を聞いてもなお、狂言の可能性を疑うのですか？）

　この耳で聞いた限りでは、どうしてもこの話が嘘だとは思えない。むしろ、冷たく予感めいた胸騒ぎが増すばかりで、落ち着かなくなる。カルフの表情があまりにも怜れい悧りだからだろうか。それともこの低くて落ち着きのある声が魔力のようなものを持っているのだろうか。

　カルフの話が真実であったなら──早急に精密な調査が必要だ。

「失礼。長々とお耳汚しをいたしました」

　シェルタはふるふると頭を振った。

　それから、しばらく考えておずおずと口を開く。

「……あの。私からも、フォンテ兄様に頼んでみます」

「ありがたく存じます、姫。一族の方に力を貸していただけるのなら、我が国と貴国との関係はより深まるでしょう。国の安寧を願うは、《バラー》の信徒も《オチェーアノ》の信徒も同じ」

　まるでシェルタがそう言うことを予測していたとばかりに即座に返答がきたことに、シェルタは驚いた。だが不快だとは思わない。代わりに、少し心に引っかかるものがあった。

《バラー》と《オチェーアノ》。こうして話している限りでは、カルフが《オチェーアノ》の信徒を特別軽視しているようには思えない。《バラー》の信徒なら、《オチェーアノ》の信仰を否定するものだと、ずっと教えられてきたが、それとはずいぶん異なる。

「殿下、もう一つ伺ってもよろしいですか」

「私に答えられることであれば、なんなりと」

　シェルタは一拍置いて、続けた。

「《バラー》の教えを信じる方々とは、どのようなお考えを持つのですか」

　海神オチェーアノがこの世界をつくったと信じるオチェーアノ教に対し、バラーはオチェーアノの存在を否定し、その眷属たる《水の一族アヴェント》のことも敵視している、代わりに《導師》という絶対的な指導者に従うというのが一般的な説だ。

　すると、カルフはわずかに眼元を動かした。

「また、不思議なことを仰るのですね。我ら《バラー》に帰き依えする者とはどのような人間か、そういったことをお聞きになりたいと？」

「え、ええ、そうです」

「ずいぶん難しい質問だ」

　答えたカルフの声に、微妙な変化が起こった気がして、シェルタは戸惑った。失礼な質問をしてしまったのだろうか。

「バラーを信じる者とて、様々な考えがあるでしょう。必ずしも、あなた方オチェーアノの信徒と敵対するわけではありません。……私のような未熟者では、このようなことしか言えません。姫のご期待に添えず、申し訳なく思います」

「……いえ、あの──ありがとうございます。引きとめてしまってごめんなさい」

　考えてみればずいぶん抽象的でとらえどころのない質問をしてしまった、とシェルタは後悔した。

「おや、カルフ殿までここにいらしたとは」

　突然、爽やかな声が向こうから飛び込んできた。シェルタが顔を向けると、長身で金髪の貴公子──ソティラスが、こちらに歩いてくるところだった。

「私には内緒で、お二人でご歓談ですか？　妬けてしまうな」

「……やましいことなど何もありませんよ、ソティラス殿」

　カルフがあっさりと流すと、ソティラスは軽く笑い、シェルタを見た。

　長身に歩み寄られ、一瞬シェルタはたじろぐ。手をとられたかと思うと軽い口付けが手の甲にふってきて、ぎょっとした。

「おはようございます、姫君。日の光のもとで拝見するとまたいっそうお美しい」

「……は、はあ……」

　シェルタはやや引き気味になりつつ、そういえば──この二人は自分の力を欲しているのであり、ひいては篭絡せしめんとしているのだった、と思い出す。

「カルフ殿。あなたは尊敬できる友人ですが、残念ながら今はこの姫君の愛をかけて争う恋敵でもある。先ほどまでは姫はあなたと時間を過ごされた。いまからは私に譲ってくれますか」

「ご随意に。フォンテ殿も待たせてしまっていますし──姫、それではまた後ほど」

　カルフはさっと身を翻す。

　この二人はどういう関係にあるのだろう、とシェルタは改めて疑問に思った。

「お二人は、私的な友人でいらっしゃるのですか？」

　何気なく聞くと、ソティラスはおや、と言うように片眉をあげて応じた。

「カルフ殿のことが気になっていらっしゃるのかな」

　からかうような響きがあったので、シェルタはむっとした。

「そうです。けれど他意はありませんわ」

「ならよかった。お二人の間に特別な絆などが既に結ばれていらしたらどうしようかと」

　にっこり笑って、ソティラスが言う。

「仰る通り、私と彼は学生の頃からの付き合いです。互いに競い、高め合わんとしたものです」

　シェルタは素直に納得した。この国はやや特殊な位置づけにあるので、一族の者は特別な理由がない限り外国へ行くことを許されないが、他の国はやんごとなき身でも交換留学制度などがあると聞く。

「姫、あなたとここで立ち話というのも──あなたが相手をしてくださるのならそれも勿論有意義な時間ではありますが、場所を少し変えませんか」

「あ、そ、そうですね。申し訳ありません、お客様にこんなところで立ち話など……」

　言われて、思わず顔を赤くして恥じたシェルタに、ソティラスは気さくな微笑を浮かべた。

「ああ、そういうことではないのです。せっかく姫とお話しできるのですから、少しでも思い出深いものにしたいのです。──姫、外出されるのはお嫌いですか？」

　丁寧な口調で問われ、シェルタはきょとんとした。銀の髪をかすかに揺らして頭を振る。

「私はこの国のことをもっと知りたいと思っています。我が国との友好を永きものとするためにもぜひこの眼で見ておきたいのです。よろしければ姫、一族の方であるあなたに、案内していただきたいのですが……」

　シェルタは更に面喰らった。この国を案内してくれ──そう言われたのだとわかる。思いもよらぬ申し出だった。

　目的はともかくとして、外出して国を見て回るというのはとても魅力的な提案だ。

「私でよければそうしたいところですが、私は……その、あまり外出のできぬ身で──」

「シンティリーオ閣下に自由外出のお許しをいただいていない？」

「……はい」

　勝手に離宮を抜け出したがために、二人に見つかってしまい、今に至ったことも忘れられぬ事実である。

「私から閣下にお願いしても駄目かな」

「……わかりません。ですが、あの、アクアテラの様子をご覧になりたいのなら、他の者に案内を言いつけていただければ、十分に役目を果たしてくれると思います。他の者のほうが、私より国をよく見て回っていると思いますし──」

　名残惜しい気持ちになりながらも言うと、ソティラスはふっと笑った。

「お心遣いはとても嬉しく思います。ですが、あなたでなければ意味がないのです」

　微笑のために細められたエメラルドの瞳に、シェルタは眼を奪われた。

　あなたでなければ意味がない──。

　その言葉は、きらきらと光を放つ宝石のようだった。そうして、若々しい新緑のように、鮮やかさをもってシェルタの中に染みていく。

（あ、あれ？）

　急に、鼓動が乱れる。今まで、誰もこんな言葉をかけてくれなかった。

　シェルタでは駄目、シェルタだけはいけない。そんなことばかりだったから。

　動揺を隠せずにおろおろするシェルタに、ソティラスは一瞬意外そうな顔をすると、薄い唇を艶やかにつりあげる。

「姫──」

「シェルタ様に何の御用でしょうかっ!?」

　裏返った声が、突如として乱入した。

　シェルタははっと顔を上げた。ソティラスも何事かと振り返る。

　赤毛の侍女が顔を真っ赤にしつつ、回廊の向こうからつかつかと歩いてきて、シェルタを背に庇うや否や、敵と対峙するかのような勢いでソティラスを見上げた。ノーチェはやや小柄であるため、ソティラスと比べると頭一つ分以上目線が低い。

「ひ、姫様は未婚の淑女でいらっしゃいますっ。いくらソティラス殿下であろうとも、こ、このようなところで二人きりで話されるのは感心できません……っ！」

　ソティラスは軽く肩をすくめた。

「確かに君の言う通りだな。ぜひ、もう少し早く来ていただきたかった。先ほどまで、カルフ殿下が姫を一人占めしていたところだったのだよ」
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「え、ええっ!?」

「気をつけたまえ、忠実なる侍女殿」

　ひらひらと手を振って、ソティラスは軽く話題を逸らす。呆然とするシェルタに親しみをこめて片目をつむってみせたあと、長身を翻して回廊を去っていった。

「わ、私がちょっと料理長の試作品を味見している間になんてこと……!!」

「……ノーチェ……」

「ううっ！　でもでも、ちゃんと代わりの者をたてておいたんですよっ。焼き菓子で手を打つって言ったのに、アーダのやつぅうっ！」

　拳を握ってわなわなと震えるノーチェに、シェルタはやや遠い目になった。

　一応、自分はノーチェの主人であるはずだが、どうやら食べ物──しかも試作品の味見──より優先度が低くなったらしい。

「シェルタ様っ！」

「は、はいっ!?」

　ノーチェが突然、勢いよく振り向いたので、シェルタもつられて勢いよく返事をした。ノーチェは、がっしりとシェルタの両手を握る。

「大丈夫ですか!?　何もされてませんよねっ！」

「あ、ああ……うん」

「もうもう、篭城戦だってあれほど言ったじゃないですかーっ！　何をいきなり全面降伏しかかってるんですかー!!」

「……ぜ、全面降伏って」

　確かに、先ほどのソティラスの言葉にうっかり動揺してしまったのは事実なので、シェルタは口ごもった。

（で、でも、あれは不意打ちだったのだし……）

　全面降伏とまではいかないのではないか、いや、いかない。シェルタはそう結論づけた。

「ともかくっ、気をつけてくださいね！　周りは敵だらけなんですよう！　もう、ビアンカとかクラリッサなんか、すっかり虜にされちゃってるんですっ。あの不届き者たちの中では、カルフ殿下派かソティラス殿下派か、なんてことで争っているんですよー!!」

「そ、そうなんだ……」

　ビアンカやクラリッサは、ノーチェの話によく出てくる同じ侍女の仲間だ。シェルタは直接会ったことはないが、カルフやソティラスを見た年頃の乙女たちが心をときめかすのは想像に難くない。

「でもでもっ、ご安心くださいね！　このノーチェはそんな浮ついた輩とは違いますっ。ばっちりシェルタ様に張りついて一挙手一投足監視してさしあげますから！」

「……う、うん……」

　何かが違う、とシェルタは首を傾げつつ、返事をした。




　それから三日ほどの間、何度かソティラスから外出の誘いがあった。しかし番犬よろしく眼を光らせているノーチェがことごとく阻み、防衛した。

　シェルタは半分安堵し、半分は残念に思った。国の中を見て回る、というのはそれだけで心躍る提案だった。隣を歩くのは、別にソティラスだろうがカルフだろうがどちらでもいい。

　しかしそんなことを考えてしまう自分を、頭を振って戒めるのだった。

　代わりにカルフの国の調査を相談するためフォンテと会って話をし、やんわりと断られたりしているうちに日が過ぎた。

　ソティラスも外出に誘わなくなった。

　──が。

「参りましょう、姫」

　書斎から出てきたところに、ソティラスと出くわしてシェルタはぎょっとした。にこやかなソティラスの背後に、なぜか顔を赤くしてうつむいている侍女の姿がある。ノーチェではない。

　訝しく思っていると、

「……シェルタ様、わ、わたくしの衣でよければどうぞお召しになってくださいませ……。そうすれば、秘密裏に外出することができます」

「えっ!?」

　細々と告げた侍女が身にまとっているのは、黒を基調としたお仕着せで、髪はきっちりと結わえてボンネットに押しこんでいる。

　──確かに、そのような格好をして一般の女性が使うような外出用のヴェールをかぶれば、シェルタが外に出て町中を歩くことも可能だろう。

（……ってそうではなく！）

　シェルタは誘惑に負けそうになって、ぶんぶんと頭を横に振った。

「ど、どういうことなの？　あなた、ノーチェのことを知っている？　話をした？　私がここを許可なく離れられない身であることは──」

「彼女はご存じですよ。そういう姫の御身を慮って、あえて申し出てくれているのです」

　後をひきとったソティラスが、侍女に振り向き、ね、と優しげな声で同意を求めると、真っ赤な顔が何度も上下に振られた。

　さすがにシェルタは疑問に思い、眉間に皺を寄せた。

「殿下……失礼ですが、その侍女に無理強いしたなどということは」

「とんでもない。事情を知った彼女があくまで善意で申し出てくれたことですよ」

「そ、そうですっ！」

　侍女は勢いよく言い募ったので、シェルタはやや気圧され気味に、そうなの？　とつぶやいた。

「い、以前からっ、シェルタ様はおかわいそうだって思っていたんですっ！　ちょっと外に出て町を歩くぐらい、許されてもいいはずなのに……って。ノーチェだって、そう言ってました。ノーチェにも話したら、じゃあ、協力してあげて、って言われたんです！」

「……ノーチェが？　でも、私、閣下のお許しが出ないことには──」

「大丈夫です！　お許しはいただきました。ちょっとだけなら大丈夫ですから……！」

　シェルタは眼を丸くした。あの父が許可したというのか。それにノーチェ以外の使用人がここまで考えてくれていたのかと思うと少し嬉しくなった。

（……無む碍げに断るのも、なんだか悪い気がする）

　気遣いは嬉しい。それに許可もあるというし──ぐらぐらと心が揺れる。

「姫、私と出掛けるのはおいやですか？」

「……いえ、そういうわけでは──」

「ぜひっ！　ぜひ行ってらっしゃいませ！　さあ、お支度を手伝います！」

　押し切られるような形になり、シェルタは侍女によって使用人の控室に引っ張りこまれた。侍女は既に用意してあった衣装を手早くシェルタに着せた。部屋の外では、ソティラスが待っている。

　長い銀の髪をきつく束ねて編みこみ、ボンネットの中に隠す。上質な絹のドレスは黒い質素なワンピースに換わり、上からレースのついたエプロンをかけ、手袋をする。あとはうっすらと色のついたヴェールをかぶれば、視界は悪くなるものの瞳の色を隠すことができる。

　目立つといけないので、化粧は日焼け止め程度に留まった。

　はじめて着る衣装に興味をそそられて、シェルタは鏡の前でくるりとまわってみた。いつものドレスより裾が短いワンピースは確かに動きやすいし、袖も絞ってあって手仕事がしやすそうだ。肌身離さずつけている滴型の首飾りも、ワンピースの下に潜らせてある。

　なかなか動きやすい、とそんなことを思っているうち、侍女にぐいぐいと部屋から追い出されてしまった。

「可愛らしい侍女殿だ」

　シェルタを見るなり、ソティラスは笑ってそう言った。

　からかわれているのだろうかと思い、シェルタは苦い顔をしかけたが、背後にいる本物の侍女がうっとりしていたので、ああ自分に向けた言葉ではないのだ、と肩の力を抜いた。

「さて、では参りましょうか」

「……はい」

　ソティラスはシェルタを伴い歩こうとしたが、ふと振り返って、侍女に片目をつむってみせた。

「この礼はするよ」

　侍女が黄色い悲鳴をあげ、シェルタは珍獣を見るようにソティラスを見た。

「あの侍女とは、もとからのお知り合いなのですか？」

「いいえ、つい数日前に知り合いまして。花について話しているうち意気投合いたしました」

「そうなのですか」

　シェルタは小首を傾げた。《水蓮》のことだろうか、と思う。

　もともと、離宮に留めおかれている使用人は少ない。大半は本殿である《ヴィア・ラッテア》に割かれているというのと、シェルタがそう頻繁に脱走しなかった──うまいこと露見せずにすんでいた──ので、さほど使用人を割り当てられていないのだ。

　一応は一族の娘であり、姫君扱いであるシェルタがまさか侍女の姿になっているとはみな思いもしないようで、また傍らを歩くソティラスが目立つということもあって、変装したシェルタはさほど人目を引かずにすんだ。それでもこんな明るい時間帯に堂々と門から出ていくなど未知の経験であったので、使用人とすれ違うたびシェルタはどぎまぎし、なるべく顔を伏せるようにした。

　ふいに、隣を歩いていたソティラスが何かを、消え入るような低い声でつぶやく。何事かと思い、シェルタはおそるおそる顔を上げた。

「ソティラス殿。どちらへ？」

　叫んでいるわけでもないのに、周りの雑音を切るような声だった。シェルタは思わず、その声の主を見た。カルフはやはり変化の乏しい表情で歩み寄ってくる。だが、その無表情が今はいっそう冷ややかなものに見える。

「抜け駆けとは感心しないな」

「君も目敏いね」

　カルフはとうにシェルタの変装を見破っているらしく、ソティラスも誤魔化す気配がない。

「先日は君に譲った。今度は私に譲ってくれないか。残念なことに姫君はお一人しかいない」

「それこそ私の言いたい言葉だよ、カルフ。君はそれ以前に姫君を独占したはずだ」

　互いに口調は丁寧だが、不可視の小さな棘で応酬しているように思え、シェルタははらはらと二人の顔を交互に見た。

　どうやら二人は自分を取り合っているらしい。こそばゆくもあり、恥ずかしくもあり──シンティリーオの言葉を思い出し、きっちり心を冷ます。

（……どちらにもなびかず、丁寧に対応すればいいのよね？）

　シェルタは確認するように心中でつぶやき、ぽん、と手を打った。

「カルフ殿下、アクアテラの町をもうご覧になりましたか？」

「いえ、まだです」

「ならご一緒にいかがでしょう。うまくご案内できるかどうかわかりませんが、三人ならきっと楽しいと思います」

　シェルタはどぎまぎしながら言った。ソティラスが口を挟む隙を与えないことが重要だった。どちらかを選んではいけないのならどちらも一緒に来てもらえばいいのだ。

　突然の申し出にカルフはかすかに驚いたような顔をしたが、すぐに真面目な顔に戻ってうなずいた。

「喜んで。ソティラス殿はそれでいいかな」

「姫君の仰せのままに」

　ソティラスは微笑を湛えて言ったので、シェルタは安堵した。

　シェルタを中央にして、左をカルフ、右がソティラスになって歩く。

　離宮を抜けると、まず見えるのは一族の長が住まう《ヴィア・ラッテア》の東宮だ。その向こうに観測所があり、島を貫く大運河に面している。大運河には大きな橋がかけられて島の東西を結んでおり、その上に活発な人の往来が形成される。橋はアーチ型にかかっているので、その下をよく船が行き交っていた。向こう岸に見える建物は西宮のほうだ。

　それ以外に赤茶色の屋根を持った家々が所狭しと並び、隙間を無数の袋小路と水路が埋めている。水路を流れるのは島の外から入ってきた海水で、空と同じ青の色をしていた。だが、もう少し覗きこむと、底のほうは更に濃い青になっているのがわかる。

　シェルタはなるべく周囲に視線を配りながら歩いた。この島国を縦横無尽にはしる道は狭く、昼間はとりわけ人の熱気が強いようだ。こうやって町中を堂々と歩くのははじめてで、胸が高鳴った。

　まずは、運河に沿って東側の区域から歩くことにした。東の《ヴィア・ラッテア》を抜けると、今度見えてくるのは、この国の港そのものであり政治中枢でもある建物だ。

「あれが《スプレンドーレ》──壮厳にして麗しい。ぜひ内部を拝見したいところです」

「それは……残念ながら、無理だと思われます。あそこには、一族の長や後継を除き、議員や元首しか立ち入りを許されておりませんので──」

　シェルタは案内係として連れられてきたことを思い出し、早速その使命を果たすべく返答した。ソティラスはあっさり納得し、別の話題に移る。翡翠の視線は、運河をゆく小船や、それに乗るヴェールをかぶった女性、外套を身にまとった男性、同じ装いの漕ぎ手にも向けられる。どんな季節であっても、人々がヴェールや外套なしに外へ出ることはない。突然の降雨にあったとき、とっさに身を守るためだ。

　前方に視線をやれば、昼どきの市場の活気がよく見える。水揚げしてすぐに毒袋を抜いた魚や、アクアテラの真水で育った瑞々しい野菜、果物などが売られている。ガラスや織物などもあった。

「この国の民は馬を使わないと聞きましたが、本当なのですね」

「あ……はい、そうですね。カルフ殿下の国では違うのですか」

「ええ。我が国でも短距離ならば徒歩ですが──馬車はもっともよく使われる移動手段です」

　シェルタは興味深くその話を聞いていた。もし、このアクアテラで馬が移動手段として使われたら、と想像してみる。

（……無理だ）

　すぐに、行き詰まる。

　アクアテラはそもそも、大陸から流れ込んでくる河川と外海とがぶつかっていくつもの砂地ができ、それが大きくなった沼しょう沢たく地ちに興った国とされている。

　もっとも大きな浮き島を本土と呼ぶが、そもそも国土自体がさほど大きくない。それに水路の整備が最優先で次に人の歩く道をつくったため、狭く入り組んでいる。そのため移動は徒歩と船に限られる。

　シェルタがそんなことをぽつぽつと考えていると、隣で、笑う声がした。

「……ソティラス殿下？」

「いえ。あなたの聡明な頭脳は、いま一体なにを考えておられるのかと思っていたのです。悔しいことに、その理知的な頭の中に私が入りこむ余地はまだないようだ。私とこうして歩くのは退屈ですか？」

「そ、そんなことは……！」

　シェルタは慌てて頭を振った。他のことを考えているでしょう、と指摘された気がして少し冷や汗をかく。

「そのように色気を振りまかれても純真な姫が困惑するだけだと思うのだが」

「おや、私は本心を口にしただけなのだが」

「あ、その！　よろしければ、市場をご案内しますね！　ノーチェからよく話は聞いているのです！　わたしも、自分で見るのははじめてですが──」

　話の雲行きが怪しくなってきたので、シェルタはあたふたとまくしたてた。するとカルフはうなずき、ソティラスは笑って、では行きましょう、と答える。

　シェルタは歩きながら、更に視線を巡らせる。

　大運河に沿った通りは、ほとんどが商館で占められていた。

　水に面した建物はだいたいが白い石造りの三階建てで、一階は船をそのまま着けられるような開放的なアーチの柱廊になっている。そこはそのまま倉庫になっていて、二階や三階が店舗、住居になっていたりするようだ。建物の奥には広場が見え、井戸に水を汲みに来ている主婦や子供の姿が見受けられた。

　更に背が高く、装飾の華やかな尖塔状の屋根をいただく建物は、オチェーアノ信徒のよりどころであり、真水を供給する給水場でもある聖堂だろう。

　しばらく行くと、ひしめいていた建物の中に突如広場が開けた。ずらりと並ぶ色鮮やかな簡易の天幕に、自国の商人はもちろん、異国の商人が様々な品物を並べている。

（ノーチェの言った通りだ……）

　アクアテラには人が憩うための広場がいくつもあり、そこには必ず公共の井戸があって、しばしば市場も開かれる、とノーチェは言った。もっとも、ノーチェが語ったことの大半は、どこの商人のガラス細工がいいとか、どこの焼き菓子がいいとか、そんなことばかりだった。

　一つひとつの店をじっくり見て回る、ヴェールをかぶった婦人。手を引かれる子供。外套姿の男たちや、羽根つきの派手な帽子をした異国風の男たちで広場はごったがえしている。

　もう少し安くならないのかと叫ぶ声。商品の長所を、豊かな抑揚で語る声。どうしようかなと迷う声、あれを買ってとねだる声。飾られたガラスや貝殻、色彩豊かな織物や工芸品が日光を反射してきらめいている。鼻をつくのは、つんとするような、甘いような、様々な香辛料が混じった香りだ。

　シェルタは圧倒されて、しばらく言葉が出なかった。

「姫？」

「あ、あ……だ、大丈夫です。少し、驚いてしまって」

「ああ、申し訳ありません。人に当てられてしまったのですね、そこの木陰に入って──」

「い、いえ、平気です！　見て回りましょう！」

　せっかく、ここまで来たのだ。シェルタはぐぐっと手を握り、眼を輝かせて近くの露店に歩み寄っていった。

「やあお嬢さん、ひと休み中かね？　それともお遣いかね？」

　近づいてくるシェルタに気付き、店主らしき男が笑う。笑うと、細くなった眼が皺と同化して見えた。

　シェルタはぱちぱちと瞬きをして男を見つめた。

「え、ええと……」

　鳥の羽をつけた帽子をかぶった男が台の上に並べているのは、乳白色の牙の形をしたものや、七色の輝きを宿す貝殻、金の色をした細長い櫛のようなものなど、装飾品と思われるものばかりだ。

　シェルタは興味津々で視線を注いだ。

「これはどうかな、東方から仕入れた変わった形の髪飾りだよ」

　男は、金色の細長い棒を手に取った。滴状の飾りがついて、しゃらしゃらと揺れている。大きさとしては掌を少し出るぐらいで、先端にいくにつれ緩やかに尖っている。これが髪飾りなのだろうかとシェルタは首を傾げたが、こうして髪に、と男が自分の髪に挿す真似をしたので、思わず笑ってしまった。

「気に入ってくれたかね？」

　シェルタは素直にうなずいた。

「そうかそうか。お嬢さんの可愛らしい笑顔に免じて安くしておくよ」

「いくらだ？」

「おお、これはまたえらい色男ですな」

　隣でソティラスの声がしたので、シェルタはぎょっとした。珍しいものに魅入っていたばかりに、すっかり忘れていた。

「この娘さんのご主人でいらっしゃる？　それならご主人、こちらも一緒にどうでしょう」

「抜け目ないな。もらうよ」

「あ、あの、待って！」

　シェルタは慌てた。だが鼻先で、ソティラスの差し出した貨幣と上機嫌な店主が差し出した品物との交換が行われる。

　ソティラスが店から数歩離れて、シェルタもその後を追った。

「で、殿下！」

　シェルタは素っ頓狂な声をあげた。それ以上続けられなかったのは、長い指を唇の前に立てられてしまったからだ。

　人々の喧噪の中にあっても声は意外に響いてしまったらしく、周囲の何人かが何事かと怪しんでシェルタを見る。

　変装しているとはいえ、注目を浴びるのは避けなければならない。シェルタは冷や汗をかくやら羞恥を覚えるやらで、喉をつまらせた。

　その一方でソティラスの形のよい唇が綻ぶ。

「姫、どうぞソティラスとお呼びください。今は人目を集めたくはない」

「は、はい……申し訳ありません」

「さすがにあの髪飾りはここではさせませんね。……またいつか、できれば二人きりのときに。この程度が私の気持ちとは思っていただきたくありませんが、まずはお近づきの印です」

「ま、待ってください、殿……ソティラス様！　私、受け取れません！」

　慌てて言うと、ソティラスが忍び笑いをもらした。

「おや。これでは不服ですか？」

「そうではありません！　私、私、貨幣を持ってきていません……！」

　買物には、貨幣というものが必要で、等価のものを交換することで売買が成立する──そう聞いてはいたはずなのに、シェルタはまったく貨幣を持ってきていなかった。否、今までその必要がなかったので、自分の貨幣、というものをそもそも持っていないのだった。

　しかも、そのことを今になって気付いたという始末だ。

「姫。この場において金銭のことを気にするのはさすがに野暮というものです。いかに侍女の姿に身をやつしているとはいえ、そんなところまで侍女になりきらずともよろしいのですよ」

「で、ですが──」

「……相変わらず手の早い」

　シェルタがまごつきながら言い募っていると、背後でぼそりと低い声がした。はっとして振り向くと、カルフの姿がある。ソティラスからの思わぬ贈呈に焦るあまり、こちらも注意を払うのを忘れていた。

　更に慌てるシェルタに、カルフはさして気分を害した様子もなく数歩近づいてきて、すっと手を差し出した。今度は何かと身構えるシェルタの右手がふいに取られる。そして銀の細い指輪が右手の薬指を滑った。

　シェルタはぎょっとした。

「ちょうどよい大きさで何よりです」

「!?　で、殿下、あの！」

「今はカルフで結構です、姫」

　カルフは相変わらずの無表情で言う。シェルタはいっそう困惑し、受け取れない意を示そうとしたが、そうするとソティラスのことも辞退しなければならなくなることに気付いて硬直した。

　言葉を空回りさせているうちに、ソティラスが苦笑いする。

「やれやれ、君も隅に置けないな」

　カルフは肩をすくめて応じた。

　既にシェルタが断れない流れになりつつあり、この場で固辞することは失礼に当たるのか──だが、と悩んでいるうちに諦めの気持ちがわいてくる。

　はめられた指輪と包まれた髪飾りを手に、ぽつりとつぶやく。

「ありがとう、ございます……大事にします」

　シェルタは軽く身み動じろぎした。なんだか落ち着かない。自分の調子が狂っていることを自覚する。前に誰かからこのように贈り物をしてもらったのはいつだったか。もしかしたらはじめてかもしれない。心の奥に、ぽつりと温かなものが灯る。だが、次の瞬間シンティリーオとノーチェの言葉が脳裏に閃く──。

（だ、だめだめだめ！　もっと気を引き締めていかなきゃ！）

　いくらなんでも物につられてしまうのはよくない。二人の貨幣で交換したものなのに自分がもらうのも申し訳ない。もらうばかりでは心苦しい。

　シェルタはぐぐぐっと拳をつくった。

（私もお二人に返せばいいんだ。うん、そうしよう）

　心の中で喝を入れ、ソティラスとカルフを伴い、広場をまわっていく。

　己を戒めようとするあまり、露店を見るシェルタの眼は険しいものになった。

「──失礼」

「！」

　ほのかな芳香が鼻腔をくすぐると同時、ぐいと腕をひかれてシェルタはよろめいた。

　すぐ横を、子供たちが笑い声をあげながら走り去っていく。ぱちぱちと瞬きを繰り返すシェルタの視界に、外套の下の──厚みのある胸がわずかに見えた。

　状況がわからずにシェルタが硬直していると、カルフはつかんでいた腕を離した。

「無礼をお許しください、あの子供たちにぶつかりそうだったもので」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　シェルタは、羞恥で頬を熱くした。すると、隣でソティラスが、役得だなとつぶやいて笑い、ぬかりなく言葉を続ける。

「欲しいものがおありなら仰ってください、姫」

「い、いえ、それには及びません……！」

「金銭を気にしていらっしゃるのですか？　姫、失礼ながら、そういったことを気になさっては少々私の誇りが傷つきます」

「えっ……も、申し訳ありません、そんなつもりでは──」

「こういったときは連れに花をもたせてやる気持ちでわがままを言うものですよ」

　シェルタは眉根を下げた。

　やんわりと諭すように言われると、そうなのか、と迷ってしまう。こういった場ではものをねだるのが礼儀なのだろうか？　シェルタはこういった場に来たことがなく、離宮の外の礼儀作法や習慣には輪をかけて疎い。

（ちゃんと勉強しておくのだった……）

　ソティラスとカルフの誘惑攻撃を防がねばならないのは事実だが、礼を失するようなことがあってはならない。

　思わぬ落とし穴が、とシェルタが頭を抱えたくなっているのを後目に、ソティラスはにこやかに手で示す。

「これなどはどうです？　あなたの白い肌に映えそうだ」

「いえ……わ、わたしそんなに肌は白くないです……」

「これもあなたの髪の色に合いそうですが」

　今度はカルフが言う。

「い、いえっ、か、髪飾りはできるだけつけないようにしておりまして……！」

「ああなるほど、飾らぬままがもっとも美しい」

「！　そ、そういうわけでは……！」

　あっさりうなずいたソティラスは、もう次に眼を移らせている。カルフもさり気なく視線を向ける。

　シェルタは愕がく然ぜんとした。

（こ、この人たち、手ごわい……!!）

　苦戦の予感が胸をよぎる。──そして、大半が的中した。

　シェルタが態勢をたてなおそうとしている間にも、ソティラスは人懐こく優雅な笑みを使いながら巧みに受け流し、誘い、気付いたときには品物が買われていた。カルフにいたっては買ってから自分に言う、という始末だ。既に自分のためにと買われてしまったものをつき返すわけにもいかず、シェルタは喉の奥でうめきながら、弱々しい抵抗を続ける。

　買物の結果、荷物が大量になると、どこにいたのか影となってついてきたらしいカルフやソティラスの使用人の一人にそれらを手渡し、運ぶように言いつけてあっさり手ぶらに戻る。

「姫、お疲れですか？」

　ソティラスの問いに、シェルタは首を横に振る。

「日が沈まぬうちに、西のほうへもいってみましょうか」

「は、はい……」

　すっかり主導権を失ったシェルタは、わずかに肩を落としてうなずいた。気をつけなければ、と思うのにどうもやりにくい。運河沿いの通りに戻って、大橋へ向かう。日の光を反射して、青い水面が無数のきらめきをはねかえしている──。

「アクアテラの商人の優秀さに疑念を抱くことはありませんが、やはり貴女を飾るにはあの程度の品物では足りませんでしたね」

「ま、まさか！　申し訳ないくらいです、あの、本当に──」

「いえ、大丈夫です。浮かぬ気分のときはそのような表情をなさってくださったほうがいい。あなたの心からの笑顔を勝ち取ることこそ、今の私の望みですから」

　ソティラスは詩を暗唱するように言う。シェルタはまたも困惑した。

（そ、そんなに露骨にひどい顔をしているの、私？）

　ヴェールの下の自分の顔がどんな表情を浮かべているのか、不安になってしまう。思わずヴェール越しに両手を頬に当てると、

「ソティラス殿は少々弁舌が発達しすぎていますから、あまり気になさる必要はありませんよ、姫」

　カルフがどこか冷ややかに言った。

　だが次の瞬間、尋常ならぬ叫び声がシェルタの耳をつんざいた。声の方向に顔を向けると、大橋の上に人が集まって、大運河の水面を見下ろしている。シェルタもそれにならって視線を落とすと、派手な水みず飛沫しぶきがあがっているのが見える。

　シェルタは、息を飲んだ。一人の男が、運河に落ちてもがいている。

「助け──!!」

「医者だ！　医者を呼べ!!」

「長い縄などはないのか!?」

「おい、なんとか岸まで泳げ！　がんばるんだ！　まだ毒がまわらないうちに……!!」

　運河は浅くはないものの、流れはそれほど速くない。だが恐慌状態に陥った男は悲鳴をあげるばかりで、泳げと叫ぶ橋の上の観衆たちも、誰一人として飛びこもうとはしない。

　シェルタの中で、何かが一気に爆ぜた。

「！　姫!?」

　とっさに大橋に向かって走り出したシェルタの両手を、二人がそれぞれつかんだ。

「離してください！」

「どうなさるおつもりです、まさか御身が飛び込んで助けにいくつもりですか」

「そうです！　だってこのままではあの方は……!!」

　シェルタは、二人の腕を振りほどこうともがいた。頭の芯が熱かった。溺れ、死にかけている男を前に誰もが見ているだけ──海水の毒が、恐ろしいがゆえに。自分がそれに侵されたくないがゆえに。誰一人として助けてくれない。誰一人として行動を起こしてくれない。

　それが、シェルタの憤りを一気にあおった。

　だが、ソティラスとカルフにつかまれているため、本気でもがいてもびくりともしない。

　かと思うと、ふっと左手を拘束していた力が抜けた。

「姫を頼む」

　低い声。すぐ横を芳香がよぎり、外套が舞った。長い黒髪が一瞬視界の端にうつり、呆気にとられたシェルタの目の前で、上衣も脱いで薄着になりカルフは運河に飛び込んだ。

　シェルタが声をあげる間もなかった。

「船を近づけろ！　男を船の上に！　そこのお前だ！」
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　まるで号令のような凛とした大音声が騒乱を切り裂いた。

　別人のような声を出したソティラスをシェルタが見上げたのと同時、野次馬たちも一瞬ぴたりと動きを止める。ソティラスの険しい視線を向けられ、命じられた船乗りたちは、泊めてあった小船を急いで漕ぎ、溺れる男と彼をつかまえるカルフのもとに近づいていった。カルフがまず男を船に押し上げ、続いて自分もあがる。引き上げられた男は激しくせき込み、突然、打ち上げられた魚のように激しく痙攣し始める。その肌が薄く青く変色してゆき、女声の混じった甲高い悲鳴が聞こえた。

　慄おののく周囲の者たちに、ソティラスがもう一度、医者を呼べと命令を飛ばす。

　それは命じることに慣れた者だけが持つ響きであるだけでなく──人の本能に触れるような、傲ごう岸がんな力すら持った声だった。

　医者を呼びに何人かの男が走ってゆき、船は岸に寄って男とカルフをおろす。男のもとに布を持った者たちが近づいて、手当てし始める。カルフにもそれが差し出されたが、全身を濡らした貴人は頭を振り、何事もなかったかのようにすたすたとこちらに戻ってくる。頭布が取れて、形の良い小さな頭が露わになっていた。褐色の肌に黒髪がはりつき、水を滴らせている。見物人がわっと道を開き、好奇の視線を向けた。

　ふいに、シェルタの背後から外套が舞った。カルフは表情一つ変えずそれを受け取り、シェルタの後ろ──ソティラスへと顔を向ける。

「まったく君も無茶をする」

　外套の本来の主は苦笑いした。カルフは短く礼を言い、寄越された外套を身にまとう。

「殿下……！」

「あの男なら心配ないでしょう。まだ致命的な汚染ではなかった」

　ソティラスの腕を振り払って駆けよるシェルタを認めるなり、カルフはそう言った。シェルタはやや面喰らいながらも、ほっと胸をなで下ろし、次に頭を振った。

「殿下の御身です！　痛みはありませんか？　吐き気などは？」

　言って、シェルタはカルフに更につめよって顔色を見た。カルフが一瞬、大きく眼を見開いて後じさる。

「とりあえず、この場を離れたほうがいいと思いますが」

　控えめにつぶやいたのはソティラスだった。

　シェルタとカルフが同時に顔を巡らせると、好奇や感嘆や訝しむ視線が三人に強く注がれていることに気がつく。

「……と、とりあえず、この場所を離れましょう。カルフ殿下、御身は──」

「心配無用です、姫」

　言うなりカルフは濡れたまま足早に歩き出してしまい、シェルタはソティラスと共に慌てて後を追った。




　人目を避け、少し入り組んだ通りを三人で歩く。だがその道のりは西地区へ向かうためのものではなく、離宮に戻るためのものだった。カルフが歩くごとに、石畳の上に水の足跡がつく。

　シェルタはカルフの黒い後頭部を見た。頭布を紛失してしまい、露わになった頭は長身に比すると小さい。束ねられ、水を含んで重く垂れた黒髪はより深い闇色になり、黒真珠に似た艶をもっていた。

「殿下、本当に大丈夫ですか。運河に流れる水は、決して毒がないわけでは……」

「ええ、大丈夫です、姫。水に浸かった時間はわずかでしたから」

　カルフはこともなげに、言う。確かにその言葉の通りではあったが、シェルタは自然と歩く足を速めた。早く離宮に戻り、カルフの身を清めてもらいたかった。万が一のことでもあったら大変なことになる。

　──この無表情さゆえに、どこか冷たい人だと思いこんでいた。

　まさか自ら飛び込んで助けにいくなどとは思いもしなかった。更に考えれば、カルフは高貴な身、かつ客人であり、異国の人だ。この国の民をそこまでして助ける義理はない。

　だが、それゆえに──。

（とても、優しい人なのかもしれない）

　シェルタはカルフを見つめる自分の眼が、少なからず尊敬に近いものになっていることを自覚した。

「君の行為は尊敬に値するよ、カルフ殿。友として誇らしい。だが、もう少し慎重になったほうがいい」

　浅い溜息混じりの声が、ソティラスの唇からもれた。シェルタは驚いて、声の主に向いた。

「先ほどは申し訳ありませんでした。姫君の前であのように見苦しい大声を」

「……いえ」

　シェルタはぎこちなく返答する。ソティラスの思わぬ一面を見てしまった気がして、驚いたのは事実だ。洗練された物腰、甘い言葉、柔らかな声、絵本から抜け出してきたかのような今のソティラスには荒々しさなど見当たらない。

「しかし、カルフ殿にも姫にも、あの場に飛び込もうとなさったのには驚きました。一人の民のためにその貴い御身を惜しげもなく投げ出すところは尊敬すべき心がけではありますが──少々、慈愛の心がすぎるように思われます」

　やんわりと、だが確実にいさめるような響きがあった。カルフは素直にすまないと返したが、シェルタはむっとした。カルフの行いは賞賛すべきものでこそあれ、このように婉曲に批判されるべきものではないはずだ。

「ですが、あの場を放っておくわけにもいきませんでしょう？　カルフ殿下の行いはご立派でした。それに、私は……一族の者は一般の人々より毒に対する耐性が強いのです。少し身を浸したところで、命を落とすことはありません」

　シェルタはまともに反論した。ソティラスはこれほど優しく気品のある人なのに、あのとき飛び込んでいこうとしなかった──。カルフが先に飛び込んでしまったので、その手助けにまわったのかもしれないが、最初に自分を止めたのは、臆病者だからではないか。シェルタの胸に、そんな疑念がよぎる。

「失礼ですが、姫。溺れている者は理性を失い、信じがたいほどの力で側にいる者をつかみます。身一つで助けにいった者ともども溺死したなどということは珍しいことではありません。溺れる者も助けにいった者も、時間が経つほど海水が肌から浸透し、毒に浸されて身体が動かなくなる。聞いたところによれば、一族の方の肌は確かに毒を通しにくいものの、一度中に入りこまれ、蓄積したものには他の民と同じく負荷がかかるとか。危険なことには変わりない。違いますか？」

　シェルタは碧眼を瞠った。一族が毒に対して耐性が高いということは一般的に知られているところだが、体の中に入りこまれると弱い、というのは実はあまり知られていないことだ。一族の人間が持つ毒への耐性というのは、身体の外側が毒を通しにくい仕組みになっているからで、内部は普通の人と同じだ。たとえば海水などを直接口から飲んだとすれば、普通の民と同じように中毒症状にかかって倒れるだろう。

　具体的に肌のみが毒を通しにくいと知る者はあまりいない。秘密にされているわけではないが、それこそ一族の者か、お抱えの医師でない限りは注意を払わないことだ。

　シェルタの表情に気付いてか、ソティラスは言葉を付け加えた。

「……私の身内にも一族の方はおります。その方にいろいろなことを教えていただいていますよ」

　その言葉で、シェルタはすとんと納得した。ソティラスも皇族で、おそらくは家族の誰かが《水の一族アヴェント》を迎えているはずだから、その一族の者から話を聞いていても不思議ではない。

「話を戻しますが、カルフ殿のように一族でない者ならばなおさら危険です。あなたがたの命はけして安くない」

　シェルタは頬を染めた。

　自分が、まったくの良心から起こそうとした行動を否定された怒り。同時に、それが何も知らなかったゆえに起こそうとした愚行であると、言葉にされなければわからなかった自分の愚かさへの怒り。そして、それを棚に上げてソティラスのことを臆病者かもしれない、などと思ってしまったことや、カルフの身のことを深く考えず、立派で勇敢だとのんきに構えてしまったことへの羞恥。

　ソティラスの言葉には、穏やかながらわずかな呆れの響きがあるように思えた。抑えた声は、過去に同じようなものを見、冷静に判断して切り抜けてきた者のそれだ。

　シェルタは唇を噛み、うなだれた。

「──申し訳ありません。私が浅はかでした」

　自分は泳ぎが達者というわけではない。あのまま飛び込んでいたら、ソティラスの言う通り一緒に溺れてしまっていたかもしれない。助けようとして二人とも溺れた、などということになれば被害を拡大させただけだろう。今回はカルフが行ってくれ、無事に救出できたからいいようなものの、そのカルフとてれっきとした他国の王族──とらえ方によっては、シェルタよりもよほど重い命だ。

「いえ、私こそ言葉が過ぎたようです。どうぞお許しください、姫。ただ、あなたの身を案ずるがゆえの言葉であったことをご理解ください。無論、カルフ殿も」

　シェルタが神妙にうなずき、カルフは無表情でそれにならい、ソティラスは心なしかくだけた笑みを浮かべた。それで、シェルタの胸の中に生じたもやのようなものが少し解消される。

（面倒見のいい人なんだ……）

　今まで、ノーチェ以外でこのようにシェルタに世話を焼いてくれようとした者はいない。

　気持ちはとても嬉しいと思う。もしかしたら、ソティラスやカルフとは友人になれるかもしれない。

　そんなことを考え、けれど無理だとわかって落胆した。

「……せっかく外出に誘ってくださったのにまともにご案内できずに申し訳ありません。カルフ殿下にいたっては、ご迷惑を……」

「お気になさらず。私が勝手にやったことです」

「そう。私にとっても十分有意義な時間でした。カルフ殿の身のこともありますし、名残惜しいですが早く帰りましょう」

　シェルタはおとなしくそれに従った。

　早足で歩いているうち、シェルタは彼らが歩調を合わせてくれていることに気付いた。感動にも似た気持ちを覚える一方、なんだかますます申し訳ない気持ちになる。

　自分の至らなさにつくづく情けなくなったが、頭を振って気をとり直す。

（勉強しなくちゃ！　あと、何か気のきいたお返しを……あれっ、でも男性の方ってどんなものを好まれるのかな。ましてお二人は異国の方だし……）

　わずかに眉根を寄せながら、シェルタは思考回路を回転させていたが、隣からかすかなソティラスの笑い声が聞こえてはっと意識を引き戻す。

「その愛らしく気まぐれな頭は、今度は何をお考えですか？」

「あ、これは、その……っ」

　シェルタは慌てて手を振った。またも羞恥で顔に熱がのぼる。一人で没頭していて、またソティラスとカルフがすぐ隣にいることを忘れてしまっていた。考えているのは、まさに二人のことだというのに。

　今日だけで、一体何度こうした場面があっただろう。人と接することに慣れていないと暴露しているようで、恥ずかしかった。

　いつの間にか、離宮がもう視界に入り始めている。もうすぐ夕陽が落ちてきて、深く影を落とすだろう。

　シェルタは二人と共に離宮の裏にまわった。濡れた姿で建物の中に入ることを厭ったカルフのために、シェルタは先に使用人の控室まで戻り、そこにいた下男に声をかける。下男は驚いた顔をしたが、シェルタに促されてカルフのところまで足を運ぶと更に仰天した。だがシェルタが命じたことをとりあえず理解したらしく、慌しく建物の中へ戻ってゆき、カルフの身を清める準備にとりかかる。

　カルフはシェルタに向かって一礼した。シェルタも慌てて返し、口を開く。

「申し訳ありませんでした、殿下。それと……ありがとうございました」

　言うと、カルフが怪訝そうな表情をする。

「あの、御自ら民を助けてくださって……殿下はカビール国の王子でいらっしゃいますし……」

「ああ、お気遣いなく。一族の女性を妃として迎えている我が一族は、この国と無関係ではありません。遠い親戚とでもいうものでしょうか」

　シェルタははっとして、カルフの眼を見た。その赤い瞳は、特に強い親愛を示すわけでもない。けれど今は冷たいとも感じない。シェルタはなんとなく嬉しくなったが、カルフは鷹揚にうなずいたあと、

「先日の一件、なにとぞよろしくお願い致します」

　そちらのほうが重要だと言わんばかりに、明瞭に告げた。シェルタが自ら、フォンテに話してみると言ったのだ。それを実行してくれ、と婉曲に言われている。

　シェルタは口ごもった。既に伝えてあり、フォンテがその上で動こうとしないのだとは──言えなかった。

　カルフはそれには気付かず、それではまた、ときびすを返して建物の中へ消える。

「いちいち様になる男ですね彼は。ずいぶんと遅れをとってしまいました」

　ソティラスの苦笑がもれ、シェルタは今度そちらに向き直った。

「ときに、先日の一件とは何か、お聞きしても？」

　顔が合うと、隙を逃さずソティラスが問うてくる。

　シェルタは迷った。一応、カルフの国の事情も絡んでくることで、勝手に言っていいことなのかわからない。だが、自分のように観測所に直接関わっていない人間に話してくれたのだから、ソティラスに話しても大丈夫なのかもしれないと思う。

　何より、ソティラスを前にして嘘をついたり、誤魔化したりということはかなり難しい気がした。

　慎重に言葉を選びつつ事情を話すと、ソティラスはさほど表情を変えぬまま、そうですかとうなずいた。その様子から、どうもはじめて聞いたわけではないらしいとわかる。

「ご存じだったのですか？」

「ええ、これでも彼とは友人ですからね。彼の国のことについては、それなりに。しかし──彼もつくづく忙しい人だ……ただでさえ不穏な状況下に置かれているでしょうに」

　さらりと言われた言葉に、シェルタはえ、と小さく声をもらした。カルフの国で、何があるというのだろうか。直感めいたものが胸をひっかいた。

「それは、どういうことです？　カルフ殿下の国では、何か……」

「失礼、失言でした。私が彼の国について語ることは印象を操ることになってしまいます」

　やんわりとそう断られれば、シェルタも唇を閉ざすしかない。着替えのため、ソティラスとともに使用人の控室のほうへ戻る。

　カルフの国について口を閉ざした代わりに、ソティラスは別の言葉を紡いだ。

「今日は有意義な一時をありがとうございました。今度はぜひ、美しく着飾ったあなたを周りに自慢したいものです」

　呼吸するように乗せられる賛辞の言葉に、シェルタはたじろぐばかりになる。

「こ、こちらこそ、ありがとうございました……。沢山ものを贈っていただいて」

「ほんの一部にすぎません。カルフ殿にも負けぬよう尽力します。あなたの心が欲するものがあれば、なんなりと仰ってください」

　ソティラスは、視線を注ぎながら穏やかに返答する。だが、ふいに眼を眇めたかと思うと、何かに気付いたように苦笑いした。

「ひ、姫様ぁっ!!」

　控室の扉が、いきなり開く。ぎょっとしてシェルタが振り向くと、赤毛の侍女が泣き出しそうな顔をしていた。

「わ、私にすら秘密でっ、みみみみみ、密会だなんて……し、しかも変装までなさって!!」

「落ちついてノーチェ……！」

　ノーチェの後ろでは、シェルタに変装を施し、慎ましい遊行を後押ししてくれた侍女が縮こまっていた。

「可憐な騎士のお怒りを買わぬうちに私は退散するとしましょう……それでは、姫君」

「は、はい──」

「お待ちになってくださいっ！　一体ぜんたい、どうしてこのようなことになっているのか説明してください──！」

　ソティラスはマントを翻し、颯爽と去っていった。ノーチェの制止が、尾を引いてむなしく響く。

　シェルタはふと気付いて首を傾げた。

「ノーチェがいいって言ってくれたんじゃないの？　お父様にも許可をいただいたと……」

「なんのことですかっ!?　私はシェルタ様がお忍びで外出なさることなどまったく聞いていませんし、まったくお許しできませんよっ!!　それに、料理長の新作菓子で私の眼をくらませている間になんて……卑怯ですー!!」

「……」

　すすす、とシェルタは視線を移し、ノーチェの背後で居心地悪そうにしている侍女を見た。

「あなた、嘘をついたの？」

「す、すみません、シェルタ様……私、ソティラス様がおかわいそうで、つい──」

　侍女は眼を潤ませ、許してくれと慈悲を乞う。

　シェルタはがくりと肩を落とした。結局、誘いに乗ったのは自分の意志だから怒る気にもなれない。ノーチェがいないのも、父が許可したのもおかしいと思っていたが、ノーチェに至ってはまさかまた菓子につられていたのも予想外、いや想定できることだった。

　まあいいか、と諦める。

　だが──。

（やはり、ソティラス殿下……侮れない）

　あのにこやかな笑顔を思い出し、シェルタは気を引き締めた。





＊






　水宮殿《ヴィア・ラッテア》の西宮、その客室の一つがカルフに与えられた部屋だった。

　グラスの中で揺れる水は、日光を浴びると白く透き通った光を揺らしながら投影する。

　今のように夜の中にあっては、今度はその透明度をもって向こう側の景色まで映し出す。

　カルフは椅子に腰かけ、無意識に口元に手をやっていた。赤い瞳が、テーブル上のグラスの水を見つめる。

　──アクアテラは豊かな国だ。

　海の上にぽつねんと立つ、小さな浮き島の群れ──塩と魚介以外に天然資源のない国。だが、ここには何よりも貴重な真水がある。

　毒を孕む海水や雨水を浄化する力をもつ《水の一族アヴェント》の血統が唯一住まう国であり、《オチェーアノ》の信徒にとっては聖地。それはつまり、《バラー》の教えを信じるものにとっては敵の本拠地ということにもなる。

　だが、バラーの信徒だからといって、一部の過激派や《導師》が住まう総本山などを除いては、面と向かって《水の一族アヴェント》に敵対するものは少ない。

　真正面から盾突けば、一族を保護しているアクアテラ政府が、真水の輸出を止める。アクアテラを治める元首と議会は、一族を保護しながらもうまく利用している。そうしながら、軍事力にさほど優れぬこの国を大陸の国と対等に渡り合えるようにしているのだ。

　それだけならまだいい。もっとも悪質なのは、ときとして彼らが──その力と地位を利用して、相手を己の従属国であるかのように扱おうとすることだ。

　それらを許してしまうのも、すべては一族の特殊な力ゆえのこと──。

　カルフは無声で息を吐いた。

　ともかく、一族の隠し子を発見するなどという、この偶然にして千載一遇の好機をものにしなければならない。

　単なる愚か者なのかそうでないのか、よくわからぬ娘のことを思い出す。

　溺れている者を助けようと、とっさに飛び込もうとした。あれが演技だとしたら大したものだ。柄にもなく当てられて、自身が無謀な行動に出てしまった。

　そして、自分に向けてありがとうと述べた声。あれも随分と真実味があった。隔離されて育ったのだから世間知らずで当然だ。それゆえに愚直なほど素直なのかもしれない。こちらをまっすぐに見つめてきた《至高の青アヴェント・ブルー》も、その表れだろうか。

　カルフは頭を振る。

　御しやすそうに見えたが、いまだ把握しきれぬ娘をどうやってこちら側に傾かせようかと考えていると、訪問を告げる声があった。

　入室の許可を与えると、まず侍女の姿が見えた。誰かからの伝言か、呼び出しかと思いきや、その背後に見慣れた姿をとらえて、赤い双眸をわずかに細める。

　案内を終えた侍女が、一礼して去っていった。訪問者を内側に入れたまま、扉が閉まる。

　カルフと同じように頭に布を巻きつけ、長い上衣を着た男は跪ひざまずいて平伏した。よく見れば、上衣はカルフがまとっているものとはまるで質が違うとわかる。カルフがまとっているのは、王族にのみ許された質の衣だった。

「殿下に至急、お知らせせねばならぬことがあり、馳せ参じました」

「顔を上げよ。用件は何だ」

　男が本国からの使者であり、このように唐突に訪れたことから火急の要件であることは既に察せられた。男は膝を折ったまま、懐から丸まった羊皮紙を取り出し、恭うやうやしく捧げ持つ。

　カルフはそれを受け取り、封を切って紙を広げた。中の文字を素早く追う。書かれていることは他愛もない話──異国での生活はどうか、アクアテラの文化は参考になるか、二国の友好に尽力せよ──そんなことばかりだ。そこからは、息子の身を案じるやや過保護なほどの父親の気遣いが感じられる。

　しかしそれはすべて、この手紙をここまで無事に持ってくるための偽装にすぎない。

　使者の男の言葉を待たず、カルフは紙の角をもって斜めに滑らせた。紙の表面が裂ける。表に浮かんでいた文面が消え、その下に書いてあった真実の文面が露わになる。

　そちらは短く、簡潔だった。

　紙面に向けられていた真紅の双眸が一瞬見開かれた。そして、羊皮紙がぐしゃりと握りつぶされる。

　やがて瞳には苛烈な焔の光が宿り、宙を睨んだ。

「──戻る」
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「え？」

　シェルタは、大きく眼を見開いた。ノーチェは、やたらと機嫌のよさそうな笑みを浮かべている。

「ですから、カルフ様はご自分の国に帰られたそうです！」

「い、いつ？　なぜ？」

「今朝、港を発ったとか。なんでも、急に殿下のお力が必要になる案件ができたとかで──。あ、シェルタ様にくれぐれもよろしくと仰っていたそうですよっ」

　シェルタの胸中に、安堵のような、苦いような思いが渦巻いた。

　二人と町に繰り出してから三日。ノーチェがきっちりと一族の長シンティリーオにシェルタたちの『遊行』を報告したため、シェルタは謹慎処分を受けていた。私的な付き合いを許可したとはいえ、さすがにソティラスとカルフの行動はいきすぎだと考えたのか、シンティリーオは二人に抗議したらしい。さらにここ三日ほどは、さすがにノーチェが厳しく眼を光らせていたこともあって、シェルタは二人と顔を合わせていなかった。

　──そんな矢先に、カルフの帰還だ。

　もしや、シンティリーオに言われたことが原因だろうか。

（……フォンテ兄様や閣下にうまく話は通ったのかな……）

　なんとか自分からも話してみると言い、確かにフォンテと話しはしたが、結局シェルタではどうすることもできなかった。君が気にすることではない、と温厚に、けれどはっきりと拒絶された。

「あれ、シェルタ様。どうしてそんなに浮かない顔をしているのです？　まずは一人、撃退したではありませんか」

「え、あ……う、うん、そうだね」

　カルフも、ソティラスと同じ──自分の国のためにシェルタを欲している一人だ。シェルタの心の天秤を傾けようとしていたはずで、しかしシェルタはどちらにも傾かぬようにしなければならない。その片方の重りがとれたのだから、あとはもう片方に傾かぬようにすればいいだけのことなのであるが──。

（……カルフ殿下は急いで帰国した？　なぜ？）

　自分を国に引き入れることを諦めたのだろうか。それにしたところで、彼はもともと、自国の異変について調査を依頼するべくこの国の観測機関を頼ろうとしたはずである。

　──ただでさえ不穏な状況下に置かれているでしょうに。

　ソティラスがこぼした言葉が、胸中でふいに波紋を広げた。

「ねえ、ノーチェ。フォンテ兄様は元気？　今日も観測所にいらっしゃる？　他の勤め人たちは？」

「もちろん、今日もフォンテ様はお元気ですしよく働いていらっしゃいますよ。他の者はそうではないでしょうが……どうなさったのです？」

「……ちょっとね。カルフ殿下はお一人で帰られたの？　アクアテラの人間が、誰かついていった？　観測所に勤めている者とか……」

　ノーチェは不思議そうに小首を傾げる。知らないようだ。

（一族の者がカルフ殿下についていったとは思えない……かといってフォンテ兄様以外にまともな観測所勤めの者はそれほど多くないし、彼らがついていったとも考えにくい）

　なら、カルフが急に帰国した理由は──港町で起こった異変よりももっと急を要することが起こったからか。ソティラスが言っていた『不穏な状況』と関係しているのだろうか。

　カビール国に、何かまずいことが起こったのだろうか。

（……まさかね）

　考えすぎだ、とシェルタは疑念を振り払った。




　雨が降ったのは、その二日後のことだった。夕方頃に鳴り響いた警鐘が、人々の慌ただしい足音と混ざり、やがて雨音も唱和する。

　夜になっても降雨は続き、人々は屋根の下でじっと身を潜めた。

　シェルタは離宮の自室から、夜色に染まったガラス窓を見ていた。無数の滴が表面を流れ落ちてゆく。

　あまりに雨が続き、運悪く大潮と風が重なると、この国は高潮に見舞われてしまう。水位が上がりすぎて町中が毒を孕んだ海水で水浸しになってしまう。そうなってしまえば、人々は徒歩では外に出られなくなる。小船でおそるおそる移動するしかなくなるのだが、建物の足元をことごとく飲み込んだ水面の上に──ときおり、逃げ遅れた人間の青い身体が、浮かんでいるという。

　シェルタは身震いした。

　なぜこんな不吉なことを考えてしまうのか、わからなかった。この雨が、肌に不快感を訴えてくるからだろうか。吐く息すらも冷たい気がする。

（……いやな気分）

　溜息をつき、寝台に潜り込む。瞼を閉じ、睡魔の訪れを待った。だが、妙に冴えてしまった頭は眠りを与えてはくれない。仕方なく起き上がり、本でも読むべく自室の本棚をあさった。そうしていると、ふいに下の階から物音が聞こえた。なんだか騒がしいように思えて気になり、部屋を出る。ぼそぼそと人の話し声がした。この離宮にはシェルタの他に少数の使用人も住んでいるから、話し声自体は別段不思議ではない。だが、そのうちの一つの声が妙によく通り、どこか聞き覚えのあるものだったので、思わず階段から階下を見た。

　そして眼を瞠った。

　玄関の両扉のところに立っていたのはソティラス本人だった。真摯な顔で、何か、言い聞かせるように言葉を重ねている。相手は若い男のようだ。見かけない顔だった。

　相手の男は何か焦っているようだが、ソティラスがきっぱりとそれを拒絶している。そのうち、ばたばたとした足音と共に使用人たちがやってきて、慌てて衣や布を用意する。

　ソティラスは、まるで引きあうようにふっと顔を上げ、シェルタを見た。

「暗闇の中、麗しき銀月に惹かれてここまで来てしまいました」

　相変わらずの微笑と、侍女たちが聞いたら黄色い歓声をあげそうなほどの甘い声が向けられる。

　同時に、彼と話していた若い男もまた、顔を上げてシェルタを見た。

　とたん、シェルタは大いに面喰らった。他の者に自分の姿を見られてはいけない、そういった警鐘も頭の中にはあったが、一瞬カルフかと思った。男の肌は褐色で、頭布からこぼれた髪は黒、ただその双眸は赤ではなく、濃い茶色だった。男はシェルタの姿を見てもさして動揺することなく、だが、何かを切望するような眼で見つめてくる。かと思うと、ソティラスに何事かをささやかれたらしく、一礼して、使用人たちとともに奥の部屋へ入っていった。

　シェルタは疑問で頭をいっぱいにしながら一部始終を見守った。

　顔を合わせてしまった以上、このまま寝室に引っこむということもできない。それに、ソティラスがなぜここに来たのか、見知らぬ男は何者なのかが気になった。

　ソティラスが着替えと水浴を終えて食堂に来たとき、シェルタも寝間着から着替えて待っていた。食事の時間はとうにすぎているため、テーブルの上は片づけられていて、清潔なクロスが主役と言わんばかりだった。向かい合って座る二人の前に、湯気の立ったスープとグラスの水だけが置かれている。他には誰もいなかった。

「このような夜更けに前触れもなく訪れた非礼をどうぞお許しください。やむをえない状況でした。他意はないことを誓って申し上げます」

　シェルタはうなずく。ここにおいて下心だの策略だのと考えるのは少し違う気がした。代わりに、シェルタは質問した。

「御身は大丈夫ですか？」

　この激しい雨天の中、外を歩いてここまでやってきたのであれば確実に雨に濡れたはずだ。言うと、ソティラスは少し驚いたような顔をして、その後ふわりと笑った。

「ええ、少し濡れただけですので何ともありません」

　シェルタは首を傾げた。

「一体どうなさったのです？　玄関でお話しされていた方はどなたでしょう」

　問うと、ソティラスの微笑に翳かげりが落ちた。

「彼は、カルフの部下です。もともと、カルフが式典に出席するとあって同行していた男で……。カルフが急に帰国したため、彼は後のことを任されてこの国にもう少し留まる予定でした。ですが、《水の一族アヴェント》の方に話したいことがあるといって飛び出していってしまったんです」

　シェルタは眼を丸くした。

「もちろん、シンティリーオ閣下に今から直接会うことなどできませんし、かといって他にいくあてもなく──離宮であるここへ来てしまったようで。私は彼を追いかけてきたのです。重ねがさね、姫君にはお詫び申し上げます」

　黙って話を聞きながらシェルタは思考を巡らせる。

　あの見知らぬ男はカルフの部下──急に帰国したカルフの事情を、ソティラスなら知っているのだろうか。

　シェルタが問い返そうとしたとき、食堂の扉が開いた。驚いてそちらに視線を向けると、立っていたのはカルフと同じ肌の色をした男──部下、と知らされた男だった。身長はカルフより低く、年は二十歳を少しすぎたぐらいのように見える。際立った美貌の主に比べるのでなければ、整った顔立ちと言えそうだった。すっかり着替えを終えたらしく、衣がアクアテラのものになっている。

　ソティラスが眉をひそめると、男は深く礼をした。

「ご無礼を、どうぞお許しください。一族の方にぜひお助けいただきたく思い、やって参りました」

「……ナーブ、カルフのことを思うなら控えろ」

「私はもう、カルフ殿下の部下ではありません。これは私の独断です。命をもって償う覚悟があります」

　尋常ならぬ物言いに、シェルタは狼ろう狽ばいした。ナーブというのが男の名前らしかった。眼の下にうっすらと隈くまができ、真摯な表情には陰が落ちている。何かにとらわれ、もがいているような印象を受けた。

　ナーブは後ろ手で扉を閉めると、それ以上は一歩も進もうとせず、いきなり両膝をついてシェルタを見た。

「《水の一族アヴェント》の姫君。一時でいい、どうかそのお力を我が国に……カルフ殿下に、お貸しください」

　それは、紛うことなき懇願の声だった。シェルタは大きく眼を見開き、その異様な気配に飲まれてしばし言葉を失った。一体──どういうことなのか。

「待って、カルフ殿下に何が……どうなさったの？」

「……殿下は今、窮地に立たされておいでです。民を守ろうとしているがために」

　シェルタの向かいで、ソティラスがかすかな苛立ち混じりの息を吐いた。

「ナーブ。それを聞かせてどうする？　一族の姫君が自由に他国へ出入りできると勘違いしているわけではあるまい」

「……承知しております」

「していない。ここにカルフがいても同じことを言うだろう。お前の頼みは、一族の姫に危険を冒してくれと言うのと同義だ」

　ソティラスは冷たく響く声で言う。とたん、どこかやつれた影のあったナーブの顔にさっと火の色が差した。

「あなたはカビール国の者でないからそのようなことを言えるんだ！　あなたの国にとってはむしろ、この状況が悪化したほうが都合がいいだろうからな!!」

　唐突な感情の爆発、怒声にシェルタは震えた。ソティラスの眉間が険しくなる。空気が火薬を孕んだようになり、二人の男は好意的とは言い難い視線の応酬をする。

「話すということはその時点から否応なしに巻き込むということになる。それをわかっていて、姫に一方的に話そうとするのはカルフとて喜びはしない」

　あくまで声は冷静なままソティラスが応じると、ナーブは唇を引き結んだ。

　シェルタは胃がすくむように思いながら、間に割って入る。

「どういうことですか。カルフ殿下に、何があったのですか」

　ナーブははっとしたようにシェルタに向き直り、それから低い声で謝罪した。そのまま話しだそうとするのを、ソティラスが制する。

「姫、聞けば巻き込まれることになります。僭せん越えつながら──興味を惹かれた、という程度では聞かないほうがいいですし、貴女の立場を鑑かんがみればなおさらです」

　いきなり選択を突きつけられ、シェルタは言葉を失った。最初に気持ちが反発するが、ソティラスの声は冷徹なほどに落ちついていたので、とっさに反論を飲みこむ。

　ナーブもまた口を開きかけたが、歯軋りとともに言葉を殺したようだった。

　立場を考える──。そう、いずれにせよ自分はこの国から出られない。

　──関係ない。

　そう言ってしまえば、おそらくここで終わるだろう。少なくとも、フォンテはそういった反応をシェルタに望んでいる。間違った選択ではない。

（……でも）

　このまま、ナーブという男の話を聞かぬふりをしていいのだろうか。カルフとは、けして関係ないとは言えないのに。しばし無言で考えた末、シェルタは口を開いた。

「私に何ができるかはわかりませんし、おそらく一族の中でもっとも役に立たない娘です。謙遜ではありません。あなたの話をまず聞いて、それから考えたいと思っています。それでもいいというのなら、話してください」

　ナーブはシェルタの顔を見、わずかに眉を動かした。逡巡しているように見えた。

　ソティラスが浅い溜息をもらす。ナーブはやがて意を決したらしく、重々しく口を開いた。

「カビール国ではいま、逆賊が給水所をことごとく占拠し、無体をはたらいているのです。いまだ鎮圧には至らず……その間、真水を補給するよう、殿下が命ぜられたのですが……いくら殿下であっても、それは無理な話です」

　うつむき、こぼれる低い声は悔しさのようなものを滲ませていた。

　シェルタは何度も瞬きをした。にわかには信じられないことだった。逆賊に──給水所が占拠される。あまりに現実味のない話だ。だが、もちろん冗談というわけではないだろう。それが真実なのだとすれば、ソティラスがこぼしていたように──それ以上に、カルフの置かれている状況は困難なものだ。

　だが、ふと疑問を抱いた。

「カビール国にはまだ、《水の一族アヴェント》の血統が残っているのですよね？　なぜ、その方々にお願いしないのです？」

　確か、自分の叔母に当たる女性がカビール王に嫁ぎ、子供を産んでいたはずだとシェルタは思い出す。出身はアクアテラとはいえ、嫁いだ以上は嫁ぎ先の国に全力を捧げる──一族の女性なら、そう教育されているはずだ。

　しかしその言葉にナーブは嫌悪を露わにした。

「……ご助力いただけないので、姫君にこうして直接お願いしにきたのです。どうぞ、カルフ殿下を──アクアテラの友を助けるためと思ってお力を貸してはいただけませんでしょうか」

　願うようでいてその実、そうしてくれなければ命を絶つとでも言うような切迫した声だった。うかつに答えていいものではない。シェルタは薄く唇を開いたまま固まった。言葉を探しているうち、更に浮かんだ疑問を口にする。

「助けていただけない、とはどういうことでしょう。カビール国に嫁いだ一族の方が、何か……？」

「みな、健やかに過ごしていらっしゃいます。病などで伏されているわけではございません。──この場では、これだけしか申せません。どうかご容赦を」

　シェルタは口を噤んだ。そう言われてしまえば、他に問うべき言葉も見当たらない。背中に、ひどく重いものを乗せられたように感じる。

　ナーブの眼が、すがるように、苛立つように、シェルタを見ている。

「カルフ殿下が守ろうとなさっているのは民です。己が国の民を思う気持ちは一族の方もおわかりになるはず」

　急かすように紡がれた言葉を、ソティラスが咎める。だがシェルタははっとした。あのとき、カルフは自国の民でもない溺れていた男を、自らを顧みず助けにいった。関係ない、などとは言わずに。彼の気持ちがどうであったにしろ、アクアテラの民を助けるために自ら飛び込んでいったのだ。

（なのに、私は無関係だと見て見ぬ振りをするの？）

　シェルタは無意識に胸元の首飾りを探り、滴を握った。

　それに──必要とされている。

　他ならぬ自分が、シェルタという人間が必要とされている。心のどこかが、音をたてて傾いた。

「姫、シンティリーオ閣下はお許しになりますか」

　静かに、ソティラスが口を挟んだ。まさに考慮すべきであった的を射られて、シェルタは肩を震わせた。

（閣下は……許してくださらない）

　真正面から許可を求めようものなら、それこそ侮蔑の眼差しを向けられるかもしれない。外に出たいというようなことは、一切口にしてはいけない。幼い頃から、シェルタが自然と悟ってきたように。

「ご助力いただければ、御身は無事にお帰りいただけることを誓って申し上げます。ですから、どうか──」

　焦れた、悲鳴のようなナーブの声が重なる。

　シェルタはぎゅっと眼を閉じた。

（《水の一族アヴェント》の存在理由は何？　一族の者ならどのように力を用いて生きろと教わったの？）

　自分の中に、そう問いかける。父への恐怖と、罪悪感、役に立ちたいという欲求とが混ざり合い──一つの答えを出す。

　空色の碧眼が見開かれた。

「わかりました。私をカビール国へ連れていってください。できるかぎりのことをします。でも、長居はできません。必ずここへ戻してくださると約束してください」

　震えぬよう、一つひとつの音を定めるように言うと、ナーブの眼が大きく見開かれ、明るい色が瞬く間に広がっていった。頭を伏して礼をする姿を見、シェルタは約束を身にまとったことの重みを感じた。

　ふと、隣にいるソティラスのことに気付いた。彼がじっと沈黙を保っていたことが、少し不気味に思える。シェルタがそちらに向くと、困った子供を見やるような、形容しがたい微笑が浮かんでいた。

「このように話を聞いてしまった以上、私も同行させていただきます」

　シェルタはうろたえた。

「で、ですが……」

「姫君、お父上に許可をいただくことなく抜けだすとすれば危険です。先日の市場を見に外出したときの比ではない。まして行き先は遠い異国の地。何が起こるかわかりません」

「《バラー》の信徒は約束を守ります。姫がお力を貸してくださるのなら、この身に替えても、お守りします」

　ナーブが眉をひそめながら、間髪入れず返答する。ソティラスは緩く頭を振った。

「敢えて言うが、君の命をもってしても守れるものには限界がある。万が一のことがあった場合、ことは個人の間では済まされない。姫は一族の方だ。もっと大きな問題へと発展するだろう」

　今度はシェルタが反応した。改めて気付かされてしまう。もし自分に何かあれば──そしてそれが公になるとしたら、ことは国と国の問題に発展するかもしれないのだ。

「それに一人よりは二人、ということです。これでも護衛役はつとめられるつもりですよ」

　シェルタに向かい、ソティラスはやや声を明るくして言った。

「ですが、あなたまで巻き込むわけには……！」

「あなたがお一人で危険にさらされるかもしれないのを、黙って見ていろと？」

　さらりと切り返されて、シェルタは黙ってしまった。迷っている間に、ソティラスはナーブに向き直る。

「私はカルフの友人でもある。そこそこ信用できるとは思うが、どうかな」

「……お願いします」

　ナーブは唸るように、言った。











三章









　真夜中に、シェルタはソティラスとナーブの手引きで離宮を抜け出した。無駄なこととは思ったが、自室に書き置きを残した。必ず戻ってきます、少し待っていてください、と短くそれだけを記した。

　夜の闇に紛れて、造船所へと赴く。アクアテラは国の性質上、海運業と海軍が発達しており、造船所が多い。そのうちの一か所に、ナーブの手配した船が紛れていて、それに乗りこんだ。灯りはない。わずかな星光を頼りに、息をひそめて運河から外海へと流れていった。

　シェルタは眼をこらしたが、はじめて見る外側からのアクアテラはかすかな輪郭しかとらえられなかった。

　波に揺られる。潮の匂いが強い。肌が危険を感じている。毒がすぐそばにあると訴えている。

　海は毒。毒の海。この世界を創った海神《オチェーアノ》と、それを汚した大魔《アビス》。オチェーアノに封じられたアビスは、いまも海の底で眠り続け、毒を吐いているのだという。

　遥かなる昔から、海はアビスの毒に侵され、雨も、霧も、河川もその影響を受けてきた──。

　シェルタはやがて、まどろみに揺られはじめた。極度の緊張で身体が硬くなっているのに、疲労が鉛のようにのしかかっている。潮風が不快で、目眩がした。

「──姫？」

　そう問うてくるソティラスの声に答えられず、シェルタは意識を失った。




　次にシェルタが眼を覚ますと、かぎなれた香りが鼻腔をくすぐった。清涼感のある、ほのかに甘い香り──《水蓮》の香りだ。

　嗅覚がはたらいたことで意識が急にはっきりしてきて、シェルタは一度瞬きをして眼をさます。そこではじめて、自分が横たわっているのは見慣れた寝台ではないことに気付き、慌てて身を起こした。

（……いたっ）

　身体のあちこちを軽くぶつけたような痛みが襲う。ふと、自分の身体を探る。真っ先に鎖骨の辺りに手をやり、いつもかけている滴型の首飾りがそこにあることがわかると、少し落ち着いた。

　更に顔を動かすと、まったく見知らぬ部屋が視界に広がった。

　手の込んだ柄の絨毯が敷かれ、その上に直接シーツのようなものを重ねてシェルタは横たわっていたようだ。壁は花の模様が描かれたタイルで彩られ、格子つきの窓から薄暗い光が射している。アクアテラのシェルタの自室にあったような椅子や机、寝台は見当たらない。代わりに丸い大きなクッションと、ずいぶん背の低い卓のようなものが絨毯の上に置かれていた。卓の上には、水差しと果物の籠が置かれている。

（ここは……）

　シェルタはここにいたるまでのことを思い出し、頭から血の気が引いた。ナーブに乞われ、ソティラスと一緒に真夜中の離宮を抜け出し、船に乗って海に出て、それから──それから、自分が気を失っている間に何があったのだろう。

　ひとまず立ち上がると、いきなり扉が開いた。

　シェルタも訪問者も同じく驚愕の表情を浮かべた。

「お目覚めになったのですね」

　訪問者は女性だった。褐色の肌に、気の強そうな黒い眼をしていた。きっちりと黒髪をまとめて一つに結い、小さな帽子のようなものをかぶっている。帽子の後ろから尾のように布が垂れていた。

　丈の長いコートのような、鮮やかな緑色の衣は袖が長くゆったりと広がっている。

　カルフたちのまとっていたものに似ているが、少し違う。

「あの……私──」

「少々お待ちくださいませ。すぐにお呼びして参ります」

「えっ、あの、ここは一体……!?」

　どこか刺々しい響きをもって、女性は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに腰を折る。シェルタの反応など見ずに、部屋を出ていった。

　シェルタが引きとめようと手を伸ばしたところで、扉が閉ざされる。

（ナーブさんは……ソティラス殿下は？）

　痺れた頭でそのことだけを考える。ふらついた足取りで扉に向かうと、またもひとりでに開いた。

「か、カルフ殿下？」

　紅蓮の双眸と黒髪の──カルフ＝ファーイズその人だった。先ほどの女性に似た形の衣をまとっているが、こちらは臙えん脂じの布に金の刺繍がなされており、高い腰の位置で帯をしめている。頭にはかぶり物をしていた。

　知っている者の姿を見たとたん、シェルタの中で何かが一気に噴出した。

「カルフ殿下！　あのっ、私、ナーブさんに話を伺って、ソティラス殿下とご一緒に……！　お二人はどこですか？　ここはどこですか？」

「……落ち着いてください、説明させていただきます」

　座ってください、と更に促される。挨拶と同じ冷淡さで言われれば、自分の取り乱し方のほうがおかしいように思えて、シェルタは唇を閉ざした。座る場所を探して周りを見回すが、椅子もテーブルもない。

　困り果てていると、カルフが絨毯の上に直にあぐらをかいたのを見て、ぎょっとした。

　だが、カルフがふざけている様子でもなかったので、戸惑いつつ、シェルタも同じように絨毯の上に直に膝を折ってみる。

「そちらにもたれて、足を楽にしてください。それがここでの普通の座り方です」

　カルフが示したのは、シェルタが先ほどちらりと見た巨大な円形のクッションだった。

　シェルタは戸惑いつつ、おずおずとそれにもたれかかった。姿勢的にはだいぶ楽だが、他人の前でくつろいでいるようで、なんとなく落ち着かない。

「まず、現在地についてお話しします。ここは私の邸宅の一室です」

　落ち着きなく身動ぎしていたシェルタは、ぴたりと動きを止めた。

「殿下の、私邸……？」

「そうです」

　カルフは怜悧な表情をわずかたりとも動かさず、言った。

　そのために、シェルタは他人事のようにそれを聞いた。

「まず、お詫びを。私の部下が──ナーブが勝手なことをして姫君にご迷惑をおかけしました申し訳ありません」

　シェルタは頭を振った。

「いえ、それは私が決めたことですから」

「しかし、あなたの立場は……」

「大丈夫です」

　自分にも言い聞かせるように、シェルタは重ねて答えた。カルフは、かすかな戸惑いを表情に浮かべている。自分が困っているのに、人の心配をしてくれている──そう考えると、シェルタはここに来てよかった、と思えた。

「殿下とてアクアテラの民を助けてくださいました。私もそのようにありたいと思います」

「いえ、あれはそのようなつもりでは……」

　見返りを期待してのことではない、とカルフは渋い顔をする。そのことで逆に、シェルタはカルフの印象を良くした。

　背筋を正し、問う。

「お聞かせください、殿下。この国ではいま、何が起こっているのですか？　ナーブさんから大まかなことは伺いましたが……」

　そこまで言って、シェルタの脳裏に閃くものがあった。この国に起こっているという、異変。

「以前……港町で雨に関する異変が、と仰っていましたよね。もしやそれも関係しているのですか？」

　カルフは一瞬、沈黙した。それは奇妙な、戸惑いのような空白だった。だが、それもすぐに無駄のない抑揚に差し替えられる。

「いいえ。雨の毒性、という件は……こちらを撹かく乱らんするための偽の情報であったようです。そちらに注意を向けさせ、別の目的を果たすために」

「……別の……？」

「逆賊によって給水所が占拠されたということはお耳に入りましたか。彼らは水を盾に、不遜にも国王陛下にある要求を突きつけました」

　シェルタは愕然とする。

「その要求、とは……」

「国内にいる《水の一族アヴェント》の排除です。彼らは、一族の方々を憎んでいます」

「！」

　シェルタはびくりと身を強張らせた。一族のことが出たとたん、まるですべてが自分の身にふりかかったかのように感じた。

　ナーブが見せた嫌悪の表情の意味。

　カビール国内にいる《水の一族アヴェント》──国王のもとに嫁いできた一族の女性や、その子供、孫のことだろう。彼らはみな、この国にとって水の浄化という、なくてはならぬ役割を果たしているはずだ。

「なぜ……なぜ、憎まれるのです？　一族の者が何を……」

　他国にとって、一族の力は貴重かつ敬われるものではなかったのか。だからこそ、一族の娘は外へ嫁いでいく義務を負うのに。

（一体どうして……どんな者が一族を憎むと言うの？）

　冷えた頭で忙しなく考えを巡らせる。

　カビール国は《バラー》の信徒が多いと聞く。《バラー》は《オチェーアノ》を信じない。その眷属の末裔たる一族のことも。それだけならいいが、バラーの信徒は一族の存在を否定し、ときには憎むと言う。

　シェルタは思わず、カルフを見た。──カルフもまた、バラーの信徒だ。

「……少なくとも、私はあなたに危害を加えるつもりはありません。あなたのお力を借りたい、というナーブの言葉に嘘はない」

「その給水所を占拠したという者たちは──一族を憎むという者たちは、同じバラーの信徒の方なのですか」

「そうです。中でも、とりわけ過激な一派です。普通の信徒とは違う。あなたたちオチェーアノの信徒とて、みながみな同じ信仰心を持っているわけではないのと同じです」

　シェルタはじっとカルフの眼を見つめた。この鉄壁の無表情から読みとれることは少ないとわかっていても、何か確かなものが欲しかった。

　カルフの言っていることは、正しいように思える。疑って、悪い方向に推測するとそれが深まるばかりになりそうだ。

　そうすると、話も考えも進んでいかない。シェルタはカルフの言葉を胸の中に染みこませた。

「私の力を借りたい、というのは、その、逆賊の人々の要求を呑まない……ということですか？　私に、失われた分の水と同等の量をつくれということでしょうか？　この国の一族の方の補助ですか？」

　カルフは、わずかに目元を動かした。驚いたのかもしれない。

「そういったことも考えていただいて結構ですが──私たちは、なんとかして賊を捕えたいと思っています。しかしうかつに動けない。賊は、自分たちが捕縛されそうになった場合、あるいは要求が呑まれないときは貯水槽を破壊すると言っています」

　シェルタは絶句した。給水所内の貯水槽の水は、生活に必須な真水であるはずだ。おそらくは、多くの民のための。

「もし破壊されたとしたら取り返しのつかないことになる。《水蓮》の作用は遅く、この国にお迎えした一族の力を借りたとしても、貯水槽の水量分を短期間で確保するのは無理です」

　相変わらず信じられないほど淡々とした声で、カルフは言う。

「では……では、どうするのです？　私は、なんのために？」

　カルフはそこで沈黙した。紅玉の瞳を、ひたとシェルタに見据える。

「本当にお力を貸してくださるのですか、この国のために。帰るというなら、いまのうちに仰ってください。ナーブの言うことは気にしなくていい。あなたには直接関係のないことですから」

　それは皮肉でも拒絶でもなく、射るような問いかけだった。

　──生半可な気持ちでいるのなら、帰れ。

　そう言われたような気がした。シェルタは手を握った。ここまで聞き、抜け出してまで来て、引き下がれるわけがない。

「できることをします。私にすべきことを教えてください」

　自分とは真逆の色合いの瞳を見据えて言う。しばらく視線が交差し、無言の間があった。

　わかりました、とカルフは短く返事をして、話すことを決心したようだった。

「……私たちはこれから賊と交渉して時間を稼ぎ、鎮圧の隙をうかがいます。交渉の間、あなたには真水を増やすのを手伝ってほしい。賊に占拠されていない貯水槽は王宮直轄のものだけです。少しの間は、その水で凌ぐことができますが、貯水したものを消費するだけではすぐに底を突く」

　シェルタはうなずいた。カルフの言葉をゆっくり反芻し、考える。そうしてから、心の隅で引っかかっていた疑問を取り出した。

「なぜ、一族の中で私にナーブさんは話をしに来たのでしょう」

　一族の力だけが必要なのであれば、誰でもよかったはずだ。シェルタでなくとも。むしろ、シェルタではなくもっと力強い者を選んだ方がよかったのではないか。

　問うてから、シェルタはすぐに自分で答えを得て愕然とした。そもそも一族の者は目立つ。公に知られている。だが、唯一の例外がいた。

　愚問にも、カルフはあくまで平淡な抑揚で答える。

「一族の中で、あなただけが存在を隠されている。いないものとして扱われていたからだと思います」

　その声にはなんの意図もなかった。シェルタを貶そうとするでもなく、侮辱するでもなく──ただ、事実を述べているだけだった。ナーブがこう思っていると推測の形をとるのではなく、断言の形にしたのはカルフもそう思っているからに違いなかった。

　シェルタに訪れたのは雷光のような怒りであり──同時に、すぐにそれを押し流してしまう濁流のような重苦しい何かだった。

　息を止めて堪える。

　動揺することじゃない──気にすることじゃない。当たり前のことだ。自分に言い聞かせ、落ち着きを取り戻そうとする。

「このような形で我が国にお越しいただくことになったのは大変心苦しく思っています」

　シェルタはゆっくりと息をして、乱れようとする感情を押し留めた。

「いくら私が一族の中でもっとも軽んじられる娘であっても、この国に滞在していることに気付かれれば厄介なことになりますね」

「その通りです。ですからあなたを必要以上にこの国に長く留めることはいたしません。私の望みは姫のお力を、交渉の間お借りすることだけ。それ以外にありません。お力を貸していただけたら、姫の御身を決して傷つけることなく無事にお帰りいただけるようにします」

　あくまで淡々とした声は、同情をあおるでも、誇りを刺激しようとするでもない。そのため、カルフが嘘を言っているようには思えない。きっかけはナーブであっても、いまはカルフ自身の言葉で願われている。

　シェルタは口を閉ざす。あと少し、あと一歩。──もう少しだけ、確かなものが欲しかった。

「……《バラー》に誓えますか」

　絞り出した声に、カルフははじめて目元をはっきり震わせた。

《バラー》に誓う、とされた場合の約束はバラーの信徒にとって絶対の誓約となる。もしこの約束を達成できなかった場合、彼らの高い誇りと信用は傷つけられ、破門に等しい屈辱を味わうこととなるのだ。

　対の紅玉に、かすかな苛立ち、怒りのようなものが見える。

　すくみそうになりながら、シェルタはここで退いてはいけないと自分を叱咤して、一族の証である至高の青をカルフに向ける。

　数瞬の間、視線が交わった。やがて低い声が、誓いましょう、と告げる。

　シェルタは重い頭でうなずいた。

「これだけは知っておいてください。おそらく、私は一族の中でもっとも力が弱い」

「ご謙遜を。姫、あなたはそれでも一族の方だ。かの力を持っている。あなたは貴い」

　──それだけが貴い、と言われたように感じたのは、疑りすぎだろうか。

　カルフは、卓の上にあった小さな呼び鈴を鳴らす。

　すると間もなく、先ほどの女性が戻ってきた。シェルタを見つめる眼には険がある。よそ者をいやがるような眼だ。

「決して外には出ないようにお願いします。身の回りの世話はこの者が担います。何かあればこの者にお伝えください。私に用があるときにも同様に」

「待ってください、あの、ソティラス殿下やナーブさんはどちらに？」

「ソティラス殿は下の階におります。無事ですのでご心配なく。ナーブはしばらく謹慎させます」

　シェルタは眼を瞠った。

「謹慎……どうしてですか？」

「勝手な行動をしたからです。私はあなたを巻き込むつもりはありませんでした」

　シェルタはナーブとカルフの関係を考えた。

　主人と従者なら、仕方のない処分なのかもしれなかった。それに、カルフが謹慎以上の罰を不必要に従者に与えるようには思えず、シェルタはひとまず肩の力を抜いた。屋内でじっとしていることはさほど苦痛ではない。いままでもそういったことを強いられてきた──もっとも、まったく見知らぬ場所で、知っている人間がほとんどいない中での環境となるとこれがはじめてだ。

「下の階でソティラスが待っています。会われるとよいでしょう」

　簡潔に言うと、カルフは退室していく。

　残されたのは、この部屋の仮の主となってしまったシェルタと、その侍女の役を命じられた女性だけだった。

　シェルタはおずおずと女性のほうを見た。同性の、しかも見知らぬ人間からこれほど非友好的な視線を向けられたのははじめてだった。身の回りにいるのはいつもノーチェであったし、それ以外にはフォンテぐらいだ。

「あの……」

「私はワルダと申します。本来、カルフ殿下の身の回りをお世話させていただいている者です。短い間になるとは思いますが、よろしくお願いします」

　やや、訛のある言葉で返されてシェルタはびっくりした。

　そういえば、と思い直す。どの国もアクアテラとの関係を切れぬ以上、アクアテラ語を第一外国語としている。先ほどまでまったく注意を払っていなかったが、カルフはシェルタが違和感をおぼえぬほど流暢に言葉を話していた。

「この国での習慣をまずお教えします。カルフ殿下以外の男性とお話しなさらないでください。あなたは殿下の横でじっとなさっていてください」

　シェルタは首を傾げた。本当に、そういう習慣があるのだろうか。

「いいですか、この国では、家族以外の男性の眼を直視したり素顔をさらしたりするのははしたないこととされています。あなたは、殿下以外の男性に対しては顔を伏せていてください」

　説明するワルダの口調は、あきらかにシェルタを見下す響きがあった。

　彼女がバラーの信徒で、自分が一族の娘だからこのように敵視されるのだろうか。

　気分を悪くしたが、説明の内容自体は従うべきことであったのでシェルタはうなずいた。

「なら、ここでは、私は殿下の身内という立場になるの？」

「そうとらえてくださって結構です」

　ワルダはシェルタに大きな布を巻き付けるようにして外套を着せた。かなり丈の長い外套で、首から上と、手首から先、踝くるぶしより下の部分しか露出しない。

　外套はゆったりとしていて締め付けているものがないので、腕をあげてみると、蝙蝠のようなシルエットになる。

「人前に出るときはこの姿でいて下さい。参りましょう。足元にお気をつけて」

　ワルダに手をとられ、絨毯を踏みながら部屋を出た。左右に廊下が広がっており、どちらにも階段がある。天井は高く、鳥が舞っている模様が鮮やかに描かれており、壁も同様だった。石でできていると思われる壁はつるりとした光を返し、空気はどこかひんやりとしている。

　シェルタが長い裾を踏まないように階段を降りていくと、一階の広間らしき場所に案内された。

　シェルタはぱちぱちと眼を瞬かせながら、部屋を観察する。細長い、と感じる部屋だった。手前には、絨毯と大きなクッションがある。絨毯からはみでた床面には磨かれたタイルが見えた。奥は床が一段高くなって、ここも絨毯が敷かれており、ソファらしきものが置かれている。

　そのソファに、向かい合って座っているのはカルフとソティラスだ。

「靴を脱いで、カルフ様の隣に腰掛けてくださいませ」

　それだけ言って、ワルダはカルフのほうに向かって深く頭を垂れてこの場から離れていく。

　シェルタは視線を右往左往させた。すると、カルフがおもむろに立ち上がり、段差のところに揃えて脱いであった靴を履き、シェルタのもとにやってくる。

　カルフに手をとられ、シェルタは段差のところで見様見真似で靴を脱ぎ、奥のソファにおずおずと腰を下ろす。カルフが横に座った。

「体調はいかがですか、姫。船酔いなどが残っておられませんか？」

　向き合う形で座ったソティラスは、気遣わしげな表情になる。彼もまた衣を替えていて、カルフと同じように裾の長い上衣を重ねている。少なくともワルダよりは見慣れている者に、シェルタはほっとした。

「大丈夫です。途中、気を失ってしまいました……殿下がこちらまで運んでくださったのですか」

「ええ、役得でした」

　言って、ソティラスは気さくな笑みを浮かべる。その物腰にも微笑にも、いやみがまったくないのがこの人のすごいところだとシェルタは思った。

　カルフは黙ってそのやりとりを見守っていたが、やがて見極めが終わったように、静かに口を開いた。

「まずはナーブの勝手な行動についてお詫びを申し上げる。とはいえ、ご助力いただけるとなると正直なところありがたい。これからの行動について、お話しする」

　二人に向けて、カルフは言った。

「姫には、侍女と共に明後日、《水蓮》の栽培師として王宮内に入っていただきます。入ったあとは姫を貯水槽にお連れし、できるだけ私かワルダが護衛につきます。ソティラス殿は別行動──それでよろしいですか」

　別行動、という言葉にシェルタは意外に思ってソティラスを見た。すると、ソティラスはそれに気付いてやんわりと補足する。

「私の手で姫を直接お守りしたいところなのですが、あいにく、いまの私はカビールの王宮に入れる身ではありません」

「──ソティラス殿はよき友ですが、有事とはいえ、今後のためにもいまの王宮には出入りしないほうがいいと」

　更にカルフがつけたす。そうしてから、シェルタは改めて、二人が自分とは異なる王族に連なる身であることを思い出した。

　王宮──シェルタは記憶をたどってカビール国のことを思い出そうとした。大陸の南に位置し、外海と接する大国。首都にある王宮は、王族であるイガーサ一族の住まいであり政治の中枢であったはずだ。

「この国に嫁いできた、一族の他の方もいるのですよね。私の顔を見られるようなことがあれば……」

「顔を合わせないようにします。が、姫も注意を払っていただければと思います。あなたの存在は知られてはならないものですから」

　シェルタは緊張しながらうなずいた。確かに、いま身にまとっている外套を着て顔を隠すヴェールもかぶり、顔を伏せるようにしていれば姿を見破られる危険は避けられる。知られてはならない──ほとんど誰とも接してはならない。これだけは、アクアテラだろうがカビール国だろうが変わらないことらしい。

「……姫、どうぞお気をつけて」

　ソティラスに気遣われ、シェルタは深く首肯した。




　二日間、カルフの邸宅の中で過ごしたシェルタは、異変に気付いた。

　横たわった身を上半身だけ起こし、卓の上の杯に水を注ぎ、口をつける。

「──げほっ」

　とたん、泥水を飲んだような味がした。逆流しそうになって一口でやめる。

　ざわり、と身体の中の血が騒いでいる。吐き気と目眩がし、食したものをすべて吐いてしまいそうになる。何も食べなければ倒れてしまうからと食欲がない中、少しばかり食べ物を胃に入れたのがまずかったのだろうか。

　──違う。

　飲料用の真水を飲んだはずなのに、一族の血が、感覚が、狂いを訴えている。

　カルフが言っていたことを思い出す。アクアテラの水は、純度が高い。あの澄んだ水が当然のものだと思っていた。だが、アクアテラ以外の国では──この国では、そうではないのか。

　ぐったりと身を横たえていると、茶色く染まった自分の髪が眼についた。銀色では目立つから、と染めざるを得なかったのだ。

　やがて、ここでの唯一の侍女──ワルダが部屋に入ってきた。顔色の悪いシェルタを冷ややかに見、傍らで膝を折る。

「具合が悪いのですか。診せてください」

　抵抗できないシェルタは、ワルダのなすがままになった。簡単な触診を終えたあと、ワルダは眉間を狭め、考えこむような仕草をする。

「あなたは毒を盛られたわけではありませんし、病気でもありません。ただ軽い食あたりを起こしているだけだと思います。慣れるまで少し辛いかもしれませんが、我慢してください。さあ、起きて」

　有無を言わさず、ワルダはシェルタの背に腕を入れて身体を起こす。

　シェルタはよろめきながら立ち上がった。

　ワルダに化粧と衣を整えてもらいながら、喉が少し塞がれているような、苦しい呼吸を繰り返す。

「……まるで脆弱な魚のようですね」

　外出用の目元と手足以外をほとんど覆う丈長の外套を着せながらワルダはつぶやいた。

　シェルタは、声の主に視線を移した。

「澄んだ水のもとでしか生きられない、弱い魚。──海で暮らせる種もいる分、魚のほうがまだ強いかもしれないですけれど」

　今度は、シェルタははっきりと顔をしかめた。初対面のときからこのワルダという女性が自分にあまりよくない感情を抱いているのはわかっていたが、こうも露骨に言われるのははじめてだった。

「失礼しました。ともかく、カルフ殿下に害をなすようなことは絶対にやめてくださいね」

「……私がどうやったら殿下に危害を加えられるというの？」

「一族の方は自己防衛がお得意なようですから」

　やや気分を害した程度にしか思っていなかったシェルタは、その言葉で一気に沸点を越えた。

　ワルダを強く睨みつける。

「あなたが私に何を言おうと構わないけれど、我が一族を侮辱するのは許さないわ」

　ワルダははじめて、驚いたような顔をした。だが、すぐに口角を上げる。

「ええ、一族の方の身内意識が強いのはよく存じております。あなた方は選ばれた民ですから。何をしても許される。浄化の力は尊い」

「何が言いたいの」

「お身内を庇いたい気持ちはよくわかります。でも、周りに眼を向けず考えもしないままでは魚の群れと同じです」

　シェルタはかっと頭に血がのぼるのを感じた。理由はわからないが、ワルダは一族のことを嫌悪し──侮辱している。

　シェルタは手を握りしめた。せりあがる怒りをおし留め、冷たいものに変える。

「魚の住む海は広く、平等だわ。《オチェーアノ》がそのように創られたのだから。争う必要などないし、魚は自分が選ばれたものなどと思って生きているわけではない。《バラー》の信徒であるあなたにはわかりづらいことなのかもしれないけれど」

　今度はワルダが頬を赤くし、眉をきつくする番だった。

「《水の一族アヴェント》の象徴は水蓮。水蓮は自ら毒を吸って水を浄化し、一時花を咲かせてすぐに散る。その水の下にはあらゆる魚たちが住める。生物がそれを飲むこともできる……けれど水蓮は見返りのためにそうしているのではないわ」

　一息に言うと、胸の中に渦巻いていた怒りの熱も一緒に吐きだされてしまったように感じた。少し傲慢な言い方だったかなと後悔を覚えるほどには冷静さが戻ってくる。

　ワルダはますます顔を赤らめて、いまにも爆発しそうに唇を開いたが、力ずくで閉ざした。

　一拍の沈黙のあと、カルフが現れる。

「支度はよろしいか」

「──はい」

　答えたのはワルダだった。

「家の前に、姫と同じく今日侍女として王宮に入る娘たちを待たせてあります。ワルダ、そちらを頼む。姫は、私から離れませんように」

　主であるカルフに言われ、ワルダはしばし沈黙した。カルフがそれを訝しげに見やり再度名前を呼ぶと、ワルダは深く頭を下げて部屋を出ていった。

　それを見守ってから、カルフはシェルタに視線を移す。

「……ワルダに、何か言われましたか」

　シェルタはどきりとした。一部始終を聞かれていたのかと思ったが、慌てて頭を振った。自分とて言い返したのだから、もうこの一件は終わりでいいのだ。それに、疑念のほうが大きくなっている。

（……ワルダは、どうしてあんなに一族の者を嫌うのだろう？）

　ナーブも同じだった。自分の知らない一族の人間と、何かあったのだろうか。この国に嫁いだ一族の者に、何かあったのだろうか？

　カルフに聞いてみたかった。だが、整った顔立ちに相変わらずの無表情を浮かべているのを見ると、なんとなくためらわれる。

「ソティラス殿下は、もう外出なさったのですか？」

「ええ、既に行動を開始しているようです。──不安ですか？」

　思わぬことをさらりと問われて、シェルタは軽く眼を見開いた。

「彼ほど頼りがいはないかもしれませんが、微力ながら私が姫をお守りします」

　乏しい抑揚で、カルフが言う。それで、彼はシェルタがソティラスのことを強く気にしている──そのように解釈しているとわかった。

　シェルタはカルフが頼りがいがないと思っているのではないと言いたかったが、うまく言えず言葉を濁した。

　手を引かれながら部屋を出て、階段を下りていく。どうやらこの家は、中央に庭を持っていて、それを囲む四角の形をした構造であるようだ。中庭を持っているのは、アクアテラの建築も同じだ。《水蓮》のかすかな香りも、中庭から運ばれてくるのかもしれない。

　家を出ると、乾いた空気がシェルタに押し寄せた。

　顔を伏せていなければいけなかったのに、広がる光景に思わず見入っていた。

　そこにあるのは、アクアテラとはまったく異なる景色だ。

（……影が、濃い）

　石と煉瓦でできた、どこか砂の肌触りを感じさせる背の高い建物がひしめきあっている。

　長身の建物は町中に多く影を落とし、シェルタと同じように身体と顔のほとんどを隠した女人たちが桶を手に、井戸に向かって長い行列をつくっていた。

　犬や猫が足元を気まぐれに行き交い、わずかな水溜まりをなめる。

　水をめいっぱい汲んだ桶を載せた駱駝らくだを商人が引いていく。道脇には露店の跡が見られたが、いまはほとんどが畳まれ、険しい顔をした兵士がうろついている。

　家々の隙間にぽつりと突出して見えるのは半月状の屋根を持つ大きな建物、そして針のような尖塔だった。あれが宮殿だろう。

　シェルタは馬車に乗せられた。隣には、同じような外套姿の娘が二人座る。向かい側にカルフが腰を下ろすと、馬車は揺れはじめた。

　無言のときが流れ、馬車がやがて止まるとカルフが先に降りた。二人の娘がそれに続き、シェルタが最後に続く。

　シェルタは、間近に迫る宮殿を息を飲んで見上げた。

　水の宮殿と謳われる《ヴィア・ラッテア》よりもずっと大きい、尖塔と半月の屋根を持つ白亜の城──。外周りは小高い城壁で囲まれている。開放的な水宮殿とは違い、重厚で警戒心の強い建物だった。

　噂に聞く、カビール国を治めるイガーサ一族の住まいであり国の中枢たる《バリーク》宮殿に違いなかった。

　正面の門が見えたがそこから入るのではなく、城壁の東側を伝って回り込む。眼光の鋭い男の兵士が東の入り口に立っていたが、カルフが顔を見せると深く一礼をして一歩下がった。

　シェルタは、カルフに先導され宮殿への進入を果たした。兵士たちの視線を感じ、心臓がはねる。横には二人の娘がいるし、自分も顔を伏せるようにしていたから碧眼で正体が露見するいうことはないはずだ。

　敷地内に入っても、西側には更に壁が巡らせてあるのが見えた。内壁の向こうに、それほど重要な人物が住んでいると思い知らされる気がする。

　未知の場所への好奇心がつい視線をさまよわせた。すらりと優美で白い柱、背の高いアーチ、ドーム状の屋根。壁面は蝶や草花の模様が色つきで描かれている。ふと前方に目をやると、ひときわ華やかな壁画が見えた。その向こうから、ほのかに甘い芳香と、女性の声がした気がする。

（……あの向こうが、後宮？）

　シェルタは頭の中で宮殿の地図を描いてみた。既に規模からして及ぶべくもないが、《ヴィア・ラッテア》はいくら大きいといえども後宮と直系の《水の一族アヴェント》が住まう建物はそれぞれわかれていて、言うなれば家と別荘程度でしかない。だが、この宮殿はそれらをすべて大きくしてひとまとめに飲み込んでしまっている。おそらく、内壁に厳重に囲まれた西は王の住まうところで、北が後宮なのだろう。東はいまシェルタがいるところで、木や草花が色鮮やかで噴水もある。広い中庭のほかに各倉庫や台所らしきものも見えた。

　更に東側へ目を向けると、一つだけ青いドームの屋根の建物が眼に映る。そこだけはなんの装飾も壁画もなく、周りを屈強な兵士たちが厳重に警備している。

　肌がざわつく感覚とも相まって、シェルタはそこが何であるかを察した。

（……王宮内の給水所だ）

　この王宮に住まう者たち専用の給水所なのだろう。その中に、おそらく巨大な貯水槽や浄化装置があるはずだ。

　カルフはまっすぐ青い屋根の建物のところにいき、扉を守っている兵士に二、三言話す。兵士たちは左右に退き、シェルタたちを見まいとするかのように深く頭を垂れた。

　シェルタはカルフの後ろ姿を見ながら二重の扉に守られた青い屋根の中に入った。とたん、ひやりとした夜気にも似た冷気が肌に染みた。息を吸い込めば、シェルタにとってはかぎなれた水の匂いが内臓に染みてくる。

　薄暗い空間だった。天井は巨大なアーチで、壁は滑らかな石の色をしていたが、大きなガラス窓が三つほどついていて光を投げ込んでいた。

　室内だというのに、目の前には大きな噴水がある。水はうっすらと青みがかっていて、いくつもの《水蓮》が浮いており、ほとんどが開花していた。外から引いてきた水を浄化しているようだ。噴水は更に奥の、巨大な石臼のような貯水槽に繋がっている。そこに真水を溜めているのだろう。

　この噴水に対して力を使えばいいのだろうか、とシェルタが考えていると、カルフは左側の扉を開けて、入っていった。

　訝しく思いながらも、シェルタもそれに続く。すると今度広がったのは、一転して華やかな部屋だった。柄のある絨毯が敷かれ、小柄な人間の大きさほどもあろうクッションが置かれており、一人の女がそこに気だるげにもたれかかっていた。女の傍らには食べ物を盛った籠と水差しがあり、うつろな顔をした侍女が二人、立っている。

（誰……？）

　シェルタが眉を寄せる一方、カルフが軽く視線をやると侍女たちは頭を垂れ、口元を覆いながら逃げるように部屋を出ていってしまった。その異様な様子を、シェルタは思わず視線で追ってしまう。だが、苛立った女の声に引き戻された。

「まったく役に立たない女どもだこと。気晴らしすらまともにできないなんて」

「……これで十人目です、アーレ」

「だから何だというの？　代わりの者は持ってきたのでしょうね？　わたくしはいまここで息をしている誰よりも重要な務めをしているのよ」

　女がぎらついた目を向けるのを見て、シェルタは息を飲んだ。落ちくぼんだ双眸、白髪交じりの頭、皺の刻まれた顔──もう五十に達しているようにも見えるが、憎悪に満ちた瞳は、いびつな精気をみなぎらせている。けれど、確かに瞳の色は《一族の青アヴェント・ブルー》だ。ならば、この女性がかつてアクアテラからこの国に嫁いできた《水の一族アヴェント》ということになる。

　豪奢な衣に身を包んだ女は、手を振り回して卓の上にあったものを払い落とした。

「わたくしをこんなところに閉じ込めて！　子供たちが倒れるほど力を使わせて！　恥を知りなさい!!」

「堪えてください。いまは非常時です。あなたにはイガーサ一族の一員としても責任が発生している」

「いつまでこんなことをさせるつもりなの!!　わたくしを使いつぶすつもり!?」

「……尊い一族の方をそのように扱うことはありません」

「いいえ、お前は恨んでいるのよ!!　過去のことをいつまでも、いつまでもいつまでもね！　恥知らずにも、この状況を利用して私怨を晴らそうとしているのでしょう！　そうでしょう、この恩知らず!!　誰のお陰でこの国が水に飢えずにいられると思っているの!!」

　甲高い、金属を引き裂くような声がわめきたてる。

　シェルタはすくんでいた。一族の者が、このような狂態をさらすことが信じられなかった。

（過去……私怨……？）

　カルフは無言だった。何も言い返さず、ただ、深い溜息だけをこぼす。

「──わかりました。しばし休養が必要でいらっしゃる様子。三日の間だけ自室にお戻りください」

　女はなおも叫んだが、やがて息を切らし、ぐったりとクッションに寄りかかった。

「……お連れしろ」

　カルフに連れてこられたシェルタ以外の娘たちが反応し、女に駆け寄ると、手にしていた外套を羽織らせた。女は残されていた気力を罵倒にすべて費やしてしまったのか、なすがままになってうなだれている。娘たちは、女を支えながら部屋を出ていった。

　カルフとシェルタを残し、扉が閉められる。

　シェルタは口を開こうとした。

　とたん、耳をつんざく衝撃音が響き、身体を震わせた。

　カルフの肩がかすかに揺れていた。扉に打ちつけられた右拳が、ゆっくりと下ろされる。

「……あなたには、アーレ妃が不在の間、浄化を肩代わりしていただきます。他に代理を務められる者がおりませんので」

　振り向かぬまま、カルフは言う。

　シェルタは怯えながらも、女──アーレの叫んだことを思い出した。

「……あの女性や、子供はどうなさったのですか」

「なすべき責務を果たしていただいただけです。少々荷が重かったようで疲れてしまわれたようですが」

　この状況において、責務とはすなわち水の浄化に他ならない。

「……あの方の子供も、ですか？　何歳の方です」

「長女は今年で十五ですが、それが何か」

　シェルタは言葉につまった。濃い霧が頭の中にかかる気がした。子供たちが倒れた、と叫んだ声が耳に残っている。

　水の浄化は、一族の使命であり責務でもある。だが力の行使はその分負担となって身体を蝕むのだ。おそらくアーレと呼ばれた女性の娘たちは親より力が弱い。だがそれでも倒れるまで力を使わされたのだとしたら。

「……一族の力は決して無尽蔵ではありません。使えば使うほど負担になります。倒れるほどに力を使わせたのですか」

　声が知らず詰問調になり、シェルタは自分でも驚いた。

　するとカルフは悪びれもせず、はっきりと答える。

「王族の責務です。一族であってもこの国に嫁がれた以上、この国に尽くすのが定めです。いつまでも客人でいてもらわれては困ります」

「でも……っ！」

　反射的にシェルタは口を開き、唇を噛んで続きを殺した。カルフは正しかった。

　自己防衛──ワルダの言葉が妙に耳の奥に蘇ってきて、違う、と大声でわめきたくなる。ナーブが頼めないと言っていたのはこのことを示していたのだろうか。

「この都に水が不足すれば、身分など関係なくみなが飢えに苦しみます。同情も結構ですが、それによって民を救うことはできません。水の浄化という責務を代わることができるのなら、いくらでも代わってさしあげますが、あいにく私にも他の誰にもできない」

　言って、カルフはしばし口を閉ざした。珍しく饒舌に語ってしまったことを恥じたのかもしれなかった。

　シェルタはふいに悟る。カルフは、一族のことを好いていない。そして一族の一員である自分のことも、おそらく──。国のために欲しているのでなければ、カルフ個人は自分に見向きもしなかったのかもしれない。むしろ、露骨に嫌悪を表さないだけ、カルフはワルダより抑制のきく人間なのだ。

　次に彼が口を開くと、声はやや落ち着きを取り戻していた。

「むろん、このような状況を引き起こした逆賊にすべての非があります。できる限り迅速に行動し、事態を解決することが重要でしょう。それは私たちの役目であり責務だ。しかし間をもたせるためには、どうしても一族の方の力が必要なのです。おわかりいただけますか」

　シェルタは重い頭を縦に振った。カルフが私欲で動いているわけではないのは、最初からわかっていたことだ。

「姫にはこれから三日の間、ここで水の浄化を行っていただきます。身分は栽培師ということになっており、見張りの兵にもそのように説明してあります。その間に、他の一族の方には休養をとっていただき、その後戻っていただきます。……できれば、入れ替わる前に逆賊を捕縛したいと思っていますが」

「ま、待ってください、でも、先ほど一族の方が出ていってしまったのに、中で浄化が行われていると知れたら」

「ご心配なく。《水蓮》を大量に栽培して補うと言ってあります。水量も多少操作します。外の兵士たちは入室厳禁としてありますし、私も邪魔にならぬ程度に姫の様子を見にきます。万が一私以外の誰かがここを訪れたときは顔を伏せて眼を見られぬようにし、私から命じられた栽培師であると告げてください。そして私を呼ぶように伝えてください」

　カルフは何でもないことのように言う。

　──大丈夫なのか、とシェルタの胸に不安が色濃く宿った。朝感じていた気分の悪さが、ぶりかえしてくる。だが、いまそれを訴えるのはためらわれた。ワルダがなんでもないこと、と言ったのも思い出す。

　シェルタはカフルの後に続いて、部屋を出て、薄暗い噴水の前に立った。

「河川から引いている水です。この水を浄化し、真水となったものを後ろの貯水槽に溜める仕組みです」

　ふと、シェルタは疑問を抱いた。

「……いま、民の飲み水はどうなっているのですか」

「公共の井戸からくみ上げたものを飲んでいる状態です。いくら井戸のものとはいえ、十日も飲み続ければ中毒症状が表れます。しかし給水所が占拠されているいま、禁止することもできません」

　シェルタは、井戸に群がっていた人々の姿を思い出した。

　直接飲む水とは別に、生活の中で使う水は井戸からくみ上げたものを使う。井戸の底には《水蓮》があり、それらが雨水や地下水を浄化することによって、飲む以外には十分使用可能な水になる。だが《水蓮》が毒を吸う速度は緩慢なので、井戸水を急に多く消費すれば安全な水はすぐに底をつく。

　他の給水所が占拠されているいま、占拠されていない数か所と、ここ王宮内の給水所だけが命綱だ。

　シェルタは知らず、服越しに襟元の首飾りに触れた。

　自分で決めてここに来たはずなのに、ふいに足元から冷たくなるような感覚に襲われる。自分に──できるだろうか。これほど重要な状況で、水を大量に浄化することが。

　シェルタはずっと秘されてきたため、まともに力を使ったことがない。一族の中でもっとも力が弱いとされてきたし、おそらくそれは事実なのだろうと思う。

「姫」

　カルフが最小限の言葉で促してくる。

　シェルタは覚悟を決めた。外套を脱ぎ、石で円形に形取られた噴水の前に跪く。水に、両手を浸した。冷たく肌を刺す感覚──薄い毒がとたんに皮膚を刺す感覚がある。

（……この程度の毒素と水量なら、私にも浄化できるはず）

　一族の者で平均程度の力と、さほど毒の強くない河川から引いてきた水とで、一区画の給水所を満水にするぐらいは可能だった。力が強いものであれば何か所も受け持つことができる。とはいえ、無理をするとすぐに倒れ、数日間は寝こんでしまう。あまりに無理をしすぎると今度は文字通り心身を削ることになるから、力量を正確に知ることが重要だった。

　水をじっと見つめる碧眼が水面と同調するかのように眼光を揺らめかせた。

　カルフが立ったまま、横で観察しているのを感じる。

　シェルタは意識を集中した。水の揺らめき──波──匂い──音──冷たい感覚。青が瞳の中に入り込んでくる。皮膚を介し、入り込んできた水は血と《接続》される──そのような錯覚。水の中に潜る感覚。なぜか遠くに聞こえる、なにかの呼吸のような音。

　改変していく。浄化していく。

（大丈夫……できる──うまく浄化できている……）

　現実と幻覚との境界が曖昧になる。自分はいまここにいるのか、それとも──。

　次の瞬間、全身の血が逆流するような感覚に襲われた。

「うぁ……っ!!」

　熱湯にでも触れたかのように両手をはねあげる。わずかな光をまきちらして水の滴がはねた。

「姫!?」

　ひどい吐き気と目眩、胸中は激しい動悸に襲われはじめて、シェルタは震えた。すぐ近くでカルフが膝を折り、どうしたのかと問うてくる。

（気持ち悪い……）

　一気に浄化をしすぎたのかもしれない。負担がかかりすぎたのかもしれない。そんなことを考えながら顔を上げる。

「水は──」

　そこに噴きあげる水の小さな柱を見、シェルタは眼を見開いた。

「……失敗したのでしょうか。私が隣にいると集中の邪魔ですか？　それなら、外に出ていますが──」

　気遣わしげなカルフの声も、シェルタにはうまく理解できない。

　噴き上げる水は先ほど見た青より少しだけ薄くなっている程度だ。色だけ見れば何も変わっていないと錯覚してしまうぐらい──浄化は、ほとんどできていなかった。

「うそ……だって──」

　確かな手応えが、あったのに。こんなに身体が負担を感じているのに、どうして。

「姫、私は外に出ていますからもう一度──」

　カルフの声が、急に遠くなる。外に出ていくのだろうか。ああ待って、これは──そんなことを考えると急に視界までぼやけてくる。

　シェルタの意識は、眼に見えぬ何かに押し流された。
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「朝から調子が悪かった？　なぜそれを早く言わない」

「……申し訳ありません、軽い食あたり程度のものかと思っていました……。異国から来られたばかりでしたので」

　人目を盗んでワルダを夜に呼び出し、青白い顔で眠るシェルタを診せると、苦虫を噛みつぶしたような顔でそう言った。

　カルフは眉間に皺を寄せた。

「本当にそれだけか」

「……」

　うつむいて奥歯を噛むワルダの心中は、カルフにとって十分に察せられるものだった。怒る気にもなれず、息を吐く。

「いいか。過去のことまで私に付き合うことはない。お前とあの事は無関係だ」

「しかし……！」

「同情はいらん。当事者でもない者が口をはさむな」

　冷静に指摘すると、ワルダはぐっと言葉につまる様子をみせた。うなだれて、謝罪する。

　カルフもそれ以上追及する気はなかった。
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「……おそらくは水が合わなかったんだ。失念していた」

「水……ですか？」

「《水の一族アヴェント》は外からの毒には強いが身体の中に入られると弱いと聞いた。彼らはもともとアクアテラで生まれ育つ……限りなく純度の高い水を血肉にして育つんだ。いわば澄んだ水にしか住めぬ魚のようなものなのだろう。アーレ妃もこの国に嫁いできてすぐのうちは体調を崩して寝こんだはずだ。彼らにとってはアクアテラの真水以外は泥水も同然。慣れるまでに時間がかかり、身体への負荷が大きいのだろう」

　ワルダははっと息を飲んだ。何か思うところがあったのか、うめくように言葉をこぼす。

「申し訳ありません……私情に眼がくらみ、見誤りました。いかようにも罰をお受けします」

「いまはそういう事態ではない。次から同じ過ちをするなよ」

　ワルダは噛みしめるようにはいと答え、深く礼をした。その時点で、カルフの中ではもう過ぎたこととなり、次へと思考が移る。

　夕暮れ、憔悴した顔の部下が報告してきたことを思い出す。

『井戸が一つ、破壊されました。奴らが焦り出したようです。民が水不足に怯えるように……』

　井戸を破壊された区域の民に王宮の給水所から水をわけ与えても、あくまで応急処置にすぎない。水漏れの穴をとっさに手でふさぐようなものだ。やがて周囲の区域の者たちが自分たちにも、と不満を抱きはじめるだろう。それを許せばきりがなくなる。かといって井戸を破壊された区画の民に水をわけ与えないのでは、そもそも王宮の庇護力が疑われる。

　一刻も早く、逆賊を捕縛しなければならない。

（……陛下がご健康であれば……）

　高齢のため、近頃床に伏せることが多くなった国王のことを思い出す。宰相や高位の文官、後継ぎの王子たちが代理に立ってはいるが、今回のこの件に関しては、多少の犠牲もやむなしとして早急に兵を動かし解決をはかろうとする一派と、都内の給水所を破壊されるのを怖れて慎重になる一派とが対立し、指揮がまとまらない。

「……では殿下、この方をいかがいたしますか。高名な医師でもすぐにもとの体調に治してさしあげることは不可能では……」

「医師に診せてどうにかなるものではない。こればかりは本人に慣れてもらうしかないが──そんな悠長なことを言っている暇はない。無理をしてでも力を使ってもらう」

　言いながら、カルフは青白い顔で眠る一族の娘を見、かすかに憐れみを覚えた。

　閉ざされた瞼に銀の睫がついて、淡く光の粒を含んでいる。髪を茶に染めても、睫だけはもとの銀を隠しきれていない。その瞼の下に隠されている碧眼──鮮やかな空色の瞳を思い出し、カルフは胸が騒ぐのを感じた。

　──私を狂わせる、私を溺れさせる、忌まわしき瞳に宿る海。

　そう謳ったのは誰だったか。

　天上の青。至高の碧。人を惹きつけてやまぬ魔性の色。

（──この娘もまた、《水の一族アヴェント》だ）

　カルフは眼を細め、己に言い聞かせる。
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　シェルタが眼を覚ましたとき、天井から橙色の光が降ってきた。焦って起きると、天井が飾りガラスになっていて、夕暮れの光をかすかにふりまいているのだとわかった。

（わたし、あれから──）

　部屋を見回してみると、絨毯の上に細長い寝台、ソファとクッションが一つずつ置かれている。そしてソファの上に横たわっている人影に気付き、ぎょっとした。

（ワルダ……？）

　ワルダは白のゆったりとした衣をまとい、髪も露に無防備に眠っていた。

　シェルタは記憶をたどる。

（……王宮内の給水所に連れてこられて、浄化しようとして、できなくて倒れたんだっけ……）

　それで、一日が過ぎてしまったのだろうか。あるいはもっと経ってしまったのだろうか。

　この部屋は、アーレという女性がいた部屋だ。彼女が戻ってきていないから、まだ三日は経っていないということなのだろう。

　自分が浄化できなかったことを思い出すと気が重くなり、支えをもとめて無意識に手が胸元を探る。肌身離さず身につけている護符代わりの首飾りは、枕のすぐ横に置かれていた。それを身につけ、寝台を降りる。すると見計らったかのように、ワルダがむっくりと起きあがった。

「……おはようございます」

「お、おはよう……」

　寝起きのためか、それとも別の理由のためか、あまり機嫌のよくなさそうなワルダが言う。

　先日のやりとりを思い出して気まずい思いをするシェルタとは正反対に、ワルダはてきぱきと自分の着替えを終え、シェルタの着替えを手伝った。

「夕食をお持ちしますのでしばらくお待ちください」

「あ、待って。聞きたいことがあるのだけど──」

「はい」

　冷たい視線でもかえってくるかとシェルタが緊張していると、案外素直な返事がかえってきたので少々驚く。だが、今度はワルダのほうが視線をあまり合わせないようにし──感情を押し殺しているように思えた。気になったが、とりあえずそのまま質問をぶつける。

「あの、わたしは昨日倒れてそのまま眠ってしまっていたの？」

「そうです」

「あと二日……ここに寝泊まりして力を使うと考えていいの？」

　ワルダはまた肯定を返す。

　シェルタは胸騒ぎを覚えた。カルフが、昨日の失態をどう思っているのかが気になった。それに、状況はどうなっているのだろう。

「……カルフ殿下が後ほどこちらにいらっしゃる予定です」

　ワルダはそれ以上の会話を拒むように一礼して部屋を出ていった。

　一人部屋に残されたあと、シェルタはクッションに腰かけてぼんやりと思考を巡らせる。そうして、開いた自分の両掌を見た。

（……力が弱い、とはわかっていたけど、まさかここまで）

　実父であり長であるシンティリーオや長兄メルクリオはとくに別格だとして、女性のほうが男性よりも力が弱いという一族の法則があったとしても、シェルタより年下のファルファラ、他の姉妹たちだって、あの程度の毒素と水量、まして《水蓮》もあったならさほど苦もなく浄化できるだろう。

　シェルタは溜息をついた。

（まさか、カルフ殿下も私がそこまで弱いとは思っていなかったんだろうし……）

　丁寧な口調ではあってもはっきりと物を言う赤い眼の男性の言葉を予想して、ますます暗い気持ちになってしまう。

　シェルタは膝を抱え込んだ。

（……ノーチェ、今頃心配してるかな）

　他の家族にも少しでいいから気にかけてほしいけれど、それはあまりに幼稚な考えだろう。

　いままでだって、一人だったのだ。家族に会えなくて寂しいと思うのは自分だけで、逆に言えば自分さえ気にしなければ家族にはなんの影響もない。

　シェルタは頭を振った。

　一人でそれ以上考えても不毛な気がしたので、いったんやめる。とりあえずはワルダが朝食を持ってきてくれるのを待って、空腹をやっつけてから、カルフと直接会って話す。あとのことは、それから考えるべきだった。




　朝食を終えたあと、シェルタはまたあの感覚に襲われた。飲んだ水が泥水のように感じられ、血の巡りが悪くなり、吐き気と目眩を伴う感覚。

（……どうして、こんな──）

　朝起きたときは、なんともなかったのに。

　やがて食器を下げるワルダと入れ替わるようにしてカルフが訪れた。

「具合はいかがですか」

　顔を見るなりそう問うてきたので、シェルタはしばし言葉に迷った。

「その、起床したときはなんともなかったのですが──」

「食事を終えたいまは、あまりよくないと？」

　言い当てられて、シェルタは眼を丸くした。

「はい、そうですが……」

　まさか毒でも混じっていたのか、とシェルタは背筋を冷たくした。だが、すぐに馬鹿げた考えだと否定する。

「やはり、軽い食あたりなのでしょうか」

「──この国の水に身体が慣れていらっしゃらないからだと思います」

　シェルタはきょとんとしたが、すぐに納得した。道理で味が違うと思ったはずだ。しかし──これほどまでに違うものだとは思わなかった。

「姫、負担を強いるようで心苦しいのですが、早速浄化をしていただけますか」

　その声に焦りのようなものを感じ取り、シェルタは気分が沈んだ。

「はい……でも、私の力は──」

「体調が優れぬというのは重々承知の上で頼みます。民を飢えさせぬためにも、お願いします」

　無表情なカルフに強い口調で言われて、シェルタは拒めなくなってしまった。拒むつもりはなかったが──できない、などと言える雰囲気でもない。それに、実際にその眼で確かめてもらったほうがいいだろう。

　シェルタはうなずき、立ち上がって部屋を出た。

　昨日と同じように噴水の前に跪き、綻んでいる《水蓮》を避けて両手を水に浸す。噴水の底に手をついた。

　眼を閉じて集中する──あの感覚がまたやってくる──放出し、吸収する感覚。

　かすかな音をたて、水面がはねた。シェルタは眼を開けた。水面はわずかに色が薄くなり、幾重にも波紋を広げて揺れている。綻びかけていたいくつかの蕾が、開いていた。

「……姫、やはり私がいると集中が妨げられるのですか」

「いいえ」

　シェルタは頭を振った。そうすると頭痛がひどくなったので、顔をしかめる。水から、両手を引き抜く。

「私の力では、これが精一杯なのです」

　言いきってしまうと、数拍の間、沈黙が落ちた。

「……失礼ながら姫。この状況においてお戯れはご遠慮願いたいのですが」

　強く怒りを押し殺したような声だった。シェルタは身をすくませ、手を握りしめて顔を上げた。

「ふざけてなどいません。私は──おそらく、一族の中でも特に力が弱い部類です」

　カルフは一度唇を閉ざし、はっきりとわかるほど眉間を寄せた。無言の間を経て再び口を開く。

「……では、あなたはそれほど力が弱いと自覚してなお、この国のためにやってきたと？　一族の方々に秘密にしてまで」

　含みのある言い方だった。力が弱いくせに、暢気に協力をするなどと言ってここにやってきたのか──そんなことを言外にほのめかすような。

　真紅の双眸が何かを探るように、シェルタの瞳の奥までじっと見る。

　──他に何か意図があるのか。

　両眼は雄弁に、そう語りかけてくる。敵に向けるような眼差しに、シェルタはじっと耐えた。

　だが、カルフはふいに入り口の二重扉の向こうに顔を向けた。

「部屋にお戻りください。誰が来ても顔を上げずに」

　低く、忍ぶ声で言われる。何かよくない状況が発生したのだとわかって、シェルタの身は硬くなった。なんとかうなずいて、一人で左の部屋に戻り、扉を閉めてクッションに腰かけた。

　だが、そこで自分は栽培師という身分であったことに気付く。どういった者かよくわからないが、アーレ妃などが使っていた寝台、クッションなどにもたれるのはよくない気がする。あたふたとあたりを見回し、結局、絨毯の上に直接座ることにした。

　顔を伏せ、だが気になって上げて、また伏せるということを繰り返す。

　扉の向こうでは何が起こっているのだろう、カルフはどうしたのだろうと思っていると、いきなり扉が開いた。肩がびくりと震えたが、顔はなんとか上げずに済んだ。

「これか？　アクアテラ出身の栽培師だとかいう娘は」

　カルフではない、尊大な男の声がした。

「はい。アーレ妃がお休みになっている間、応急処置として《水蓮》の栽培を担当させています」

「お前が自ら招き入れたのだ、さぞかし腕が立つのだろうな。頭のほうのできはどうだかしらんが」

　カルフの口調はいつも以上に丁寧だった。もとからシェルタに対してもそうではあったが、いまは少し種類が違う──カルフと共に入ってきた男が乱暴に思えるからだろうか。顔を上げられないため姿を見ることはできないが、ちらりと視線を動かすと豪奢な長衣の裾と靴が見えた。どちらも、カルフがまとっているものより派手だ。おそらく相応に身分が高い者なのだろう。それと、もう一人誰かいるようだ。そちらはあまり派手な装いではない。

「怪しいものだな。お前の情けは益とならぬばかりか、ときに害だ。その娘も貧しいのを哀れに思って雇い入れたのではないか？」

　相手は、鼻で笑う。傍聴者にすぎないシェルタがすくむような響きだった。

「今回、お前が慎重になるのもかつての学友とやらにまだ情があるからではないのか。逆賊となり果てた輩と交友関係を持っていたなど、お前もつくづく見る眼がない」

　カルフは反論しない。

「せいぜい、《水の一族アヴェント》の機嫌でもとってうまく使い潰すんだな。ちょうどいい、古くて醜い妃などさっさと捨てて新しいものに取り換えておけ」

　露骨な嘲りの口調に、耐えきれなくなったのはシェルタのほうだった。一族を侮辱するような、人とも思わぬような発言が許せなかった。顔を上げ、カルフと向かい合う男の姿を見た。

　男は案の定、カルフより豪華な装いに身を包んでいた。肌も褐色で、髪は短く、黒い。きつくつり上がった眼も赤く、カルフと似た容姿だ。だがまるで印象が違う。それで、シェルタは理解した。

　この男も、カルフと同じイガーサ一族──カビール王国を治める王族の一員なのだ。

　カルフが一瞬、視線を向ける。咎めるような色を感じ取って、シェルタは唇を噛み、再び顔を伏せた。

　ここで表立って反論すれば、状況が悪くなるだけだ──。

　カルフの眼は、そう告げていた。それから男はカルフと二、三の言葉をかわし、淡泊な反応しか返さぬカルフに飽きたのか、きびすを返して出ていった。出入り口の扉が乱暴に閉められる。

　浅い溜息が聞こえ、シェルタは盗み見るように顔を上げた。

「申し訳ありません、殿下。イブン殿下は、その、この状況にたいそうご立腹しておられ、他に発散する捌はけ口もなくこちらに──」

「いい。慣れている」

　身をすくませながら向かって話しているのは、痩せぎすの、どこか気の弱そうな男だった。眉尻を下げ、申し訳なさそうな顔をしている。

「それより、ワゼイール閣下の御様子は？」

　カルフに問われ、男はますます表情を暗くした。

「……ご心労が続き、ますますもって床に伏せられたままです。殿下のことをずっと気にしておいでです。──ワゼイール閣下からの伝言です。カルフ殿下、どうぞお気を付けください。ワゼイール閣下の《目》たる私が見ましたところ、王宮内には現状に苛立つあまり、殿下に怒りの矛先を向ける短気な方々も多いのです。不敬にも殿下が逆賊の一味などと疑う者もあり……」

　ああ、とカルフはうなずく。

「お前も気をつけるがいい。……ここにはあまり来るな。私との関係を疑われる。閣下によろしく伝えてくれ」

　男は一礼する。その瞬間、視線がちらりとシェルタに向いた。思いきり眼が合ってしまい、シェルタは慌てて顔を伏せた。──見られてしまった。心臓が早鐘を打つ。気付かれただろうか？

　だが、男は何を言うでもなく、扉の向こうへ去っていく。

「明日また、ここを訪れます。それまでに、できる限りのことをしておいてください。あなたの力が発揮されることを望みます」

　冷淡に言って、カルフもまた身を翻した。

　部屋に一人だけ取り残されたあと、シェルタは手を握った。

（……私、役立たずだ）

　何かができると思いこんでいた。自分の力を過大評価していたのだ。そして、快く受け入れてもらえるものだとどこかで決めつけていた──愚かだった。

　シェルタは細々と息を吐いた。

　カルフの様子が気になった。何か、自分に話していないことがあるようだ。逆賊の一件に彼は関与しているのだろうか？　そしてそれがもとで、王宮内での立場が悪くなっている──あるいはもとからなのだろうか。

（……私に、できることをやるしかない）

　シェルタはふらりと立ち上がり、部屋を出て再び噴水の近くで跪いた。両手を浸す。《水蓮》の花が、水中にある長い茎ごとゆらりと震えた。

　うっすらと青みがかった水の感覚を肌に感じながら、シェルタは思索する。身を屈めたために、首飾りが揺れた。

（どうして、私の力はこんなに弱いのだろう……このままでは、カルフ殿下の置かれた状況が余計に悪くなるかもしれない──）

　シェルタは焦る。

　どんな形であれ、期待されたのははじめてだった。あなたしかいない、と委ねられたのも。

　それなのに、その期待に応えられない。失望させてしまう。それが、何よりも──。

（……怖い）

　期待されるということは、仮にとはいえ自分を認めてもらえるということだ。失望させるということは、自分の価値が下がるということだ。

　シェルタは頭を振った。

（考えろ……力が弱いのはどうしようもない。なら、どうしたらいい？）

　期待されたことを成すには。自分がここで望まれたことを成すには──。

　水に浸した手から、軽い痺れのようなものを感じる。シェルタは何気なく視線を落とした。かすかに震える水面の上を、綻んだ《水蓮》がゆっくり動いている。

　とたん、シェルタは閃きを得た。

（《水蓮》を開花させることぐらいなら、私にもできる。なら、ここにもっと大量の《水蓮》を植えて開花を促進させたらいい）

　しかもシェルタのここでの肩書は『栽培師』だった。他人を欺くための嘘であったそれが、真実になってしまうだなんてずいぶん皮肉なものだと思う。

　シェルタは水から手を引き、拭った。あたりを見回し、部屋に戻る。

（ここにはこれ以上の《水蓮》はない。となると、外に出てもらってくるしかないか……）

　カルフは、明日にはまた来るといっていた。そのときに、頼んでみたほうがいいかもしれない。だが顔をしかめるカルフの姿がありありと想像できた。

　それに、力が使えない、弱いから《水蓮》をもっと増やしてくれなどと言えば軽蔑を誘うだけかもしれない。

　シェルタは頭を振る。いまはそんなことを気にしている場合ではない。

　とにかく明日を待って行動すべく、シェルタは身を横たえた。誰かが来るかもしれないという不安はあったが、気分はいまだ優れず、重い瞼はすぐに閉じた。




　翌日、ワルダがひそかに運び入れた朝食をとって、シェルタはカルフの訪問を待っていた。やはり水が身体にまだ馴染まないのか、倦怠感とかすかな吐き気が続いていた。カルフを待つ間、昨日と同じようにもう一度噴水の水を浄化してみようと試みたが、やはりまともな効果は出ない。

　あるいは体調が優れないせいかとも思ったが、そんなことを訴えたところでどうにもならない。無理をしてでもやらなければならないことだ。

　待つだけの時間は、ひどく長いものに感じられる。部屋の中で一人、シェルタは身動ぎした。時刻はもう夜にさしかかろうとしていた。しかしカルフはまだ姿を見せない。

（どうしたんだろう……）

　自分がここでやらねばならぬこと、その日数も限られている。明日が三日目だ。

　忙しなく辺りを見回しながら、またしばらく待った。だが、やがていてもたってもいられなくなり、自分で《水蓮》を調達しようと決めた。

　シェルタは外套に手を伸ばし、ワルダの手順を思い出しながらたどたどしく身にまとった。できるだけ顔をうつむけるように、と再度頭の中で確認してから、出入り口へと向かう。二重扉の向こうには見張りの兵士たちがいるはずだ。鼓動が急に乱れ始めるのをなだめ、逃げ戻りそうになる自分を奮い立たせて前へ進み、扉を開ける。二重の扉は重く、身体で押さねばならなかった。

　扉が開くと、異なった空気が流れ込んでくる。人の気配があった。シェルタは顔を上げぬまま、早口でまくしたてた。闇がありがたかった。

「あの、《水蓮》はどこにありますか」

　細くそう声を発したとたん、見張りと思われる男たちの靴の先がシェルタのほうを向いた。シェルタは強く緊張し、顔を深く伏せた。耳の奥で速い鼓動の音がした。

「なんだ、この女」

「ああ、カルフ殿下が招かれたあの──」

「……アクアテラ出身の栽培師か」

　男たちの強い視線を感じ、シェルタの足は縫い付けられたようになる。

「……《水蓮》なら向こうの噴水に浮いてるだろう」

　棘のある声が応答する。シェルタは小さな声で礼を言い、早足でその場を離れた。心臓がうるさく鳴っていた。ともかく見張りの兵から一刻も離れたくて、足を動かす。

　そうしてからようやく立ち止まり、息を吐いた。

（こ、怖かった……）

　胸をなで下ろし、夜の闇の中で、シェルタは顔を上げた。

（噴水……どこだろう）

　水の気配をたどろうと方向転換したところで、自分以外が発する物音がした。

　外壁の内側、装飾の少ない倉庫の影がわずかに動いた。シェルタはぎょっとし、自分が身を隠すこともできぬまま──闇に溶けるような色をした、黒衣の不審者と眼が合った。

「！」

　シェルタは慌てて身を翻した。だが、長い外套の裾を踏んで足を取られる。

　殺気が後ろから迫る。命の危険を感じて悲鳴をあげそうになったとき──前方から、先ほどの兵士が歩いてきた。

「おい、そこは噴水じゃ──」

　言うなり、兵士は眼を瞠った。シェルタを──その後ろを指差し、声を張りあげようとする。だがその口が大きく開いた瞬間、喉に何かが突き刺さった。視界が悪い中でも、激しく紅が噴き出すのが見える。兵士の身体がゆっくり倒れる。

　シェルタは今度こそ悲鳴をあげた。背中から外套を引っ張られ、倒される。顎をとられ、無理やり顔を上げさせられる。恐怖が、身をがんじがらめにした。

　兵を殺したばかりの侵入者は、獲物の眼を見るなり轡を噛ませた。外套で乱暴に包み、荷のように担ぎあげる。シェルタはもがいた。

「──騒ぐな。騒げば殺す」

　耳元で冷たくつぶやかれた言葉に、シェルタの身体は呪縛にあった。瞼の裏に、間近で見た血飛沫が──一瞬で兵士が絶命した様が思い描かれて、息がつまる。

　身が二つ折りになり、侵入者の動きに合わせて身体が揺れる。とりわけ、頭がひどく揺れ、腹部に圧迫感があった。

　やがて、シェルタの意識は途絶えた。




　身体が鈍い痛みを訴えて、シェルタは緩慢に瞼を持ち上げた。身動ぎしようとして、手足が思うように動かないことに気付く。まず恐怖がきて、シェルタはもがいた。ざらりと硬い床の感触が頬と身体をかすめた。身を包んでいたはずの外套はどこにも見当たらない。

　両腕は後ろにまわされ、両手首を上下にずらして縄で結ばれていた。両足首もきつく拘束されている。

　シェルタは顔だけをなんとか上げ、眼を向けて──視界に入った男の姿に、身を震わせた。

「さすがに顔色が悪いな、《水の一族アヴェント》の娘」

　あぐらをかき、鞘におさめた剣を抱きながら、男は鋭く笑った。シェルタのまったく見知らぬ顔だった。

　部屋には絨毯も敷かれていなければ寝台もクッションも卓もない。食べ物と思しきものは何一つなく、埃っぽい空気と、日光の射しこまない空間だけがある。床はほとんど土と変わらず、四方が壁に囲まれているだけのひどく粗末な部屋だった。

　男は立ち上がり、近づいてくる。

　シェルタは逃れようとしたが、その場で身動ぐことしかできなかった。

　男の屈んだ膝が鼻先に来て、乱暴な手にぐいと顎をとられる。

「……確かに一族の碧眼だな。だが、アーレの娘にしては眼の色が濃い」

　両眼を覗きこまれ、逸らすこともできない。男の黒い双眸は、落ちくぼんで飢えた獣のように強い敵意を放っていた。やや濃い茶色の髪に、肌は浅黒い。年はカルフと同じぐらいだろうか。だが、ぎらついた表情のためにもっと年上にも見え、わからなくなる。

　シェルタは唇を引き結んだ。

「お前は誰だ？　アクアテラから来たのか」

　顎をつかむ男の手に、握りつぶさんばかりの力がこめられる。シェルタは顔を歪めた。暴力的な仕打ちに、身がすくむ。感じたことのない大きな恐怖が、男の影の形となってシェルタを覆った。

「言え！」

　殴るような怒声に、シェルタは肩を揺らした。視界がぼやけそうになる。だが、奥歯を噛んで耐えた。

　男は舌打ちし、顎にかけていた手を離した。

　頬に指が食い込んだ痛みにシェルタが顔をしかめていると、金属の擦れる耳障りな音がした。

　薄暗い部屋の中でもひときわ光を放つように白刃がきらめいている。弧を描くような緩く歪曲した刃が、シェルタの眼の前に突きつけられた。
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　血飛沫──間近で兵が倒れたときの光景が蘇り、シェルタは硬直した。何も考えられなくなり、ただ身を硬くする。苦しいのに、息ができない。水中で溺れ、もがいているかのように。

　何もわからぬまま、殺されるのか。

　刃が振り落とされる音にシェルタが強く眼を閉じたとき、慌ただしい足音が飛び込んできた。

「何をしている!!」

　唯一の出入り口から飛び込んできた男が、刃を持つ男につかみかかった。更に乱入者があり、それぞれもみあって、シェルタを殺そうとしていた男から剣を奪い取ろうとする。

「馬鹿な真似はやめろ！　こいつが一族の女だったら使い道はいくらでもある！」

「ふざけるな！　お前らこそ、目的がなんなのか忘れたのか!?　バラーの忠実なしもべにとって、《水の一族アヴェント》の者など……!!」

　男たちは声を張りあげて互いに罵りあう。だが、やがて抜き身の剣が弾き飛ばされた。手首をおさえながら、殺気立った男は自分以外の男たちを睨みつける。

「貴様ら……」

「落ちつけネムル！　真に目的を果たそうとするなら、この娘を利用したほうがいいんだ！」

　邪魔をした仲間と思しき者たちにもとびかかりそうな勢いで、剣を突き付けた男──ネムルは獣のように唸る。だが、やがて不利を悟ったのか、舌打ちして腕を組んだ。

　他の男たちが安堵したような表情を浮かべる。

　シェルタは固く口を閉ざして、その様子を見つめていた。身体を強張らせ、息を押し殺すようにする。ひとまず自分の命がすぐ奪われるような状況は脱したようだった。

（この者たちは……一体……）

　強い緊張の中、必死で思考を巡らせる。

「いいか、ネムル。この娘が王宮にいたと言うなら、王宮側の動きを聞きだせるかもしれないじゃないか。そもそも、やつらがここまで強気にはねつけてくるなんて思わなかったんだろ？」

　ネムルは返答しない。

「俺たちの目的はあくまでこの国から《水の一族アヴェント》を完全に排除することだ。奴らを一人ひとり殺していくんじゃ遠回りだよ」

　シェルタの肌はぞっと粟立った。一族の排除──殺害。凍てつくような感覚に襲われ、男たちの正体を確信する。

　カルフの言っていた『逆賊』──給水所を占拠し、この国から《水の一族アヴェント》を排除しようとしている男たちだ。

　よりによってそんな男たちに捕まってしまった──その事実が、さらにシェルタを押しつぶそうとする。

　穏やかな口調でネムルを諭していた男は、シェルタに顔を向けた。その男が近づいてくるのを見、シェルタはなんとか身体を起こして逃れようとする。

　男はすぐそばで屈んだが、ネムルのようにいきなりつかみかかってくることはなかった。

「あんたさ、一族の者なんだろ。王宮内にいたってことはアーレ妃の関係者なんだろ？　知ってることでいいから、話してくれ。最近、王宮内の男たちはどうしてる？　兵たちは慌ただしく動いてるか？　アーレ妃たちの待遇はどうなんだ？」

　男の声は幼子に言い聞かせるように穏やかだった。その後ろで、ネムルが嫌悪に満ちた表情を向ける。

　シェルタは、ようやく喉が動かせるようになった。

「……知らない」

「じゃ、あんたは何者なんだ？　アーレ妃の娘か？　そうじゃないよな？　なんで王宮内にいたんだ？　《水の一族アヴェント》は他国の危機に増援を送ってくれるほど義理堅くもないだろ」

　その問いには、シェルタは口を噤んだ。ネムルのときと同じように圧迫されるものと覚悟し、身を硬くして構える。

「……埒が明かん。退け」

「よせ、ネムル。殺すのは得策じゃないと言っただろう」

「所詮は小娘だ。少し痛めつけてやればすぐに吐く」

　反射的に、シェルタは肩を震わせた。動揺は見せまい、怯える素振りもしまいと決意しているのに、心がひどく縮む。ぎゅっと奥歯を噛み、強く眼を閉じる。耐えろ、と自分に言い聞かせる。耐えられる──自分は決して忍耐力のないほうではなかったはずだ。

「ともかく、いまは堪えてくれよ。場合によってはこの娘は切り札になるかもしれないじゃないか。アクアテラ本土の関係者だったら、そもそもあいつらの本拠地を叩けるかもしれない」

　なだめすかすような声に、シェルタは今度は別の恐怖に襲われた。本土──家族のいるところ。

　自分のせいで、みんなが危険にさらされる。

　身体の芯に炎が灯り、熱となって一気に駆け巡った。その焔は、恐怖をも焼きつくす。

（……そんなことは、許さない）

　後ろで縛られた手を握りしめ、叫びかけた言葉を寸前で封じた。口にしてしまえば本土との関係を認めてしまう。

　静かに発生した怒りを糧に、シェルタはすくむ自分を叱咤する。

（何とかして逃げなくちゃ──この男たちに私とアクアテラの関係を知られたらいけない）

　縛られた両手を左右に引っぱり、縄に抵抗する。だがわずかたりとも緩まない。

　ネムルの鋭い視線が、シェルタを射た。

「……なるほど。こいつに口を割らせる必要があることはよくわかった」

　底冷えするような声に、シェルタはネムルの顔を見た。暗く、なにか激しい感情に塗りつぶされた眼をしていた。憤り、憎悪し、嫌悪し、その深さに自分を抑えることがやっとである、嵐のような眼。

　シェルタはそれに呑まれそうになったが、意地でも口を開くまいと唇を引き結ぶ。

「こいつは俺が見張る」

「わかった。だがお前だけじゃ心配だからもう一人誰かついてもらう」

　シェルタは転がされたまま、彼らの言葉を聞いていた。縛られた手首と足とが、じわりと痛みはじめた。
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　カルフは己の失態を心中で罵った。感情が高ぶるあまり、短い罵倒の言葉が実際口をついて出たほどだ。

　ちょっとしたいさかいに巻き込まれて対応に追われ、給水塔を訪れるのが遅れた結果が、これだ。

（──愚かしい失態だ）

　激する自分を強く戒め、落ちつきを取り戻そうとする。給水塔の左部屋はいまや無人で、何の痕跡もなかった。

　見張りの兵が言うには、この部屋にいたはずの栽培師は昨日の夕方、《水蓮》を求めて出ていった──そしてその先に侵入者がいて、見張りの一人が殺され、栽培師はさらわれたという。

　あの娘が──シェルタ＝アヴェントがこの建物から一人で抜け出すことなど予測していなかった。それよりもあの娘の持つ力のほうにばかり注意が行って、その他にどんな行動に出るかを考えていなかったのだ。

（なぜ外に出た）

　兵の話では《水蓮》を求めてのことだという。ならばなぜ、そんな行動に出たのか。その場を切り抜けるための嘘であって、実際はここからの脱出をはかったのだろうか。アクアテラから、彼女を迎えに来た人間がいたのではないか。シェルタが秘されていたというのは他国に知られたくない──他国にやりたくないとの意図が確実にはたらいていたからだ。だとしたら本国の手の者が取り戻しにくるのは何もおかしなことではない。だが、そうだとしたら兵を殺す必要はなかったはずだ。それに、本土の人間が助けに来たのならどうやってシェルタの位置を特定したというのだ──？

　可能性が低い。そう判断し、カルフは別の推測に移る。もう一つ考えられるのは、逆賊──ネムルたちが関係している場合だ。

　彼らは再三、一族の排除を要求してきた。だが、王宮は沈黙し続けた。何の行動にも出ていない。彼らから見れば、ずいぶんと強気な態度に見えただろう。そして苛立ちと焦燥──疑問を感じていたに違いない。

（ネムルたちは早まった行動をとった……焦っていた。それ以上に王宮の出方を見過った）

　彼ら自身、そのことに気付き、行動を起こしてきたのだとしたら。直接、王宮内に探りに来たのではないか。そしてその先で、偶然シェルタに出会ってしまったのだとしたら──。

（偶然……か？）

　ネムルたちが犯人だとした場合、果たして偶然にシェルタを見つけ、捕えることができただろうか。

　カルフは表情を歪め、すぐさま身を翻した。焦るな、見誤るなと自分に言い聞かせる一方、猶予などないと急きたてる声がする。

　──必ず無事に帰国させると、約束した。

　それは絶対に破ってはならぬ誓約だ。栽培師と侵入者が共謀者だったのではないかと言う輩が出る前に──更にその栽培師を連れてきた自身に疑いが及ぶ前に解決せねばならない。この状況を利用され、内部からの攻撃を受けぬために。

「……カルフ様」

「心配するな。すぐに終わらせる」

「しかし……！」

　剣を佩はき、いつもの長衣ではなく身軽な恰好で顔だけ隠した姿の主を見、ワルダは焦った声をあげる。

「手筈通りに動け。余計なことは考えるな」

　カルフは冷淡に、自分に言い聞かせるように告げる。

　身分など関係ない、おまえは生涯の友だと言ってくれたネムルと彼の妹。それを失うのがひどく惜しく、恐ろしくさえあった。庇いたいと思う気持ちは確かにあった。だが、その甘さがいまの事態を招いた。ならば自分の手で幕を引かなければならない。

　自らの責務を捨てられぬ以上──もう、決別は免れないのだ。
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　──やはり……この娘は一族の者であったか。まさかとは思っていたが、こうもたやすく王宮に入りこんでいたとはな。だがまだ殺すな。使い道は他にもある。

　──馬鹿な。あなたまでそう言うのか！

　──そう力むでない。すべては《導師》のためだ。お前たちに力を貸したのが誰か、忘れたのではあるまいな？

　獣が威嚇するように、ネムルがうめく。もやがかった意識の中、シェルタの直感が違和感を訴えていた。ネムルは誰と話しているのだろう。仲間たちとは違うようだ。立場が上の者なのだろうか。だが、相手の男の声は、どこかで聞いたことがあるような気がする──。

　そこで、また遠ざかってゆく靴音と共に意識が途絶えた。

　次に眼を覚ましたのは、激しい口論が聞こえたからだ。見張り役の男とネムルが言い争いをして、見張り役の男が肩をいからせて出ていく。

　自由に動かない手足は痺れを通り越して、感覚がなくなりつつあった。

　ひどく喉が渇いて、身体のすべてが水を欲していた。

（……水が欲しい。アクアテラの水が──）

　末端から自分が萎れていくのを感じる。もうずいぶんと長い時間が経った気がするが、どれくらいのときが過ぎたのだろう。光の射さない、閉ざされた箱のような部屋の中で唯一の出入り口の扉に、剣を抱えたネムルがもたれてじっとシェルタを凝視していた。

「……水が欲しいか、娘」

　シェルタは眼だけを動かし、ネムルに応じた。唇は引き結ぶことができても、切望の眼差しまでは隠せない。ネムルは嘲った。

「いい気味だな。水を司る一族が、水に飢える。お前たちには得がたい経験だ」

　シェルタは返事をしなかった。口内が乾いて、唇が縫い付けられてしまったかのようだ。

　やがてネムルは立ち上がり、部屋を出ていった。しばらくして、割れた杯を持って戻ってくる。

　その中身は水だと──しかもほとんど海水に近い、毒の強いものだとシェルタには気配でわかった。

「飲め」

　ネムルはシェルタの鼻先で足を止め、立ったまま杯を逆さにした。中にあった青い液体が、細い滝のようにシェルタの頬めがけて落下し、弾けて顔に散った。毒が細かな針となって肌を刺す感覚があった。

　だが、その痛みに顔をしかめる力もなく、シェルタはただ呆然としていた。想像すらしたことのない、ひどい侮辱を受けている──それが現実なのだと、頭が認識できない。

「どうした？　一族の者は浄化できるんだろう？　わざわざ真水をくれてやる必要はないだろう」

　歪な刃で切りつけてくるような情念が、なおもシェルタを苛んだ。ここまで直接的に憎悪されることがあるのだと知らなかった。それでいてネムルは、どこかシェルタではないものを見ているようだった。乾いていながら、どこか生々しい記憶を思わせる双眸。

　どうして──なぜ。

　なぜ、ここまで憎まれなければならないのだろう。彼がバラーの信徒で、自分が《水の一アヴェン族ト》だからか。

　次第に、焼けつくような熱が頭の奥に宿り始め、理不尽だと叫ぶ。自由にならぬ身がもどかしい。悔しい。

「何も知らないという顔だな。お前の一族がこの国で何をしたか──あのアーレが何をしたか知らないのだな」

　シェルタはぴくりと反応し、ネムルを見た。

「お前たちの家族であるあのアーレはな。この国でまるで女王のように振る舞った。国王陛下が慈悲深いのをいいことに、自分の浄化の力を他の者への圧迫に利用した。国王陛下の自分以外の側室を自らの奴隷同然に扱いさえした。身分の低い者など塵同然に思っていた。ある女性はあまりにひどい苛めにあって側室の座を降り、陛下の弟君のもとに嫁がされた。だがあの女はそれだけでは済まさなかった。哀れな元側室を自分の影武者として利用し、自分は暗殺から逃れ得ただけでなく、わずらわしく思っていたその女性を始末することすらやってのけた」

　シェルタは大きく眼を見開いた。心がまず否定した。あり得ない──そんなこと、あるはずがない。たとえ愛はなくとも、一族の者はみな、責任と誇りを持って他国へ嫁いでいくはずなのだ。決して力をひけらかしたり、それを利用して他者を貶めるためではない。

　だが──アーレの、癇癪を起こしたときの甲高い叫び声が耳にこびりついている。

「あの女は真水の流通を支配しようとし、混乱をもたらすことさえした。自分に侍る者には多くを与え、そうでない者には真水を盾に脅した。それでも従わぬ者には冷遇した。いさめられるのは陛下だけ。ただでさえ心労の多い陛下に、あの女は更に心労をかけるような真似をした。あの女を生かしておくことは、この国にとって害悪でしかない。あの女の血を引く子も禍の種だ」

　だが、とネムルは更に続けた。

「もっとも許し難い罪悪は、あの女を生み育て、この国に寄越した《水の一族アヴェント》どもの存在。あの女をいさめるでもなく、それどころか恩を押し付けてくるばかりで一族の者は何もしない。お前たちは大義名分を掲げているが、そうじゃない。ただ自分たちの力をかさにきて驕り、他国を操ろうとしているおぞましい一族だ。バラーの教えにある通りにな！」

「……っ、違う!!」

　かすれた声で、シェルタは叫んでいた。鈍くなっていた感覚が、熱におされる。強く否定しなければならない──その衝動だけがシェルタを突き動かした。

　ネムルは鼻で笑い、屈むと同時にシェルタの顎をつかんだ。

「ようやく話す気になったか。一族を侮辱されてそんなに悔しいか？　そうだな、お前らは身内を庇う。身内だけは大事にする一族らしいからな。他の者のことなど考えない──実に優雅な選ばれし民だ」

　吐き捨てるように言うと、顎にかかっていた手は離れた。

　次の瞬間、乾いた音が響き、シェルタは眼を見開いた。頬を張られた衝撃で、顔が逸れて地面についた。遅れて、熱と痛みがやってきた。

「言え。お前は一族の何だ？　なぜ王宮内にいた？　アーレが存命なのに嫁いできたのか？」

　見下す視線。蒸し返される殺意に、シェルタは射すくめられる。

　一族のことを言ってはいけない──自分は失言をしたのだと今更理解する。

　頬が痛かった。

　無表情に、ネムルはもう一度手をあげる。

　痛みを予測してシェルタがぎゅっと瞼を閉じると、ふいに人の声がした。

　ネムルの両眼が扉の向こうを見やる。

　慌ただしい声と足音はすぐに止み、数拍して扉がいきなり開け放たれた。

「何の──」

　険しいネムルの声が放たれるが、乱入者の姿を見たとたん、ネムルもシェルタも声を失った。

　剣を抜いた赤い眼の青年は、怯える少女に刃を突き付けたままそこに立っていた。

「カルフ……お前──!?」

　叫んだ声は驚愕に染まり、やがて唸り声のような憤りの息がもれた。

「何の真似だ！　ヤスミンを離せ!!」

　シェルタは呆然と眼の前の光景を見ていた。カルフが剣を持っていることも、それを少女に突きつけていることもなにか悪い夢のようだった。しかも単身で乗り込んできたように見える。なぜそんな真似をしているのだろう。

　ヤスミンという名らしい少女は、首に剣を突き付けられながら唇を噛んでいた。その顔に浮かんでいるのは恐怖ではなく、怒りと、悔しさと──悲しみのように見えた。

　ごめんなさい兄さん、と戦慄く唇がこぼした。

「カルフ、気は確かか!!」

「──その娘を返せ。ヤスミンを傷つけたくはない」

　ことさら低く押し殺したカルフの声は、かえってネムルの逆鱗に触れたようだった。ネムルの顔に赤がのぼり、剣の柄に手がかかる。

「魂まで権力の狗となり果てたか、カルフ!!　お前の過去はどうした！」

　剣を抜き放ち、逆上するネムルとは対照的に、カルフはどこまでもよくつくりこまれた鉄の仮面のようだった。激しく燃え盛る炎のような男と、凍てついた氷像のごとき男。

　だがそのどちらも、強い何かを内に秘めているところが似通っている。

　その何か──共通するものが過去にあるのだと、シェルタは直感した。

　すべての感覚が鈍くなり、どこか演劇を前にしているかのようにカルフたちを見つめていた。

「お前が誰よりも《水の一族アヴェント》を憎んでいるはずだろうが……!!」

　吐きだされた声に、シェルタは小さく震えた。

　憎む──カルフが？

　カルフの剣先が、かすかに揺らいだ。だが、それ以上は動かない。少し力を入れれば少女の皮膚が切れてしまうだろう。

「カルフ!!」

「娘を渡せ、ネムル」

　ネムルは吼えたが、剣先が震えていた。その先が、今度はシェルタに向けられ首の皮膚を薄く裂いた。

「……そこまで大事だというのなら、こいつを殺せば、お前に対する報復になるか？」

「大事な客人だ。ことによっては国交に関わる。もしその娘を殺せばヤスミンの命もない」

　シェルタは息をつめた。薄く食い込む刃の先が、かすかに揺れていた。鋭く細い痛みが、針のように刺す。

「──っ、くそ!!」

　高い音をたて、ネムルの放った剣が落ちた。とたん──それが合図であったかのように、カルフの背後から数名の男たちが部屋に飛び込んで、抵抗するネムルを縛り上げる。

　力の抜けたカルフの剣を突き放し、悲鳴をあげてヤスミンと呼ばれた少女がネムルに駆け寄る。

　カルフはそちらを見ようともせず、まっすぐにシェルタのほうに歩み寄ってきた。膝を折り、シェルタの手足を拘束していた縄を切る。

　シェルタはようやく手足の自由を取り戻したが、感覚がなくなっていて、動けなかった。頭のはたらきも同じだった。ただ、カルフを見上げることしかできなかった。

　赤を宿した眼がシェルタに降り、その目元がかすかに震えた。

「──裏切り者!!　嘘つき!!」

　甲高い声に、シェルタはびくりとした。顔を向けると、涙を溜めた少女が、突き刺すようにカルフを見ていた。兄と同じように縛られ、男たちに囲まれて部屋を出ていく。

　あとには、カルフとシェルタだけが残される。

　カルフは部屋を出ていった者たちに振り向かなかった。

「……でん、か……」

　シェルタははりついた喉を必死に動かす。何か──何か言わなければ。聞かなければ。その焦燥だけが、頭を支配した。

「あ、あ……本土の、家族に、害が」

「──大丈夫です。あなたのことは他に誰にも知られていません。あの男たちに何か話しましたか？」

　シェルタは頭を振った。

「彼らは逆賊です。取り調べを受けても彼らの話は信用されないでしょう」

　いつもと変わらない、その冷静な声がいまはシェルタを安堵させた。嘘ではない──気遣いのための優しい偽りではないとわかる。

　ああ、それから、それに。

「ごめ、なさ……」

「──姫？」

　カルフは怪訝そうな顔をした。

「私、役に、立てな──力、が、弱くて……」

　喉につかえながら、ようやくのことで口にする。溜息をつかれ、呆れられても仕方がないほど弱く役立たずだ。くわえて、こんな状況に陥ってしまった。それに、冷静なカルフの顔が──なぜか、痛々しいと感じる。

　ネムルの、その妹の叫び声が耳から離れない。

「ごめ、な──」

　カルフは傷ついている。そう直感する。痺れた頭が勘違いをしているのかもしれなかったが、それでも言わずにはいられなかった。過去──アーレ妃の行い。どこまでが真実で、どこまでが嘘なのかはわからなかったけれど。

「……姫」

　かすかな戸惑いを含んだ声が、シェルタを引きとめる。繰り返し、謝罪を述べようとしたシェルタを、驚くほど柔らかくさえぎる。

「姫、大丈夫です。あなたが謝る必要はどこにもない」

　落ち着いた、気遣わしげな声。シェルタはふいに言葉をなくした。どうしてカルフがこんな声を出すのか、どうして紅い眼がこんなに優しく見えるのかわからなかった。

　だから、ぎこちなく抱き起こされ、羽を包むように頭に触れられたときも、大きな戸惑いが先に来た。ただ困惑ばかりを浮かべ、カルフを見る。

　──低い声が、そっと告げるまでは。

「泣いていい」

　短く、少し無愛想にすら聞こえる言葉が、奇妙なほどシェルタの胸を貫いた。せきとめていた何かがゆっくりと動き、やがて急速に溶けていく。

　喉がつまって突然苦しくなった。

　シェルタは頭を振った。こぼしてしまうのがいやだったから、うつむいて唇を噛んだ。顔を隠したかったが、両手が動かなかったのでできない。

　平気です、と笑いたかったのに、ぴくりと痙攣した頬はうまく意思に従ってくれない。

　瞼の裏にある赤の飛沫。

　向けられた激しい感情。突き付けられた敵意。殺意。憎悪。与えられた情報。過去。

　張られた頬が、強く痛みだす。

　いやだ、と思った。こんなのは、いやだ。

　苦しい、悔しい、どうして──どうして私が。

　痛い。

　──恐い。

　自分の中にあるものがそう形になったとたん、眼からこぼれた。

　小さな音をたてて、落ちた滴が衣に丸い痕をつくった。それは次々と、雨のように痕を増やす。

　やがて両肩を震わせ、うつむいたまま声を殺して泣きはじめた娘に、カルフはそっと外套をかぶせて抱きあげた。

　そのまま、カルフとシェルタは部屋を後にした。
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　ほのかな灯りの中、白い頬に涙の痕がかすかに見える。悪い夢を見ているのかもしれない。ときおりうなされては、聞いているほうが耳を覆いたくなるような声で謝っている。おそらくは、家族に対してだろう。

　カルフは静かに息を吐き、こめかみを揉んだ。

　助け出した後、一族の娘──シェルタは、真っ先に家族のことを心配していた。家族に害が及ぶのを恐れていた。その原因を自分がつくったことで更に自分が疎外されることを恐れた、ということもあるだろう。だが、それにしては彼女は捨て身すぎた。まずは家族、そしてその次に他人であるはずの自分に謝罪して、指摘するまで、彼女自身の中に植えつけられた恐怖に気付けなかったほどだ。

（……おかしな娘だ）

　そして、哀れな娘だった。

　付き合いが深いとはいえぬ自分ですら、シェルタという娘が一族の中で婉曲に疎外されているとわかる。ならば、本人はもっと強くそれを感じているはずだ。それでもなお、これほどまでに家族を思っている。まるで、振り向かぬ親の背を必死に追いかける幼子のようだ。

　五歳ほどしか年が離れていない自分では、彼女の保護者代わりにはなれない──彼女が緊張を解いて泣ける場所にはなれないのかもしれない。だが、あれほどの目に遭っても、他者のことばかり気遣い、声を殺して泣く姿を見せられるのはそれなりに堪えるものがある。

　これがソティラスであったなら、もっと彼女の心をうまく解してやれたのだろうか。

　そう考えて、カルフはすぐに否定した。

　そもそもシェルタという娘を、政略結婚の相手としか見ていないのは自分もソティラスも同じだ。本意ではないとはいえ、それなりに口説くような真似をしている。あまり効果が感じられないのは、自分の不作法と、彼女にその気がないからだろう。こんなことをやっていたのでは、彼女が泣ける場所にはなれない──保護者代わりのようなものになれるはずがない。

（……参ったな）

　カルフは溜息をついた。感傷が過ぎるとは思ったが、このように思い始めてしまえば、もう結論が出てしまったに等しい。

　これ以上、シェルタを危うい目に遭わせるわけにはいかない。今更ではあるが、また何か厄介ごとに巻きこまれないうちに帰してしまったほうがいい。

　──この娘は《水の一族アヴェント》だ。

　頭のどこかで響く声に、カルフは反駁を加える。

　──だが、この娘はアーレと同一ではない。











四章









　シェルタがようやく寝床から出られるようになったのは、助け出されてから三日経ってのことだった。わずかな部下と共に自ら乗り込んできたカルフが、シェルタを抱えて私邸に戻ったのだ。久しぶりに足がまともに床を踏む。家の中は静かだった。

「……あれから、どうなったの？」

　シェルタは、食事を運んできたワルダを見て問うた。主人と同じように、きりりとした顔立ちの使用人はあまり表情を崩すことなく答える。

「あなたは逆賊に誘拐され、その先で既に殺されてしまっていたということにしました」

「え……」

「近いうちにお国へ帰っていただきます。カルフ様がそのようにお考えです」

　シェルタは面喰らった。つまり、自分の力はもう必要ない──すべては解決したということなのだろうか。

　ふいに、ネムルの姿を思い出して身震いが起こった。

　それから、耐え切れずにカルフの前で泣き出してしまったことをも思い出す。

（……殿下は、どうしてあんなことを言ったんだろう）

　泣いていい、などと言われたことはこれまでなかった。その声色があまりにも柔らかく優しかったから、かえって強がることもできずにこぼれてしまったのだ。

　思い出すと、シェルタはいてもたってもいられないような、落ち着かない気持ちになる。それに、状況がどうなってしまったのかを知りたい。

「……あの、ワルダさん」

「敬称をつける必要はありません。何ですか」

「その、殿下にお話ししたいことがあります。お会いしたいと伝えてください」

　ワルダは一瞬、躊躇するようなそぶりを見せた。だがすぐに忠実な仕え人の顔を取り戻して一礼し、部屋を辞していった。




　カルフが訪れたのは、その日の夜のことだった。

　部屋に入ってきたすらりとした長身の彼を見、シェルタは引っかかりを覚える。いつもと変わらぬ、怜悧で整った顔立ち──だが、疲労の影が濃く見えるのは気のせいだろうか。

「お疲れですか」

　気付けば、シェルタはそう発していた。口にしてから、あ、と手で覆う。

　疲れているのは当たり前だろう。彼は決して暇ではなく、自分を救出するために自ら動くということまでやってのけたのだから──。

　だが、そんな愚問にもカルフは律儀にいいえと落ち着いた声で返した。

　卓をはさんで、シェルタの向かいに座る。

「お話があるとのことですが、何でしょうか」

「はい──」

　シェルタはしばし、自分の言いたいことをまとめるのに苦労した。ぎゅっと自分を抱くようにして、手に力をこめる。

「お聞きしたいことがいくつかあります。まず……給水所の占拠については、どうなったのですか」

「──占拠されていた給水所はすべて解放されました。主犯の男と共犯の者を捕縛し、一掃しました。いまは給水制限も解かれています」

　淀みなくカルフは答える。シェルタは安堵した。

「……では、私はもう必要ないのですね」

　そう言う声が、少し震えた。喜ぶべきはずなのに、結局自分は何もできず、それどころか事態を悪化させただけで、知りたくなかったことも知ってしまった。けれど、ようやく──帰ることができるのだ。誰も自分を脅かさず、穏やかに息をするだけの、隠された安寧の日々に。

　シェルタは自分の気持ちがわからなくなった。

「姫には感謝しています。私はあなたを巻き込み、心身に多大なる負荷をかけてしまいました」

　思いもよらぬ言葉に、シェルタは顔を上げてカルフを見た。あまりに予想外の言葉であったから皮肉なのかとも思ったが、赤い眼に刺々しい光は見当たらない。

「私こそお役にたてませんでした。それに、殿下は自ら助けに来てくださいました。謝るのもお礼を言うのも私のほうです」

　紅玉のような瞳が、ひたとシェルタを見つめた。

（……綺麗な眼）

　思わず魅入りながら、そんなことを考える。炎の色をしているのにいつも冷静で変化に乏しいが、決して凍てついているわけではない。

　ふいに、耳の奥に蘇る声があった。ネムルの叫び──憎悪。その原因。

「あの、ネムルという方が話していたことですが……」

　カルフが否定してくれたらいいとひそかに願いながら、シェルタは口を開く。カルフはわずかに驚いたような顔をしたが、何も言わずじっと聞く姿勢になった。

　嫁いできたアーレ妃の、横暴な振る舞い。被害に遭った他の側室の女性たち、周囲の者たち。後に残した憎悪と禍根。

「……真実なのですか？」

　躊躇しながらネムルから聞いたことを言葉にして、シェルタははっとした。

　ネムルもまた、アーレの被害者なのだろうか。そして、カルフも──。

　カルフは息も聞こえぬほど静かに聞いていたが、やがて頭痛を堪えるように顔をかすかに歪め、浅い息を吐いた。

「そうです」

　呆気ないほど、短い肯定の言葉が返ってくる。

　そのせいか、シェルタは信じられなかった。──信じたくなかった。だが、思考は高速で巡る。

　アーレ妃以外の側室──特に苛められて後宮を去り、別の男のもとへ嫁いだという女人。

　なぜか、その女性のことが引っかかる。

「しかし貴女には直接関係のあることではありません。気にやむ必要はないのでは」

　少しだけ冷たく、だがそれ以上は何も含まぬ声だった。ここでシェルタが首を縦に振ってもカルフは何も言わない。責めない。そんな気がした。

　だから、シェルタは首を横に振った。

「私とて、一族の人間です。無関係ではありません」

　ここで関係がないと言ってしまえば、細く繋がっている糸を自分自身で断ち切ってしまうことになる。それに──話しておかなければ、カルフとの間にもわだかまりができたままになる気がした。

　シェルタはさまよわせていた視線をカルフに繋いだ。

「……殿下、思うところがあるなら私に話してほしいのです。ネムルという方は、あなたもまた過去に関係すると言っていました。あれは……」

　勢いに任せて言い切ったあと、シェルタは失言を悟った。いくらなんでも、これは無礼だ。踏み込んだ内容になると明らかにわかるのに、友人や家族でもない自分が聞いていいことではない。

「あ、あの、ごめんなさい。話せるものであったら、話してほしいと──」

　しどろもどろになりながら続ける。カルフは表情を変えなかった。それから沈黙が落ちる。

　さすがに不快に思ったのだろうかとシェルタが不安に思っていると、薄い唇が開かれた。

「まるきり私事になりますが。私の母は、もとは陛下の側室でした」

　いきなり、核心を突くようなことを言われる。シェルタは少し口を開きかけたまま硬直した。

「当時、おそれ多くも陛下のご寵愛をいただいていた身でしたのでアーレ妃は快く思われなかったのでしょう。それに心を痛められた陛下は、自らの弟のもとに母を下賜することを決めました。しかしそのとき既に、私を身ごもっていたようです」

　シェルタは内心でうなずきながら、考えをまとめる。だが、すぐに引っかかった。

（……あれ？）

　とたん、シェルタは大きく足を踏み外した感覚に襲われた。鼓動が速くなり始める。

　国王の子を、カルフを身ごもっていたのに、側室の姫君は家臣のもとに下賜されたのか。だとしたら生まれたカルフはどうなるのだろう。思わずシェルタは当人を見た。するとすぐに察したのか、説明を加えてくれる。

「陛下には既に第一王子もいらっしゃいましたし、私はしばらく母と一緒に叔父上のもとで育てていただきました」

　別段なんでもないことのように、カルフは言う。だがシェルタには、それがひどく複雑で、理解の及ばぬものに思えた。シェルタはやや一族から離れたところにいるとはいえ、実の父母がはっきりしていて、一応は彼らの庇護下で育てられている。

　ひやりと背を冷たいものが駆けた。

　カルフの母は──下賜された側室は、そのあと、どうなったのか。

「母はその後、アーレ妃を襲撃した過激派の手によって殺されました。アーレ妃が母を影武者にしたようです」

　淡々と語る声は、まるで母を殺された息子のものではなかった。

　だが、だからこそ──嘘いつわりを言っているとは思えず、ただ、事実を述べているだけであるように思われた。

「護身のために身代わりをたてることには、私も異論はありません。しかし周囲を押し切ってあえて母に役を負わせたことを、私は疑問に思います。護身の目的だったのではなく、過激派を利用して端から抹殺する気だったのではないかとの噂がたったのも仕方のないことと思います」

　シェルタは何も言えなかった。何も言えるはずがなかった。内臓がぎゅっとしめつけられ、吐き気のようなものがせりあがる。信じられなかった。

　真紅の双眸にはかすかな揺らぎが見えた。暗闇の中でひときわ熱と光を放つ、炎の色。

　カルフがときおり見せた、鋭い光の色──垣間見えた呆れ、怒り、冷たさ。常が無表情なのは、その下に隠したいものがあるからではないか。

　シェルタは愕然とした。一族の娘であり、その意識を誇りに思っている自分では、そもそもカルフと友好的になれるわけがなかった──なれる資格などなかったのだ。

「私はアーレ妃と、彼女を許容し擁護する一族の方の姿勢に疑問を持っています。それはいまでも消えない。同時に、過激派の行動も許容できません」

　私事と言い、あくまで感情を抑制したカルフの声が、シェルタには責め苦のように聞こえた。

　もし、自分がカルフの立場であったなら、これほど自分を抑制できただろうか。意味のない仮定だとは思いながらも、考えずにはいられない。

　言うべき事実をすべて言ってしまったのか、カルフはそれ以上を口にしなかった。

　無言の間が生じる。

　シェルタは唇をかすかに開いた。謝罪の言葉を口にしようとして、だが重い何かが喉の奥につまってうまくいかなかった。

「謝罪は要りません」

　まるで心の内を読んだかのようにカルフが言った。

「あなた個人に非があるわけでもなく、いまのあなたは一族の代表でもない。謝罪しても互いに何かが解決するわけでもない」

　落ち着いた、けれど反論を許さぬ口調だった。

　たとえシェルタがここで謝罪したところで彼の気持ちを和らげるものではないのだと示唆された気がして、シェルタは頬を赤くした。

　羞恥と自己嫌悪で消えてしまいたくなった。

（……私、なんてことを……）

　なんという傲慢な思いこみをしたのだろう。自分が謝ることで、あたかも一族を代表し、それでどうにかしようなどと。話で聞いただけにすぎぬカルフの過去に、無意識に踏み込もうとした。

　顔を合わせられず、両手を握りしめて耐える。

　互いに何を言うでもない沈黙が続き、しばらくしてカルフは部屋を出ていった。
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　自室に戻ったカルフは深く息を吐き、上衣と頭布を脱いで寝台に横たわった。仰向けになり、前髪をかきあげる。

（……何を戸惑っているんだ）

　自分がいま抱いている感情は、言葉で形容することができない。一族の娘──シェルタ＝アヴェント。明確に利用されたとわかっていて、あんな目に遭ってもなお光を失わない碧眼を奇妙に思った。

　彼女の持つ青は、アーレとは──自分の知る《水の一族アヴェント》とは異なる気がする。

　そこまで考えて、すぐに馬鹿馬鹿しいと思った。

　シェルタという娘は一族の中にあってとりわけ特殊な位置にいるのだ。通常の一族とは違って当然だろう。それを不快に思わないだけましというだけだ。

　カルフは一つ嘘をついた。

　──給水制限が解かれた、という嘘だ。

　眼を閉じ、思考を切り替える。

『……真水をどこへやった、ネムル』

　地下牢に閉じ込められ、手足を縛られても、ネムルは不敵な笑みを崩さなかった。鉄格子越しにカルフが問うても、表情を乱さない。たとえ自分が捕まっても、まるで恐怖も後悔も感じていない眼。

　こんな状態になってもなお、自分が不利でない──自分は失敗していないと思っている者の眼だった。

　それを裏付けるように、取り戻したはずの給水所の貯水量は大幅に減っていた。たてこもっていた彼らがどれほど贅沢に水を使おうと、あれほどの量は減らない。しかもいくつもの給水所が同時にだ。

　どこかに隠したか、あるいは自棄になって捨てたとしか考えられなかった。

『なぜ、俺たちがこんなに早まった行動をしたと思う？』

　牢の中で不敵に笑ったかつての友を、カルフは痛ましいと思った。正気を失ってしまったのかとも疑ったが、そうではない。

　なぜ、ネムルは今回の事件を引き起こしたのか。

　いくら熱心なバラーの信徒であったとはいえ、彼は決して無謀ではなかったし、給水所を占拠して王宮を脅す、などという暴挙に出るような人間ではなかった。

　それに給水所を占拠できるだけの武力などそもそも持っていないはずだ。

　だが、それも──あくまで単独での話だ。

『誰にそそのかされた。水はそいつが運び出したのか？』

　カルフは険しい声で問うた。ネムルは、それには甲高い哄笑で答えた。裏切り者に話すつもりはないらしかった。

『言え。ことによっては減刑できるかもしれない』

『今更恩を着せようというのか？　俺の気持ちまでは汚せんぞ』

　カルフは一瞬言葉につまり、憎しみを覚えた。かつての友を、こんな暗い場所に閉じ込めざるを得ない自分を。彼の妹まで裏切り、脅したことを。そして、ネムルをそそのかしてこんな暴挙に導いた誰かを。

『──言え、ネムル！』

　叫びに答えるのは、ただ嘲笑する声ばかりだった。

　カルフはゆっくりと瞼を持ち上げ、意識をいまへと引き戻す。感情に任せて叫んでも、ネムルから答えを引き出すことなどできるはずがなかった。ああして叫んでしまった時点で、自分の負けだ。

　妹の──ヤスミンの憎悪に満ちた声が、耳から離れない。

　裏切り者。嘘つき。本当にその通りだ。

　結局ネムルたちを捕縛するのであれば、もっと早くにそうすればよかったのだ。最初からヤスミンを脅していれば、ネムルたちの場所はすぐに割り出すことができた。だが、ヤスミンを脅し、ネムルごと捕縛するのにはどうしても抵抗があった。現にネムルもヤスミンも自分がここまでするとは思っていなかったに違いない。

　彼らと過ごした幼少の時間は、カルフにとって数少ない温かなものだった。

　唯一、身分を気にせず接してくれる友人がネムルとその妹のヤスミンで、ともに学び、遊び、怒り、泣き、笑った。カルフが自分の母の死について思い悩んでいたときも、彼の代わりにネムルが激怒してくれた。

　──お前はもっと怒っていい！　お前の母上はあのアーレに殺されてしまったんだぞ！　お前はあいつを憎んでいいんだ！

　そう真面目に怒鳴りつけて、自分のことでもないのに泣いていたネムル。声もなく泣いて、抱きしめるというよりはすがりついてくるに近かったヤスミン。二人の側は、息がしやすかった。

　──俺とヤスミンはずっとお前の味方だからな！　大人になったら、お前の衛兵にでもなってやる！

　──じゃあ、私は侍女で！　ずっと……三人で、いられますように。

　二人と同じ望みを、自分も抱いた。祈り、願いもした。あの日々がずっと続くとは思っていなかったが、二人との絆は永遠だと信じた。いつでもあの日々は鮮明に思い起こせるほど近しいと感じていたのに、いまはもうひどく遠い。

　カルフはしばし目元を手で覆い、息を止めた。

　耳に痛いほどの静寂の中、浅く呼吸を繰り返し、思考を進める。

　──これほど大それた行動に出た者たちに待つ結末は極刑でしかない。

　それを少しでも軽減するためには、ネムルをそそのかした者の存在を明らかにしなければならない。その黒幕こそが真水を奪い、いまもどこかに潜伏している可能性がある。

（ネムルをそそのかして行動に移させた──それすらも陽動だったのか。本当の目的は給水塔から真水を運び出すことだったのか？）

　だとしたら、その大量の真水を使って何をする気なのか。換金目的にしては手間がかかりすぎるし、王宮を脅迫するにしても二度手間になる。かといって運び出すには人目につくはずだ。

（──くそっ）

　考え事をしている間に、もう夜が明けようとしている。眠れるはずもなかった。身体に緊張を満たしたまま、カルフは起き上がり、身支度を整えた。

　もう一度、ネムルを訪ねて尋問するしかない。

　できればそんなことはしたくないが、彼が口を割らぬようなら、また妹を盾にしてでも聞き出すほかない──。

　数人の侍従を連れ、うっすらと明るくなり始めた都を駆けて、カルフは王宮近くの兵舎に向かう。華やかな装飾ときらびやかな佇まいの王宮とは異なり、より分厚い壁に囲まれ、屋根もひらたく煉瓦の色が剥き出しになった建物だった。王直属の親衛隊は別として、取り調べの必要がある罪人や位の低い兵士たちはみなこの兵舎に住まわされている。

　卑屈なほど頭を垂れる門番や住人たちとすれ違いながら、地下牢へと向かう。地下へと続く階段は陰湿な冷気をまとって、独特の暗闇は巨大な生き物の口腔のように見えた。

「お前たちはここで待て」

　怯える侍従たちに言い聞かせ、自ら灯りを持ってカルフは階段を下っていく。

　ふと違和感を覚えた。昨日はあれほどこだましていたバラーを讃える歌や、話し声が聞こえない。さすがに疲れたのだろうか。

　地下牢は細い道が奥へとずっと続き、左右に鉄格子の牢が並ぶ。その最初の牢屋の前まで来たとき、カルフの嗅覚を異臭が刺した。持っていた灯りを向けると、奇妙な影の正体が露あらわになった。

　牢の奥で、男が倒れていた。寝ているようだが、それにしては手足がねじれるように投げ出されていて不自然だ。カルフは眼を凝らし、それから息をつめた。

　振り向いて後ろの牢を、更に隣の牢を見る。どの囚人も、それぞれ仰向けやうつ伏せになって倒れていた。

　こちら側に頭を向けて倒れている男は力なく口を開き、唾液が大量に流れている。

「──っネムル！」

　カルフはとっさに奥の牢に囚われている男の名を呼び、駆けた。

　そして目的の牢の前に立ったとき、言葉を失った。

　囚われの身となっても不敵な笑みを放ち、昨日まで憎悪の言葉を吐いていた青年は、いまやぴくりとも動かなくなっていた。上半身が壁にもたれ、だらりとした手から粗末な杯が転がっている。半開きの眼は、もう命の光を宿していない。

　この階にいる囚人はすべて同様に、こと切れていた。

　カルフは唇を引き結んだ。それでも堪えきれず、かつての幼馴染みを呼ぶ声がもれた。手を鉄格子にたたきつけ、額をぶつける。膝から力が抜けていく。

　その場で崩れそうになるのを、必死にとどめた。

　──だめだ。いまはまだ。

　何度か拳をたたきつけてせりあがってくるものを凍らせ、急いで戻った。待たせていた侍従たちにすぐさま命令を飛ばす。

「厨房をおさえろ。誰も出られぬようにしておけ」

　忠実な一人の男がすぐにうなずき、他の仕え人もそれにならい、早足で出ていった。

　カルフは次に看守に視線を向けた。萎縮する男に怒鳴りつけたい気持ちを抑えて問う。

「囚人たちに食事を運んだのは誰だ」

「は、はあ……」

　看守は戸惑うように視線をさまよわせたが、カルフの剣幕に怯えたのか、振り向いて周囲にいる男たちに怒鳴った。

　すると、肩を縮こませながら一人の男が進み出てくる。

「毒を盛ったのはお前か」

　カルフはいきなり問うた。とたん、看守をはじめ周囲の者たちが眼を白黒させ、ざわめく。

　質問を受けた男もまた、同様だった。

「牢を見てこい。全員死んでいた」

　看守に告げる。すると、数人と共に慌てて地下へ走っていき、すぐに悲鳴が聞こえた。

　転ぶように看守たちが戻ってきて、食事を運んだ男を睨みつける。

「お、お前は……!!　捕えろ!!」

「な……お、俺は、何もしていない！」

　喚き散らす男を、看守たちが縛りあげる。

　カルフは眼を眇めてその様子を見ていた。犯人はこの男ではないと直感していた。

（……口封じのためにネムルは殺された。真水を奪った黒幕の犯行か……。だがその一味がこんなわかりやすい犯人を残しておくはずがない）

　言い訳を並べ立てる看守を無視し、カルフは足早に建物を出た。

（ヤスミン……！）

　彼女は女性であるから、別の場所に投獄されている。看守も女性で、男性は立ち入り禁止だが、いまはそうも言っていられない。足早に歩き、焦るな落ちつけと自分に言い聞かせているうち、声をかけられた。ワルダだった。

「カルフ様、ソティラス・イエネオス様が、急ぎの用があるとのことでしたが──」

　思わぬ名が出て、カルフは眼を見開いた。そして、どうしていま、と強い苛立ちを覚えた。

「わかった。用を終えたらすぐ戻る。家で待つように伝えてくれ」

　ワルダは深く頭を下げ、去っていった。

（こんなときにソティラスが戻ってくるとは……）

　一抹の不安を覚えながらも、まずはいま起こったことに素早く対処すべく、カルフはヤスミンが投獄されている牢へ急いだ。




「おや、早かったねカルフ」

　私邸へと帰り、客間に向かったカルフはくつろいだ姿のソティラスに迎えられた。

「用事はすんだのか？」

　カルフは疲労の混じった息でそうだと答えた。ひとまずヤスミンの無事を確認しただけですぐにとって返したのだ。

　ソティラスに向かい合ってソファに座る。

「それで、急用とは？　探し物は見つかったのか」

　主導権を握られまいとして、カルフは先に口を開く。ソティラスの指が杯の淵をたどる。

「君には感謝しているよ。立場を慮りながら最大限の譲歩をして私に協力してくれている」

　カルフは身構えた。ソティラスがことさら婉曲な返答をするのは、何かあるときだ。

「《蝙蝠ニフテリザ》のことは、君はどこまで知っている？」

「……狂信者かつ諜報員らしい、ということぐらいは」

　ソティラスがここ数年、躍起になって探している男の名だった。カビール国で、カルフはその男の名を聞いたことはない。それというのはつまり、かの男がこの国ではまだ何も起こしていないということを意味していた。

「この男はバラー総本山の使徒の一人らしくてね、我が国で問題を起こして逃亡した。調査したところ、どうもこの国に逃げ込んだらしい」

「知っている。ニフテリザは貴殿の国で何をした？」

「水の強奪」

　さらりと短い答えが返ってくる。カルフの直感は強く反応した。このときに、同じ内容の事件──あまりにでき過ぎてはいないか。

「複数の給水塔を汚染し、真水を強奪した。幸い、被害が広がる前に発覚したんだが。ニフテリザからすれば、我が国はオチェーアノ教をいただいている邪教の国。罰しているつもりらしい。奪った真水は《導師》のもとへ運んでいるとかいないとか」

「──馬鹿な」

「そう、確証はない。だが奪った真水の用途や行方が不明なのもまた事実だ」

　ソティラスの眼は、光の加減によって薄い青色に見える。日頃は温厚そうな、育ちの良さを滲ませるこの男は、ときに獰猛な牙をむくことをカルフは知っていた。たとえば、いまこのときのように。

「……同じ信徒としてニフテリザを我が国が庇っているとでも？」

　ソティラスは肩をすくめた。

「疑ってはいるね。彼は普通の犯罪者とは違う。いわゆる狂信者で、本山にいる《導師》のためだけに動いている。君の国にもいるだろう、そういった過激派が」

　とたん、カルフの中で何かが小さな火花をあげて繋がった。

　性急な行動に出たネムルたち。更に裏で糸を引く黒幕。奪われた真水。

（そのニフテリザが関係しているというのか）

　もし、そうだとしたら。ニフテリザが真水を奪ったとしたら、そしてソティラスの推測が正しいとしたら、水は総本山──《導師》のもとへと運ばれるということになる。だが、どうやって？

　この国に逃げてきたというニフテリザが、こうも簡単にネムルたちを操れるはずがない。それに水を運び出すだけの手勢もどうやって揃えるのか。

「ニフテリザは単独犯か？」

「ああ。しかし奴は思わぬところに潜り込み、人心を操る術に長けている。君も、知らず知らずのうちに懐に潜り込まれているんじゃないか？」

　カルフは眉をひそめた。

（懐──）

　もしニフテリザが、ネムルの裏にいたのだとしたら。彼は用済みとなったネムルを抹殺したに違いない。だが、牢に入れられていた彼らを毒殺するなど──たとえ巧妙な偽装をしていても、兵舎に出入りできるそれなりの身の者でないと無理だ。それに行動が早すぎる。まるでこちらの手の内を読んでいるかのような──。

（……内側に、いる）

　動悸が激しくなった。それは推測でしかなかったが、否、そうに違いないという直感がはたらいた。

　ニフテリザはいる。なんらかの形で、自分の近くに──王宮内に、いる。だから真水を隠し通せている。兵たちの動きを読めているがゆえに。

（では誰が）

　素性の知れぬ男を王宮内に入れる、しかもそれなりに王宮内の動きが読める位置に持ってくることなど無理だ。それこそ、位のある文官か、その付き人でもなければ──。

　とたん、カルフの中に鋭い閃きが起こった。

　一人だけ、思い当たる男がいた。主人の代理として、王宮内に出入りできる男。老大臣の《目》。イブンの陰に隠れ、アーレ妃を訪れてあの場にいたシェルタの姿をも見ることができた者。

（……あの男！）

　まさかという思いと、それしかないという思いとが交差した。

「どうやら思い当たることがあったようだな」

　ソティラスは両手を組んだ。

「本題に入ろう。私の目的はニフテリザの捕縛。だが、奴は少々厄介なところに入りこんでしまったようだ。君が引き渡してくれるなら他には何も求めない。だが協力を拒み、隠すのなら手荒な手段を取らざるを得ないだろう」

　カルフは押し黙った。ソティラスは軍人であり、メガロス皇国では軍部の中枢にいる人間だ。好機を逃す男でもないし、取引を覆す男でもない。

「……手荒な真似をすれば国交がこじれるぞ」

「お互い様だろう。そうしたくないのは私も君も同じ。だが我が国に打撃を与えた凶悪犯を庇うというのは果たして友好国として正しい選択かな？　私はいたって穏便な提案をしているつもりだよ、カルフ。悪い条件ではないと思うが」

　カルフは黙った。それが肯定を意味すると、眼の前の男は知っている。

「心当たりがある。ついてこい」





＊






　──何かあったのだろうか。

　窓の外から入りこむ夜光を見、シェルタは胸騒ぎを覚えた。ここ数日、カルフの姿を見ない。すぐに国に帰すと言われてから、動きがない。

　昨日、何やら下の階が少し騒がしくなって誰か来たように思えたのだが、ワルダに部屋から出るなと厳命されていたため、確かめられなかった。

　シェルタはいまやカルフの家に居候する単なる客人でしかなかった。自分が住んでいた離宮とはわけが違うし、丁寧に扱われ、ただ寝泊まりしているだけでは居心地が悪い。

　突き出した窓から町を覗くと、兵の姿がしばしば見られた。

　とてももとの平和な状態になったとは思えない。それとも、兵たちが厳しく見回りすることがこの国の習慣なのだろうか。

　ふと、高い悲鳴のようなものが下から聞こえた気がして、シェルタは思わず足元を見た。

（ワルダ……？）

　首を傾げるも、あのワルダがそんな声をあげるわけがないと思い直す。なら、別の女性の悲鳴だろうか？　部屋を出て確かめようとしたところで、扉がひとりでに開いた。この部屋にもっとも出入りしているのはワルダであるから、扉の向こうに立っているのは彼女だとシェルタは思った。だが、違った。しまった、とすぐに頭から血の気が引いていった。

　扉の向こうに立っていたのは見知らぬ男性だった。正確には、一度だけ見たことがある。王宮内の給水塔──アーレ妃の代わりにこもっていたときに訪ねてきた弱々しい印象の男だ。確か、大臣の《目》と言っていた気がする。

「カルフ殿下からのご命令で、お迎えに参りました」

　男はさして驚いた様子もなく、平淡な声で用件だけを告げた。

「カルフ殿下が……いま、どちらにおられるのです？」

「いらっしゃればわかります。急ぎの用です、お早く」

　シェルタが困惑する間にも、男は急かしてくる。カルフの名前を出され、急きたてられればシェルタも部屋を出ないわけにはいかなかった。

「あの、ワルダは？」

「同じくカルフ殿下の後を追って先にいかれましたよ」

　男はすらすらと答える。シェルタはとりあえず自分で外套を羽織り、階段をおそるおそる降りた。

「あの、さきほど下の階から悲鳴が聞こえたように思えたのですが」

「気のせいでしょう」

　男は興味なさそうに言う。

　ワルダが自分を置いて先にいってしまったということに違和感を覚えたが、彼女がカルフに心酔していることはわかっていたので、すぐに追いかけていってしまったのだろう。

　馬車は正門ではなく邸宅の側面に、隣の建物の影の中にとけこむように止まっていた。

　シェルタは男の他にいた従者に支えられながら馬車に乗った。男と向かい合う形で座ると、すぐに馬車が動き始める。

　小さな窓から、シェルタはカルフの私邸を見上げた。やがてそれも遠くなってゆき、やけに人気の少ない通りを抜け、外壁を抜け、カビール国の首都を脱出する。建物とその影と宮殿や塔がひしめきあっていた都の風景はなくなり、ひたすら緑と土の平地が広がる。細い一本の水路が、都へと伸びている。

　シェルタは身動ぎした。なんだかひどく落ち着かない。馬車に慣れていないせいだろうか。

（ずいぶんとこの馬車は速く走るのね。カルフ殿下はどうなさったのだろう。何か、よくないことが起こったのかな）

　そして自分を呼びつけるということは、水の浄化か、あるいはもっと別のことか。

　シェルタがそんなことを思っていると、突然、大きな衝撃がはしって前のめりになった。馬の嘶いななきが響く。

「何事か!!」

　体勢を崩しながらも、男が険しい声をとばした。脇や肘をしたたかに打ったシェルタは顔を上げた。男の別人のような声色に、なぜか聞き覚えがあるような気がした。いつのことだっただろう。

　外からは、人の怒声と蹄の音がいくつも聞こえた。不安を覚えると、静かな、けれどよく通る声がした。

「どこへいく？」

　シェルタは大きく眼を見開いた。扉が開かれ、声の主の従者らしき者が恭しく手を伸べてくる。

　手が自分に向けられたものとわかり、シェルタが困惑していると、向かいの席に座っていた男が腕をつかんだ。その不自然なほど強い力に、シェルタは目元を歪める。

「離してください……っ」

　男に腕をつかまれたまま、引きずられて馬車を降ろされる。体が傾いて転びそうになった。だがふいに、腕を無造作に引っ張っていた力がなくなる。

　見ると、男は喉元に剣を突きつけられていた。

　シェルタは男から分離され、見知らぬ兵の背に庇われた。

　剣を突きつけられているにもかかわらず、男はさして動揺した様子もなく、むしろ傲慢な態度を露わにして立っていた。まるで別人のような態度に、シェルタは眼を疑う。

　馬車は複数の騎兵に囲まれていた。降りた先にはひときわ目立つ二騎があり、その馬上の主を見、シェルタは更に愕然とした。

「ソティラス殿下……？」
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　鮮やかな金糸の貴人は、何事もなかったかのように微笑んだ。

　なぜこんなところにソティラスが──しかもカルフと一緒にいるのだろう。

「会いたかったぞ、ニフテリザ」

　ソティラスは、シェルタを連れ出した男に向かって優雅に笑んだ。

　混乱するシェルタを置き去りにして、ニフテリザと呼ばれた男とソティラスが対峙し、カルフもまた視線を向ける。

「ずいぶんと手のこんだ真似をしたな。大臣殿の本物の《目》は──既に手をかけたか」

　シェルタはカルフたちの兵に庇われながら、その殺気立ったやりとりを聞いていた。困惑が増していく一方、剣呑な空気に、口が挟めない。一体、どうしたというのだろう。カルフのもとに連れていくといったこの男が嘘をついたのか、なぜそんなことをしてまで自分を連れ出そうとしたのか──。

「水をどこへやるつもりだ」

　カルフの問いに、ニフテリザと呼ばれた男は唇を鋭くつりあげた。

「《導師》のもとへ献上する気か。国を裏切り資源を盗んで、あたかも自分の手柄であるかのように大きな顔をするのか？」

「敬虔なるすべての信徒は《導師》にすべてを捧げるのが当然というもの」

　嘲笑と共に答える男を、シェルタは信じられない思いで見つめた。

　裏切り──盗み──水。一体どういうことだろう。

「殿下、あなたもバラーの信徒となって救われたはずです。横暴で傲慢な一族を正面から糺ただすことができるのはバラーの教えをいただくものだけ。信仰だけが一族に虐げられし者を救済することができる。国も忠義も関係ないのです」

　シェルタは言葉を失った。男──ニフテリザが発した言葉で、この男もまた自分と一族を憎む者なのだと知った。その男に、自分は騙され連れ去られようとしていた。もしこうしてカルフたちが止めてくれなかったら──。

「殿下、私と共に《導師》のもとへいきましょう。《導師》はあなたを守ってくださり、一族を罰してくださる。それだけではない。信仰が足らず、一族の横暴を甘受するこの国の王族も、《導師》ならば罰することができる」

「──カルフ」

　饒舌なニフテリザをさえぎるように、ソティラスが呼ぶ。

　カルフは一度眼を閉じ、息を吐いた。

「水はどこだ、ニフテリザ。長話は後でいやというほど聞いてやる」

「……母君を殺したアーレ妃をお許しになられるのですか？　そのアーレ妃を野放しにするこの国の王族のことも」

　ゆっくりと諭すような声が言う。

　シェルタは思わずカルフを見た。赤い瞳が凍りついていた。

「私はこの国の王族の一員で、母を直接手にかけたのはお前たちのような狂信者だ」

　すっとカルフが片手をあげる。すると、周囲の騎兵たちが包囲網を縮めた。ニフテリザは微動だにしない。

「私を捕まえれば真水のありかは教えませんよ。殿下、私と共に来なさい」

「くどい」

　カルフは間髪入れず切り捨てた。そのまま、カルフとソティラスが率いた包囲網がすべてを捕縛するかに思えた瞬間、ニフテリザの手がふいに動いた。投とう擲てきされた鋭利な何かは、騎兵の一人の喉を正確に穿うがち、倒す。そこにわずかな隙ができ、ニフテリザは包囲網をすり抜けた。

「待て！」

　もっとも早く反応したソティラスが、馬首を翻して男を追う。更に二名ほどがソティラスの後に続いた。残りは倒れた騎兵に駆けより、声をかけ、それから頭を振る。

「姫、ご無事ですか。お怪我は」

　シェルタはかすかに震えながら大丈夫です、と返した。カルフの顔を見ることができなかった。

　眼の前で起こった出来事が、まだ信じられない。

　だが、ネムルたちに捕まってそれほど日が経っていないというのに、今度は容易に騙されて自ら出ていってしまったのだということだけはわかった。

「あの、ワルダは……」

「気絶していましたが無事です」

　シェルタは胸を撫で下ろした。同時に、警戒が足らず、ワルダの異変に気付けなかったことを恥じた。

「ひとまず戻りましょう。お送りします」

　カルフが、馬上から手を差し伸べる。シェルタは躊躇したが、やがて遠慮がちに手を伸ばすと、思いのほか強く握られた。恥じて手をひっこめる隙もなく、強く馬上に引っぱりあげられ、カルフの前に横座りする形になる。

　思わず顔を伏せたシェルタとは対照的に、カルフは前を向いて、馬を歩かせ始めた。




　再びカルフの私邸に戻ってくると、ひどく不機嫌そうなワルダが出迎えた。シェルタを馬から降ろしてワルダに預けてすぐ、またカルフは馬を走らせてどこかへいってしまった。おそらく、ソティラスたちを追うのだろう。

「失礼ながら申し上げますが、あなたはどうやら思慮が足りないようですね」

「……ごめんなさい」

　シェルタがいままで寝泊まりしていた部屋に戻るなり、ワルダは扉を背にして仁王立ちした。

　身体を気遣う言葉をかければますます不愉快そうな顔をし、言い訳は無用、と答える始末だ。

「あなたのその軽率な行動が、カルフ殿下を窮地に陥れるのです。私どもにとってもこの国にとってもカルフ殿下は大切なお方です。あの方の身を危険にさらすような真似は断じて許しません」

　シェルタは反論できない。いまの自分の行動を振り返れば、カルフを大事にするワルダの言うことももっともだと思えた。

　カルフを想うあまりのことか、ワルダの言葉は棘を増し、いちいち心に刺さったが、それもまたじっと聞くべきなのだと思ってシェルタは唇を引き結んだ。

　話はしばらく続いた。だが夜になっても、カルフもソティラスも帰ってこなかった。ワルダはさすがに帰還の遅い主を案ずる気持ちでいっぱいになったようだった。

　シェルタは与えられた部屋の窓から外を覗いたり、ワルダが運んできた夕食を気もそぞろに食したりしたが、二人の姿はまだ見えない。ニフテリザという男はまだ捕まらないのだろうか。

「カルフ様とソティラス様がお帰りになったときはお知らせします。それまではお休みになってくださいませ」

「いいえ。起きています」

　ワルダのすすめに、シェルタは頭を振った。ならどうぞご自由に、とワルダは平淡に返して、部屋を出ていく。

　シェルタはクッションに腰かけ、ぼんやりと考え事にふけった。

（……『水を盗んだ』、ってどういうこと？　ネムルたちが捕まって、問題は解決したのではなかったの？）

　ことがすべて収束したからこそ、カルフは自分を帰してくれると言ったのではなかったのだろうか。

　カルフの考えていることが、わからない。冷たく突き放すのかと思えば、自分のことを慮ってくれているようなところもあり、かといって友好的というわけでもない。

　シェルタはころりと寝転がった。

　夜が深くなっている。やがて、うとうととまどろみ始めた。




　地震のような揺れを身体に感じ、シェルタははね起きた。

　とっさに辺りを見回すが、揺れはもうおさまっていて、調度品などが倒れた気配もない。

　窓から町を見下ろすと、通りを人々が駆けていくのが見えた。

（何……？）

　まだ夜中だというのにやけに街路が明るい。気になって、シェルタは部屋を出た。二階の廊下にある窓から、外を見る。そして小さく声をあげた。

（火事……！）

　背の高い民家の中にあっても頭の飛び出ている特徴的な尖塔が火に包まれている。その激しい火の勢いが、夜中の都を不自然に照らしていた。

　シェルタは眼を見開いてその異様な光景を見ていたが、やがてそれの意味するところに気付いて口を覆った。

（給水塔！）

　焼け落ちていく建物──赤い光を反射して無益に流れ出ていく真水の幻が見えたような気がした。そして炎を消化するために使うのは、浄化の進んでいない海水や川水ではないか。消火したところで給水塔の水に汚染が及ぶ危険性は高い。

　シェルタは塔の周囲を見回した。ここから見る限りでは、火事が起きているのは一か所だけのようだった。給水塔にある真水は、多くの人々の命の糧だ。もしそんなものが数か所も一気に使えなくなれば、とてつもない損害になる。

　シェルタは階段を降りて玄関へ向かった。

「どこへいかれるのです！」

　同じく騒ぎを聞きつけたらしいワルダの鋭い声がとんだ。

　シェルタは振り向いた。

「外の火事、燃えているのは給水塔なのでしょう!?」

「あなたが出ていかれてどうするのです！　邪魔になるだけです！」

　鋭く、けれど的を射たことを言われてシェルタはぐっと言葉をつまらせた。いま重要なのは消火活動だ。自分が出ていったところで野次馬の一部になるだけでしかない。

（でも……でも！）

　落ちついてはいられない。何か、とてもいやな予感がする。

　ワルダによって家に留めおかれていたシェルタは、その予感が的中したことを、夜が明けてから知った。

　ソティラスが、一人で戻ってきた。

「カルフ殿下は……!?」

　玄関に立つソティラスを見るなり、ワルダは声をあげていた。シェルタの知る、冷徹な普段の彼女からかけ離れた切羽詰まった様子だった。それほどにカルフの身を案じているのだろう。

　ソティラスは特に気分を害した様子もなく、やや疲労を滲ませた表情を見せつつも落ち着いて答えた。

「彼は無事だ。いまは消火活動の指揮をとっている」

　ワルダはあからさまに安堵した表情になり、それからはっとしたように、跪いて無礼を詫びた。

「お食事をご用意できます。それともすぐに休まれますか」

「軽く食事をもらおうか。客間に運んでくれるかな。姫と話がしたい」

「畏まりました」

　一礼してワルダは台所のほうへ去っていく。ごく自然に、この家の主にも等しい存在感を放つソティラスに、シェルタは少し気遅れした。

「それほど日が経っていないというのに、ずいぶん長い間あなたのお声を聞いていないように思います」

　眼が合うなり、ソティラスは甘やかに微笑した。この異国の、どこか乾いた空気の中にあっても彼のまとう空気は華やかさをもっている。

　シェルタは戸惑いを覚えた。

「……ソティラス殿下は、いままで何をしていらっしゃったのです？」

「おや。私に興味が？　光栄ですね」

　さらりと予想外の切り返しがきて、青みがかった緑の瞳がじっと見つめてくる。

「そ、そういうわけでは……」

　気恥ずかしくなってシェルタは視線を逸らす。かすかな笑い声が聞こえた。

「まずは衣を替えてからでよろしいでしょうか。あなたの眼に入れるには少々恥ずかしい恰好なので」

　シェルタはすぐにうなずいた。おそらく長時間の乗馬をしてきたのであろうソティラスの衣は、確かに少し汚れているようにも見えたが、それでも彼の見目を損なうものではない。

　一足先に客間で待っていることにして、何を話されるのか、何を聞こうかと考える。

（カルフ殿下は大丈夫かな……）

　そんなことを思っているうちに、着替えたソティラスが部屋に入ってきた。向かい合う形でソファに座ると、ソティラスは少し前屈みになって両手を組んだ。

「さて。私が別行動をとっていた理由ですが……端的に言って、ニフテリザを捜索していたためです」

「あの、男性ですか……？」

「ええ。まさか姫にまで害を加えようとしていたとは……。ご無事で本当によかった」

　深く息を吐き出してからソティラスは言う。

「申し訳ありません。貴女をお守りすると豪語しておいてこの体ていたらく」

　シェルタはきょとんとしたあと慌てて頭を振った。そういえば、そんなことを言ってくれていた気もする──その程度の認識だった。

「ニフテリザ、とは一体何者なのです？」

　ここまでの情報で考えても、普通の罪人というわけではなさそうだ。くわえて、他国の王族たるソティラスが気にするまでの男となると、尋常ではない。

「お耳汚しになってしまいますが……あの男は各国で犯罪に手を染めている凶悪犯の一人です。様々な国がずいぶん手を焼き、国から国へと渡り歩くあの男を捕縛しようとしています」

　シェルタは耳を疑った。

「あの……もしや、今回の事件にも、そのニフテリザという男が関わっているということでしょうか」

　ふと口をついて出た言葉に、ソティラスはちょっと驚いたような顔をした。

「ご明察です。ニフテリザがいたからこそ、ことがここまで大きくなったと言っていいでしょう。逆賊を給水塔から排除したはいいが、内部にある貯水槽の水量が不自然に減っていました。推測するに、逆賊を支援し、行動を起こさせたのはニフテリザであった可能性が極めて高い──この国では病床にあった大臣の側仕えとなっていました。引き継ぎの際に本物の側仕えの者と入れ替わっていたようです。彼の目的は真水を強奪することにあったと考えていいでしょう」

　シェルタは眼を剥いた。

「ま、待ってください、じゃあ、ネムルという人たちも騙されていたと……？」

　ニフテリザの声に、聞き覚えがあった。それをどこで聞いたのか、ようやく思い出す。ネムルとの会話。

　いきりたつネムルにまだ殺すな、といさめていた男の声。あれはニフテリザではなかったか。

　そしてカルフとネムルと、その妹の最後のやりとりを思い出す。よく考えてみれば、ネムルという男が一族に対して激怒していたのは──あれは、カルフのためではなかったか。

「騙された……そうも考えられます。しかし確証がない。ネムルたちの口は封じられてしまった」

「え……？」

　シェルタは一瞬、意味がわからなかった。だがすぐに、ぞっと背が寒くなって最悪の事態を連想した。

　ニフテリザが都を離れようとしたのも、もうネムルたちの口を封じる必要がなくなったからなのか。

　全身に寒気がはしった。カルフは何を思っているだろう。その心は何を感じているのだろう。

「給水制限は解かれて……カルフ殿下は、私を国に帰すと仰って──」

「カルフはおそらく、これ以上あなたを巻き込めないと思ったのでしょう。それにニフテリザが盗んだ真水を取り戻せば解決することでした。私と彼はある荷馬車を追ったのですが、それは囮で、私たちがそれに引っかかっている間に、ニフテリザは不敵にもあなたを騙し連れ出したのです」

　シェルタは愕然とした。近くにいるはずなのに、何も知らず、何もできなかった。自分の眼も耳も、あまりにも遠かった。

「私……」

　情報が混乱して、頭がかき乱される。自分はどうしたいのだろう。何をしたらいいのだろう。

「姫、帰国なさってください」

　胸中の懊おう悩のうに答えるかのように、ソティラスの声がした。シェルタははっと顔を上げた。

「このままここにいては危険にさらされるばかりになる。カルフ殿の良心を汲み取ってやってほしいのです」

「ですが……！」

「いいのです、姫。あなたはもう十分に尽力なさった。話を聞き、できる限りのことをしてくれた──カルフはそう言っていました」

　ソティラスの耳触りのいい言葉は、シェルタの思考をゆっくりと麻痺させていった。

　できる限りのことをした──。

（……そうなの？　本当に？）

　胸の中にあるもやがかったものが、理由を与えられて正当化される。そう、結果はともかく自分はよくやったのではないか。力が弱いのは仕方のないことなのだから。

　──だが、でも。そう言ってしまえば、何か大切なものを失ってしまう気がする。

「……先ほど火事に見舞われていた給水塔……あれは、消火活動が早くても損失を出すことは確かですよね」

「ええ」

　ソティラスはやや首を傾げて答えた。何を聞くのかとでも言いたげな仕草だった。

「どれほどの被害でしょう。その分の損失は、どうやって埋め合わせるのでしょうか。その、おそらくは一族の力が必要になると思うのですが──」

　言い訳のようだと思いながらシェルタがしどろもどろに言うと、ソティラスはふっと笑みを浮かべた。

「姫はお優しいですね。この国にも一族の方がいます、その方々が己の責務を果たしてくださることでしょう。ちょうど姫がこの国の民のことを思いやってくださっているように」

　淀みのない答えを与えられて、シェルタは肩の力を抜いた。

（……そうか。そうだよね）

　自分などが心配しなくても、この国にはそもそも一族の者がいる。自分よりも確かな力を持った、《水の一族アヴェント》の者が。それに、燃えていたのは一か所だけで、他の塔は無事だろう。

　アーレ妃のことは少し気がかりだったが、彼女もその娘たちも、一応は責務を果たしていたはずだ。カルフとの関係についても、そこまでは自分が考えても仕方ない。

「とりあえず、もうお休みになられますか。夜はとうに更けています」

「……はい」

「あなたが玄関で待ってくださっていたときは天にも昇る気持ちでしたよ」

　息をするように、ソティラスは甘い言葉を吐く。またも不意を突かれて、シェルタは返答に窮した。こんな誤解を招く表現を挨拶代わりに使っていいものなのか。やはりソティラスはつかみどころのない人だと心の中で思いつつ、席を立つ。

　自室に戻ろうとしたところで、ふと疑問が浮かんだ。

「ニフテリザという男は、捕まったのですか？」

「残念ながら。しかし、そう長くは逃げられないと思います」

　ソティラスは余裕を保ったまま答える。そのような態度をとられれば、シェルタも首を縦に振るしかない。だが、ふと気付く。

「殿下……あの、ご自愛ください」

　シェルタはぽつりと言った。疲れているから、反応が落ち着いているのではないか──そんな風に、見えたのだ。

　ソティラスが、一瞬虚を突かれたような顔をする。その表情をシェルタが珍しいと思うと同時、とろけるような笑みが返ってきた。

「あなたのその言葉が何よりの癒しです」

　返事を聞いたシェルタは、一人赤面した。逃げるように部屋を出、階段をのぼる。

　ソティラスと対話するときは本当に気をつけなければならない。気恥ずかしい言葉が平然と出てくる。なんだか弄ばれているようで悔しい気がして、次は注意しようと心に固く誓った。
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「恥知らず」

　聞き慣れた耳障りな声、侮蔑を隠そうともしない眼。

　自分の心が疲労のために鈍くなっているのが、このときばかりは好都合だった。これしきでは苛立つ気力もわかない。

　カルフは、豪奢な部屋の寝台にもたれるアーレと向き合っていた。アーレの周りには彼女の幼い娘たちが侍り、怯えるようにカルフを見ていた。それを庇うように、着飾った侍女たちが立って、果物の入った皿や、派手な装飾の水差しを持っている。みな、ヴェールで顔を覆っていた。

「あれほど私と私の子供たちを婢はした女めのように酷使しておいて、この上まだ力を貸せというのですか」

「──この国の民のためにお願いします」

「は！　そうして私たちに犠牲になれと言うの!?　私たちの力は無限ではないのよ！　身体にどれほど負担がかかるか、わかって言っているのでしょうね!?」

「ええ、それでも」

　躊躇なくカルフは返答する。とたん、アーレが手にしていた杯が飛んだ。カルフは寸前で避ける。杯はカルフの額があった位置をかすめて落ちた。

「愚か者！　お前たちは何もわかっていない！　この身とこの子たちにかかる重圧がどれほどのものかを！」

「陛下を前にしてもそれを言えますか」

　カルフがすかさず切り返すと、アーレはかっと血をのぼらせたが、やがて毒々しく笑った。

「ええ、ええ……陛下の御ためならばこの力を使いましょうとも。陛下はどなたよりも貴いお方。私とこの子たちの力は陛下のためのもの。それ以外の有う象ぞう無む象ぞうの者どものために使ってやる義理はないわ」

　カルフは白くなるほど手を握った。鈍い頭は、理性をも脆くしている。

「……殿下」

　背後から、戒めの低い声がする。そのささやきに、抑えてくださいとの響きを感じ取り、カルフはせりあがった激情ごと息を吐いた。──この状態のまま、アーレと問答をしていても時間の無駄だ。

「王族として恥じぬ行動を期待します。あなたもこの国の民に対して責任がある」

　言うと、アーレがまた喚いた。

　カルフはそれに答えることなく、部下とともに部屋を辞した。

　わずかな者だけが出入りを許された、後宮の回廊を歩く。

「──あの女！」

　吐き捨てるように叫んだのは、カルフの部下──ナーブだった。本来なら部下の言をいさめるべきだが、いまのカルフにはその力も残っていなかった。

（どうする？　どうやって損失を穴埋めする？）

　給水塔が燃えたことで被った損害はそれほどではなかった。むしろ、あの火事は囮だったと言っていい。消火活動で混乱し、他の注意がそちらに引きつけられている間、犯人は真に意図していたことを実行した。他の複数の給水塔──その内部の貯水槽にある真水を汚染するということを。

　貯水槽には海水の毒が注入されており、犯人の目的が火事を起こすことではなかったことを物語っていた。

　十中八九、取り逃がしたニフテリザの仕業だ。あの男が、この国に最後の一撃を与えたのだ。

（──くそっ！）

　カルフは心中で悪態をついた。

「力ずくであの女を従わせることはできないのですか」

　ナーブは苛立った口調で言う。カルフは自分こそが落ちつくべきだと己を戒めた。

「できるものならとうにそうしている。だが、この間の浄化で相当な消耗を強いたのは事実だ。アーレ妃もその子供もまだ回復しきっていない。この状態で力を使わせてもすぐに疲弊して倒れる」

「なら、どうするのですか!?」

　カルフは眉を寄せた。どうするのか、と問いたいのは自分のほうだった。だが返答することなく唇を引き結んだ。前方から、いまは顔も見たくない人物が付き人を引き連れて歩いてきたからだ。

「首尾はいかがかな」

　わざとらしく芝居がかった口調で言うのは、正妃を母に持つ国王の実子、イブンだった。その眼に愉悦が滲む。ナーブは数歩下がり、頭を垂れた。

「アーレ妃の機嫌はとれたか？　ご機嫌とりはお前の仕事だろう」

「──いえ」

「今回はお前の不始末がとんだ厄介ごとに発展したものだな。まったく辟へき易えきする」

　カルフは無言を通した。ネムルが逆賊となったことで、彼と友人関係にあったカルフへの王宮内での風当たりはますます強くなり、与えられていた権限も制限された。特に扱いにくいアーレ妃との交渉は、ほとんどカルフ一人に押し付けられた。だが、そうなったのはネムルの件だけが原因ではない。イブンがこの一件を利用して自分を潰そうとしているとカルフは知っていた。

「私までお前の尻拭いだ。民が暴徒と化さぬように都の見回りの兵を増やさねばならん」

「ご助力いただき感謝します」

「いつまでも失態をさらしたまま許されると思うなよ」

　イブンは言い捨て、厩舎のほうに去っていった。その後ろ姿を見送るでもなく、カルフは早足で廊下を通り抜ける。不敬罪ともとられかねない、ナーブのイブンへの文句もいまは無視する。

（真水が足りない。どこから供給する？　内が駄目なら外は？　アクアテラに救援要請をして──）

　だがすぐに否定した。たとえ救援要請を受けてもらえるとしても、その分の資金はどうするのか。カルフでは国庫を動かすことはできない。それに国威を損なうことにもなりかねない。

　唐突に、カルフの胸中に暗い影が差した。

（──あの姫を交渉材料に使ったら？）

　隠された一族の姫。シェルタ＝アヴェント。彼女を人質とし、一族に真水を要求すれば──。

「殿下!?」

　カルフは柱に拳を打ちつけた。

（馬鹿か！）

　国のためとは言え、そんなことをすればアーレの行いとまるで同じではないか。

　それに、たとえ応急措置はできても今後の国交が断絶してしまう。

　そしてそこまですれば、あの娘はもう自分を信用しなくなるだろう。いまでも信用されているのかどうかわからないが、敵意を抱かれていないことだけは確実だ。話せば理解を示し、できうる限り歩み寄ろうとしていた。やや間が抜けていて世間知らずだが、それだけお人好しとも言える。

　──《水の一族アヴェント》の中ではかなり特異で、まともな存在だとも思える娘だった。

（なら、どうする）

　カルフは己に問いかける。冷静さをひどく欠いているとわかったが、呼吸を整えてもあまり効果はなかった。

　ヤスミンの──兄の死を告げたときの顔が、ふいに蘇ってくる。

　──嘘つき！　兄さんを返して！　あんたなんか死ねばいい!!

　頬を張られても、カルフには痛みと感じられなかった。ネムルという友人を失い、ヤスミンを傷つけたのだということが何より堪えた。憎悪と悲嘆で泣き叫ぶ声が痛々しい──そう思う権利すら自分にはもう許されていない。

　だから絶対に、この事態を収束させなければならない。せめてヤスミンは極刑を免れるように。そして真犯人に罰を。償いを。

　この命を賭けてでも、なしとげなければならない。





＊






　カルフが家に帰ってきたとき、シェルタは二階の手すりにいて、彼のあまりのやつれように驚いた。いつもと同じ無表情ではあったが、疲労が黒い影のように滲んでいて、瞳は光を失い、ひび割れた紅玉のように見えた。

　カルフはソティラスとだけ何か一言二言会話し、奥の部屋へと消えていく。それを、シェルタは黙って見守るしかなかった。

（……アーレ妃と何かあったのかな）

　給水塔の火事のために、アーレとその娘の力をまた借りなければならなくなったはずで、カルフはおそらくその交渉をしてきたのだろう。それがうまくいかなかったのだろうか。あるいは、因縁のある相手のために話すだけで疲れたのだろうか。

（いくらアーレ妃が横暴でも、こんな状況なのだからちゃんと力を使う……よね）

　シェルタは自室に戻り、寝床に身を横たえた。様々な方向へ考えを巡らせているせいか、睡魔は訪れない。

　他国へ嫁ぐということの意味──他の結婚した姉妹たちはどう思っているのだろう。生きてきた時間よりも長い残りのときをすべて他国で過ごすということを、どのようにとらえているのだろう。

（シンティリーオ閣下は、私がいなくなったということに気付いてくださったかな）

　ぽつり、と胸の中に滴が落ちる気がした。

　ずいぶんと長い間、アクアテラを離れているように思える。味の違う水にも、見たことのない料理にも、衣装にも、見知らぬ異性相手には顔を伏せて話すようにすることも慣れてしまった。

　ふいにぎゅっと胸が苦しくなってシェルタは胎児のように身を縮めた。しばらく、じっとそうしていた。

　自分の神経が過敏になっているのがわかる。

（結構、子供っぽいのかな、私。そもそも自分からここにやって来たくせに）

　家が恋しくて泣く子供とあまり変わらない。飛び出してきたわりに、何もできずただ泣いているだけの、幼い子供。シェルタは無理やり自分を笑い飛ばして、ゆっくり起きあがった。一階へいって、何か飲み物をもらってこようと思い、部屋を出る。

　夜中であったし、さすがにワルダを含め、ほとんどの使用人は寝ている。シェルタは窓から入るわずかな星の光を頼りに、ゆっくりと階段を降りた。

（あれ？）

　客間のほうがやけに明るい。誰かいるのだろうか。無意識に光に吸い寄せられて、そちらへ近づいていく。部屋の入り口まで来たところで、低い話し声がした。

「ニフテリザは見つからないのか」

「いままで手を焼いてきた相手だからな、逃げ足の速さだけは確かだ」

　シェルタはぴたりと足を止め、とっさに壁に背をつけていた。カルフとソティラスの声だった。どくどくと心臓がうるさく鳴る。

「ニフテリザが見つかっても、盗んだ真水が一緒とは限らない。どうするんだ、カルフ」

「……それをいま考えている」

　答えるカルフの声には、苦いものが滲んでいた。

　シェルタは自然と聴覚が研ぎ澄まされるのを感じた。

「アーレ妃たちは休養中、アクアテラへの救援要請も不可……となると手づまりだな」

　軽い、ソティラスの声が応じる。

「──楽しそうだな、ソティラス？」

「まさか。できることなら助けたいと思っているよ。君に貸しをつくりたいしね。ただ、真水はどうにもならないな。……姫に力を貸してもらうことはできないのか？　貯水槽の汚染は海水から抽出した毒素によるものなんだろう？」

「シェルタ姫か」

　いきなり自分の名前が出てきて、シェルタは胸を押さえた。心臓の音が向こうまで聞こえてしまいそうだった。

（貯水槽の汚染？　どういうこと？　給水塔の一つが火事に見舞われただけではない……？）

「……これ以上、何かを求められるか？」

　カルフの答えは、静かだった。

　その声が、思いのほか優しかったからだろうか。もういい、と言われたような気がした。──もう、十分なのだと。

　シェルタがいる前では、おそらくこんな言い方はしないだろう。だが、だからこそ、意図せず聞いてしまった言葉が驚くほど胸に染みた。これがカルフの本音なのだろうか。

「彼女には早急に国へ帰ってもらう。これからは忙しくなりそうだからな」

　シェルタは唇を薄く開閉し、声にならぬ言葉を霧散させた。

（これで、いいの？）

　自分に、そしてカルフに向けた言葉だった。この国の《水の一族アヴェント》の者たちが力を使えない状況にあり、だが多くの人間が水を必要としている。

　シェルタという《水の一族アヴェント》の娘はここにいるのに、このまま見て見ぬふりをして、帰ってしまっていいのだろうか。

　自分の力は劣る。カルフが直接自分に助けを求めてこないのも、シェルタを気遣っているばかりでなく期待していないからかもしれない。

　シェルタは胸に当てた手から、自分の鼓動を聞いた。
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（……自分から、ここに来たんでしょう。できる限りのことをするって約束したじゃない）

　──自分以外の者のために力を使う、助けるために使う、それこそが《水の一族アヴェント》だ。そして自分は、その一族の一員でありたいのだ。




　一晩の間に、決意は固まっていた。起床したシェルタは、カルフとソティラスと共に朝食をとり、食事が終わったあとに口を開いた。

「貯水槽が汚染されているというのは本当ですか」

　冷静にと心中で唱えながら発した声は、いつもより少し高かった。カルフの、珍しく見開かれた眼と合った。

「どうしてそれを？」

「……すみません、昨晩聞いてしまいました」

　カルフは嘆息し、ソティラスは苦笑いした。

「事実です。おそらくはニフテリザの仕業でしょう」

　隠す必要もないと思ったのか、カルフはあっさり認め、火事は陽動であったこと、真の目的は複数の給水所の汚染であったことを告げた。そして、それがどうかしたのかとでも言いたげにシェルタを見つめた。

「真水は見つからず、他の給水塔内に残った水は汚染されている──少なからぬ損失、ですよね」

「……ええ」

　訝る声が答える。

　シェルタは知らず、首飾りを求めて手を胸にやった。そして紅の双眸に焦点を合わせた。

「私を、一番大きな給水塔へ連れていってください。お役に立てるかもしれません」

　役に立てる、と断言できるだけの勇気と自信はなかった。だが、このまま何もしないで帰ってしまうことはいやだった。

　カルフはすぐに了承することはなかった。眼を細め、慎重に口を開く。

「……申し出は嬉しく思いますが、どうなされるのですか。失礼ですが、あなたはあまり力の強いほうではないのでしょう。王宮内の給水塔にだいぶ手を焼いておられたようですが」

　シェルタは一瞬息をつめる。──こう返されることは、予測できたことだ。抑揚に乏しい声とは裏腹に、カルフの言い回しはだいぶ柔らかい。カルフにこの力を必要とされ、王宮内に連れていかれて浄化を頼まれたとき──自分は、力がなくてできないと言った。そして期待に応えることができなかった。そんな自分が、再び自ら協力を申し出るなど、普通に考えればおかしい話だ。できるのなら、なぜあのときやらなかったのか、嘘をついていたのかと疑われて当然だ。

「殿下の仰ることはもっともです。私は力が強いほうではありません。ですから、王宮内の貯水槽でも試みようとしたこと──この力を浄化に使うのではなく、《水蓮》の活性化のために使ってみようと思うのです」

　カルフは、意表を突かれたようだった。それから、すぐにシェルタの言葉を理解したのか、なるほど、と小さくつぶやく。

「乾燥の強い地域には、浄化力の強い種があると聞いています。それがこの国にもありますか」

「ええ、数は少ないですが、栽培はしています」

「なら、それを私に託してくださいますか」

　緊張で身を満たしながら、シェルタは言った。カルフの言葉から察するに、通常の種とは違った管理下に置かれているのだろう。それを、成功するかどうかもわからない試みのために使わせてくれと言っているのだから、カルフが戸惑うのも当然だった。

　視線が交差する。

　真紅の眼が、心の奥まで入りこんで見透かしてくるような気がした。しかしシェルタは眼を逸らさなかった。

　長く、けれど現実にはほんのわずかな沈黙と思考の後──。

「わかりました」

　カルフは簡潔に答えた。その横でじっと黙ってことのなりゆきを見守っていたソティラスが、エメラルドの瞳を興味深そうにきらめかせていた。




　翌日、シェルタはとりわけ大きな貯水槽を持つ給水塔に連れていかれた。この都においてもっとも多く水を供給している塔であるらしかった。塔の外側を厳重に警備している兵がいるものの、カルフが指示したのか、内側には自分たち以外に誰もいない。塔の中は暗く、装飾のない壁はいっそう黒く見える。

　一度決定するとカルフの行動は素早く、王宮所属の庭師たちが管理していた、この地に特有の《水蓮》をできる限り調達してくれた。応急処置としてか、通常の《水蓮》も既に浮かんでいる。

　シェルタは、自分の何倍もの背丈の貯水槽の頂上にいた。梯子をのぼり、狭い足場の上に跪いて、カルフとソティラスに左右を守られる。

「──姫、本当によろしいのですか」

　カルフが念を押すように聞く。シェルタはうなずいた。ここまで来て戸惑う余裕などなかった。視線を落としてみれば、王宮内にあったそれよりも、少し濃い青の水面が揺らいでいる。水量が多いためか、そこまで毒の濃度は高くはならずにすんだようだ。

　──あるいは、カルフが気遣ってわざと汚染の進んでいない場所を選んでくれたのかもしれない。

（うまくいきますように）

　シェルタは眼を閉じて《オチェーアノ》に祈り、首にかけている滴型の宝石を一度ぎゅっと握って、両手で水面に触れた。とたん、あの独特の痛みが肌を刺して、表情を歪める。だが、これならば自分の力でも《水蓮》の助けになるだろう。

　シェルタは息を止め、ゆっくりと吐いた。

（落ち着いて──）

　もとより、自分がここでやるべきことは《水蓮》を用いて浄化を少しでも速めること。状況を改善するのではなく、これ以上悪化させないように力を使うのだ。

　シェルタは瞼を閉じ、痛みを堪えて意識を集中させていった。

《接続》される感覚──焦点を水の中の青ではなく、水面に浮かぶ蕾たちに当てる。若く生命力に富む蕾たち。ゆっくりと開花していくであろう命を、力で追い立てる。

　シェルタが力を発することにより、《水蓮》たちは共鳴し、連鎖し、ゆっくりと掌を広げるように固い蕾を開いてゆく。その一瞬のきらめき。花がもっとも輝く刹那。声にならぬ歓喜の声──だがそれは追い立てられ、散らされるのを強引に速められる花の悲鳴のようにも聞こえた。

（……痛い）

　シェルタはかすかに肩を震わせた。意識を花に向けていても、水に触れた手の皮膚はゆっくりと毒を吸い上げて、身体の中に侵入してくる。瞼の裏に広がる、影のような藍色。濁った色が体に広がっていく幻影が見えて、シェルタは薄く眼を開いた。

　歯を、食いしばる。

　蕾はだいぶ開いてきていて、水面が揺れている。

　それにしてもこの水量に対してこの毒の濃さであるなら、もとはどれほど強い毒であったのだろう。もし水量が少しでも減っていたら、シェルタの力ではたちまち倒れるほどのものだ。これほどの毒が他の給水塔にも及んでいるとしたら、そしてここより水が少ないとしたら、たとえアーレ妃たちの力を借りるにしても完全な浄化はかなりの負担になるのではないだろうか。

（──え？）

　水面に、ほとんど黒に近い蒼が蜘蛛の巣のように広がる。眼の錯覚でなければ、突然、水中から強い毒がわいた。

　さらに花の隙間に、大きな影が横切って見えた。水と感覚を繋いでいるシェルタには、その不自然な動きが鋭敏に伝わった。とっさに手を引き抜こうとして、動きが止まる。

　水面から人の手が生える。

「──姫!!」

　激しい水飛沫と、低い叫びは同時だった。シェルタはつかまれた手から水中に引きずり込まれ、叫ぼうとした口から大量の水──毒に浸された水が浸入した。ごぼっという水音と大量の泡が視界と耳をさえぎる。裾の長い衣は水を含んで、体に枷となってはりついた。首飾りがぐっと肌に喰いこみ、喉を締めつけてきてシェルタは喘いだ。音をたてて無数の水泡がたちのぼり、同時に首飾りの金具がとれて、滑り落ちてゆく。

　手首を拘束する力は離れない。眼に染みる感覚に瞼を閉じそうになりながら、シェルタは自分を更に水底へと引き込もうとするものの正体を見た。

　悲鳴は声にならなかった。

　既に身体のかなりの部分を毒に侵されているとわかる、黒ずんだ肌。ひどく落ちくぼんだ双眸、なのに眼光だけは飢えた獣のように鋭く、唇は青紫色になっている。髑髏どくろに、蒼く薄い肉がついたような男。──ニフテリザ、と呼ばれていたはずの男だった。

　男の口が開き、何かをつぶやく。

　恐慌と混乱をきたしながら、シェルタはなぜかその口の動きだけははっきりと捉えることができた。

　──死ね。

　ぎらついた異様な眼が、暗い水底から見上げてくる。それは憎悪と同時に、自らの命を惜しまぬ者の眼だった。二人分の体重が、もがき浮上しようとするシェルタを沈めてゆく。

　たすけて。

　がむしゃらにもがき、頭上に手を伸ばす。今度はその手がつかまれた。その手にすがろうと思うのに、もう息ができない。意識が朦朧とする。大量の水を飲んでしまって、身体の中にあったはずの空気は空だ。

　ふいに、脳裏に声が蘇る。

　──溺れている者は理性を失っており、信じがたいほどの力で側にいる者をつかみます。身一つで助けにいった者ともども溺死したなどということも珍しいことではありません。

　貯水槽は思った以上に深い。梯子をかけてのぼらなければならなかったほどだ。

　わずかに残った理性が、この手を離さなければと訴える。もう一方の手はニフテリザがいまだつかんでいて、異常な力で引っぱっている。このままでは自分はこの手の主も溺れさせてしまう──。

　シェルタはぎゅっと眼を閉じ、最後の力を振り絞って上からつかまれた手を振り解いた。水が、毒が身体の中に入り込んでくるのを、いやだと意思が拒絶する。

　無数の気泡で、視界がきかなくなっていた。だがシェルタは自分の背に腕がまわされ、顎を強い力で上向きにされるのを感じた。

　唇に同じ柔らかさのものが強く押しつけられる──その一瞬、触れあった場所だけが毒の侵入を免れる。

　シェルタは朦朧とする意識で、自分の身が腕に絡めとられ、上へ──明るい水面へと引き上げられるのを感じていた。水面から出ると、とたんに新鮮な空気が身に触れて、かつてないほど清浄なもののように感じた。

　先ほどまで跪いていた足場に押し上げられ、シェルタは顔だけ動かして激しく咳き込み、水を吐いた。

　ざぱん、と水音が立ち、腕の主は再び水の中へ潜っていく。

　シェルタはようやく眼を開け、激しく揺れる水面を見た。

「だれ……？」

　カルフの姿も、ソティラスの姿もない。二人とも水の中に飛び込んでくれたのだ。なら、いま引き上げてくれたのは、どちらだったのだろう。

　シェルタは、何度もむせて咳き込みながら、身体を起こして水面をのぞきこんだ。

　──ニフテリザが、この中にいた。

　給水塔を、自ら荒らしてまわっていたのだろう。ここで死ぬつもりだったのだろうか。正気ではなかった。それに、自分に──一族の者に向けた、憎悪以上の眼。シェルタは身を震わせた。

「カルフ殿下！　ソティラス殿下！」

　二人の姿は、暗い青にかき消されて見えない。ふいに一条の色彩が海藻のごとくたゆたってきたかと思うと、水面に一気に広がる。

　シェルタは悲鳴をあげ、口元を覆った。鮮やかな赤──血の色。凍えるような冷たさが胸を貫いた。水面をのぞきこんだまま何度も二人の名前を呼ぶ。身を乗り出し、自分も飛び込もうとしたところで、水鏡のように人の姿が映った。はっと息を飲むと、三つの影が見える。水面を目指して上昇し、やがて水飛沫とともにはねあがる。

　シェルタはとっさに手で飛沫から庇いながら、浮上してきた三人を見た。カルフとソティラスの姿を認め、まず安堵がやってくる。その間に挟まれているのは、ぐったりとしたニフテリザだった。眼光は鋭いものの、すでに力は失っている。二人の貴人に引き上げられ、カルフの頭布で、ソティラスがニフテリザの腕を背に回してきつく縛りあげた。給水塔内は暗いとはいえ、こうして見てみるとますますニフテリザの皮膚が青いことがわかる。毒が相当浸透している証拠だ。早く治療しなければ助からないかもしれない。くわえて腕につけられた生々しい傷口を見、シェルタは思わず視線を逸らした。先ほどの血はニフテリザのものだ。

　とたん、耳障りな哄笑が響いた。

「邪教徒どもめ。俺一人潰したところで勝ったと思うなよ。俺はもう十分にやりとげた」

「……黙れ」

「幼馴染を使い捨てられた気分はどうだ、裏切り者の王子よ」

　シェルタははっと息を飲んだ。だが、それと同時に鈍い音がした。

　まったく躊躇なく腕を振り抜いたカルフは、眉一つ動かさない。ソティラスもまるで止める素振りを見せなかった。唇から血を流し、青色の頬を殴られたことで赤く腫らしながら、ニフテリザはまた笑う。勝利を確信した者の笑みだ。自分が捕縛され、これから極刑に処されようとも恐怖には感じていない。

　十分にやりとげた、という言葉がシェルタの胸を引っかいた。

　ニフテリザの思惑通り──カルフの幼馴染はそそのかされ、口を封じられ、給水所は汚染されている。更に、シェルタを自らの道連れとすることで、企みを完成させようとしたのかもしれない。

　崩れぬ表情の代わりに、カルフの手が強く握りしめられたまま震えていた。

「俺を殴ったところで何も取り返せはしない。そこの邪教の娘も、しばらくの間使いものにはならないだろう。せいぜいあがき苦しむがいい」

　シェルタは唇を噛んだ。注がれるカルフとソティラスの視線から逃れ、手足が細かく震えるのを、必死に抑えようとする。

　毒の水を、飲んでしまった。身体の中に入りこんでしまった。それが次第に、中を蝕んでいくのがわかる。

　とっさに胸元の首飾りに手をやろうとして、いつもあるべきものがそこにないことに気付いた。震える手を動かす。貯水槽の中に落としてしまったのかもしれない。

　その動揺をどう捉えたのか、ニフテリザの口からますます甲高い哄笑が発せられた。

　シェルタはかっと熱をのぼらせた。

　──役立たず。

　その声が、耳の奥で何度も響く。ニフテリザは、一族の娘として自分を見ている。いまこの自分が一族を映す鏡であり、象徴だった。これは、一族の名誉と存在理由に関わることだ。ここで、ニフテリザが見ている前で、カルフとソティラスが見ている前で屈してはならない。

　シェルタは強く、両手に力をこめて握る。唇を引き結び、そして宣戦布告のようにつぶやく。

「……そこで、見ているといい」

　思いのほか低い声がもれた。

「姫──」

　ソティラスが、気遣わしげな声をかけてくる。シェルタはそれを無視した。痺れる両手を、汚れた水面に浸す。強い毒と血で汚染された水──ニフテリザに汚された水。

　息を吐き──集中する。

　すぐに呼吸が乱れ、動悸が激しくなる。

　自分を呼ぶ声が壁を一枚通したような響きで聞こえる。もういい、とささやかれたような気がする。

（よくない……よくない！）

　自分とて、一族の娘だ。力を持っているはずなのに。

（集中しろ！　もっと強く、強く！）

　指先の震えと、たじろぎそうになる心を、シェルタは頭を振って追い払った。

　このまま、何もできずに帰ることはいやだ。一族の名を背負っておきながら、背負いたいと思って口にしておきながら、助けを必要とする人を眼の前にしながら、助けたいと願っていながら、何もできずに逃げるのは──。

「──姫！」

　傾いて身体ごと落ちそうになったのを、横から伸びてきたソティラスの腕が阻む。

「もう、やめましょう。いまにも倒れてしまいそうだ。──カルフ」

　もういいだろう、とソティラスがカルフを諭そうとする。カルフは答えない。

　友人を失って、ひどく傷ついてなおも国を想い、自分をも助けてくれて──そして、その人に助けを求められているのに。

　ここで後退すれば、カルフの想いはどうなるのだろう。

　シェルタは激しく頭を振った。いやだ、と思った。カルフをこれ以上傷つけたくない。追い詰めたくない。助けになりたい。

　──約束したのだ。

　深い霧に包まれたように意識がぼやけ、身体が冷えていく。けれど、何か眼に見えぬものが身体の奥底でシェルタを動かそうとしていた。

　ソティラスの腕を拒み、再び水面に手をつく。

　やらなければならない。

　──この力は、そのために。

　──そのために、自分は生まれてきたのだから。

　カルフの声がした。しかし何を言ったかわからない。いつもと響きが違うように感じたのは、聴覚が狂っているからだろうか。

　隣からそっと伸ばされた手が、シェルタの手に重なった。ソティラスだった。

「果たしてどこまでお役に立てるかわかりませんが──」

　触れあった箇所から、不思議な熱がわいてくる。

　似ている、とシェルタは思った。《水蓮》の共鳴──促進。その感覚に、とてもよく似ている。なぜ、ソティラスと接触することでそんな感覚が起こるのか。

　頭の隅で不思議に思ったが、視線は水面を離れない。重い枷から、いきなり解き放たれる。水面に浮上するような感覚。

　シェルタは眼を見開いた。

　その双眸が、青く、碧く、染まってゆく。

《接続》──《解放》。

　自分が青に同化していく。激しい水飛沫があがった。

「──姫!?」











五章









　──どういうことだ、ソティラス！　彼女に何をした！

　──何、と言われてもね。私もまさかこれほどの作用が出るとは思わなかったんだ。

　──説明しろ！

　──……共鳴作用だよ。一族の者の中には稀に、力を重ね合わせることでもとから持っている力を増幅させられる性質の者がいるという。

　──姫がそれだというのか。だが貴殿は……。

　──私の母方の祖母が一族の女性だ。遠いとはいえ、私は《水の一族アヴェント》の血を引いている。まさか、彼女にこれほど大きな共鳴作用が出るとは思わなかったが。

　ああ、そうなのか、とシェルタはおぼろげに声を聞きながら納得した。貯水槽の青が消え、光の粒となって透明な水の飛沫があがったことは覚えている。そして、見開かれた赤の眼も。

　あれはソティラスの力を借りて成し得たことだったのだ。

　それでも、結果としてニフテリザの思惑を打ち砕いたのなら、十分だ。
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　シェルタは長くまどろんだ。たゆたう感覚に身を委ねる。肌に、水の気配を感じる。限りなく透明で純度の高い水だ。身体が貪欲にそれを吸収していく。涼やかな匂い。心地よい水中の感覚。自分の身体と外の境界が曖昧になり、身体が水そのものになって溶けてしまいそうな気がする。《水蓮》の香りが漂う。すぐそばに浮かんでいるのだろうか。

　──これで、本当にいいのか？

　──ああ。力を使いすぎた一族の者は、このようにして回復をはかるのだそうだ。

　──……まるで大輪の《水蓮》だな。銀の髪が花弁に見える。《水蓮》に囲まれ、水に浮かんで眠る娘か……。

　──意外に詩的だね。魚、などと無粋なことを言うのかと思っていたが。

　カルフの声が、かすかな憐れみをもったのは気のせいだったのだろうか。

　シェルタはそれ以上聞き取れず、深い眠りに落ちた。




　眼を覚ましたとき、シェルタは自分の身の状態をすばやく理解した。起き上がる身体は軽く、清涼感があった。両手の甲を交互に見、肌の色つやがよくなっていることを視覚でも確認する。すっかり染料の抜けた銀の髪がわずかに水の残り香を宿していた。

「……お目覚めですか」

　天蓋越しに声が聞こえて、シェルタが顔を向けると、薄幕の向こうにカルフの姿が見えた。絨毯の上に坐している。

　シェルタは寝台から降りた。寝起きの癖で、手が首飾りを探し、ないことに気付いてはっとする。

「あの、わたしの首飾りは……」

「こちらにあります」

　シェルタは天蓋から抜け出て、カルフの向かいに腰を下ろした。すると褐色の大きな手が差し出される。掌の中には滴型の宝石とそれを通した銀鎖が溜まっていた。それを受け取り、ひやりとした宝石の感触を手に感じてからシェルタはほっとする。

「……ありがとうございます。殿下が拾ってくださったのですか」

「いいえ、それはソティラス殿下が。……大切なものなのですね」

　シェルタはこくりとうなずいた。

「閣下にいただいたものなのです。肌身離さずつけていろと言われました。護符のようなものです」

　子供のようだろうかと思い、少しはにかみながら答える。長い髪を払い、銀鎖を首にまわして後ろで金具を止め、胸元の定位置に滴がくると心地よい重みに安堵した。

「御身の具合はいかがですか」

「だいぶ、調子がいいです。《毒抜き》をしてくださったのですね」

　毒抜きは、力を使いすぎた一族の者の身を真水に沈め眠らせることで回復させることだ。カルフがそれを知っていて、自分に施してくれたというのが意外だった。

「……毒抜きのこともソティラス殿が知っていました」

　整った無表情が肯定したが、安堵と、それ以外の何かが混じった深い吐息が、薄く形のよい唇から漏れる。ご無事で何よりです、と低い声がつぶやく。

　シェルタはなぜか鼓動が速くなり、どぎまぎしながら口を開いた。

「……ソティラス殿下は、どちらに？」

「ニフテリザを捕縛しましたので、事後処理に」

　簡潔な答えが返ってくる。ニフテリザの名を聞いたとき、シェルタは少し震えたが、顔を伏せてそうですかとだけ返事をした。

「ソティラス殿下は、《水の一族アヴェント》の血を引いていらしたのですね」

「ええ、遠縁であるとのことでしたが」

《水の一族アヴェント》はなぜか男子の出生率が低い。どうも浄化の力の強さに比例しているらしく、強ければ男性に、そうでなければ女性として生まれてくるようなのだ。そのため女性が他国に嫁ぎ、他の血と交わって生んだ子供たちはほとんどが娘だった。生まれた子供が男子であった場合は、既に一族の力をなくしていることが多く、力を多少なりとも持った男子が生まれるというのは極めて珍しい。

　シェルタは改めて、奇蹟とも言うべき巡り合わせに感謝した。事実、ソティラスが力添えをしてくれなければどうなっていたのかわからない。自分の未熟さを痛感していると、カルフが口を開いた。

「……姫には多大なるご尽力をいただきました。このご助力に何か返礼をさせていただきたいと思うのですが」

「いえ、私は何も……それより、状況はどうですか。あの、気を遣ってくださらなくて結構ですから、本当のことを教えてください」

　カルフはあくまで無表情のまま返答する。

「ええ、今度こそは一段落、と言えます。ニフテリザも捕縛できましたから」

　シェルタはうなずいた。

　ことが解決したいま、もうシェルタがここに居残る理由はなくなったと気付く。ここで短く挨拶をかわせば、それで終わってしまうような状況だ。

　シェルタはそっとカルフを盗み見た。先ほどから、彼のまとう空気がいつもと違うことが気になっていた。一連の事件が収束し、肩の力が抜けたからだろうか。だが、それにしては表情が暗い。もとから明るい表情を見せる人ではなかったが、いまは息を押し殺すような──こみあげてくるものを必死に押し留めているように感じる。

　シェルタは唐突に自分の鼓動がはねるのを聞いた。カルフは、自分を助けるために、逆賊とはいえかつての友に剣を向け、捕縛した。それをどう思っていたのだろう。なんとも思っていないはずがない。更には彼はニフテリザに殺されたという。

（……カルフ殿下が傷ついていないわけがない。でも、悲しみに浸る暇がなかった）

　眼の前にある危機に対処するのに手いっぱいで、感傷に浸る暇など許されなかったのだろう。自分を律し、シェルタにも恨みごと一つ言わないのは、それだけ強い自制をはたらかせているからだ。

　何も言わぬカルフの姿がかえって痛々しく見えて、シェルタはうつむいた。自分が何かを言えるはずもなかった。

　そうしていると、カルフのほうから声をかけてきた。

「一つ、お聞きしてもよろしいですか」

　改まった口調に、シェルタは自然と背筋を伸ばし、はいとうなずいた。

「なぜ、あなたは危険を冒してまでご助力くださったのですか。ナーブの物言いがいくら必死であったとしても、無関係として拒絶することもできたはずです。──そうすることが通常の対応だと思います」

　問うた声に棘はなく、シェルタは意表を突かれた。そのように問われるとは思ってもみなかった。

　胸に手を当て、自分もそう考えていたのだと思い返す。だが、いまは違う。それに対する答えがある。

「私も《水の一族アヴェント》であるからです。……力は弱くともそうでありたいからです。一族の象徴は《水蓮》。他と共に生き、そのために力を使うものです」

　考え、たどりついた答えを紡ぎながら、シェルタは少し違和感を覚えた。口にしていることに嘘はない。けれど、もう少し別の感覚がある。

　ひたと、カルフの眼を見つめた。

「カルフ殿下は眼の前で溺れている人間のために国も身分も関係なく飛び込んでくださいました。私は、そんなカルフ殿下と無関係でいたくなかったからです」

　カルフのことをもう少し知りたい、あわよくば友人になれたらいい──そんなことを思ったのも事実だった。今更、そんなことは言いだせないけれど。

　謝罪と礼と、いろんな感情がないまぜになり、結局短い言葉に収束された。

「……助けてくださって、ありがとうございました」

　カルフははっきりとわかるほど大きく眼を見開いた。その唇がわずかに開き、何かを紡ごうとする。けれど結局声にはならず、唇は引き結ばれた。

　シェルタは背を硬くしたまま、不安と戸惑いをもってカルフの様子を見つめる。

　やがてカルフは、消え入りそうな声でつぶやいた。

「……姫君は、変わっておられる」

　シェルタは碧眼を瞬かせた。思わぬ言葉に首を傾げる。

「一族の方で、あなたのような方は珍しいのでは」

　更に言われて、シェルタはとりあえずうなずいた。自分が一族の中でも浮いているというのは最初からわかっていたことだ。だが、何を今更確認する必要があるのだろう。すると、不意打ちのように、低く染みいるような声がもれた。

「……だが、けして弱い方という意味ではない。あなたが救ってくれたことは事実だ」

　今度はシェルタが大きく眼を瞠り声を失うと、紅い双眸が正面から射ぬいた。

「感謝します。あなたの力と、あなたの意思に」

　その言葉は、深紅の眼光を伴いシェルタの胸の奥深くに落ちた。深紅は炎の色。だから──こんなに、胸が温かくなるのだろうか。

　シェルタはすぐには返す言葉をもてなかった。与えられた言葉が、カルフから発せられたものであったからこそ、深く心に溶けていった。

　か細く、ありがとうございますと返すのが精一杯で、あとはただ、カルフの声と言葉に浸っていた。




　翌日には、王宮に出向いたカルフが帰ってくると同時に、ソティラスも戻ってきた。

「──約束通り、あなたをアクアテラへ送らせていただきます」

　真紅の双眸が、ひときわ真摯な光を宿した。シェルタは知らず、緊張する。昨日もこの瞳を見てひどく動揺し、困ってしまったのだ。

「ですが今回の礼は、いつか必ず。《バラー》に誓って」

　シェルタはきょとんとした。すぐには頭がついていかなかった。信徒にとっての絶対の誓いの言葉──それを、カルフが自分に対して口にするとは思いもしなかった。

（あ、あれ）

　心臓の音がひどくうるさくなる。

　カルフの表情にも、昨日垣間見た悲しみはもうない。深く押し隠したか、あるいは悲しみに浸る暇がないのかもしれない。ことが一段落したとはいえ、まだ仕事は山積みだろう。

　そんな長い間ではなかったのに、それ以上カルフの眼を見ているのが恥ずかしくてシェルタは顔を逸らしてしまった。あまりの露骨さにしまった、と思ったときには遅い。なぜこんな無礼な真似をしてしまったのかと、後悔が一気にわきあがってくる。

「姫、もうお身体はよろしいのですか？」

　次に問うてきたのはソティラスだった。シェルタは慌てて首を縦に振り、言うべき言葉をすぐに見つけた。

「お力添えをいただき、ありがとうございました。首飾りも……」

　ソティラスは少し困ったように微笑した。

「私は姫自身のお力に便乗したに過ぎません。あまりに微力なもので自分に能力があるなどと言い出すのもお恥ずかしいと思っていました」

　シェルタは頭を振った。ソティラスに助けられたのは事実であったし、自分一人ではきっと役に立てなかっただろう。

　それで、挨拶は呆気なく済んでしまった。

　シェルタはソティラスとカルフの二人に同行され、港へ向かった。カルフの私邸から出るとき、二階の窓にワルダの姿を見た気がしたが、すぐに消えてしまった。

　アクアテラ行きの貨物船に扮した船には、シェルタとカルフだけが乗り込むことになった。ソティラスは別の船で、母国へ帰るのだという。

「名残惜しいですが、ここで一度お別れを。近いうちにまたお会いできるものと信じております」

　ソティラスは微笑を浮かべながら、シェルタの手をとって甲に唇を落とした。

　あまりのことに完全に硬直したシェルタを後目に、金髪の貴人は微笑と共に身を翻し、ひときわ大きな船の中に姿を消す。

「……姫、参りましょう」

　どことなく低い声のカルフに促され、シェルタはぎこちなくうなずいた。外套とヴェールをまとっているため動きづらく、視界も悪い。カルフに手をとってもらいながら、船に乗った。

　青い空の中に、海鳥が舞っていた。潮風に肌がざわついたが、シェルタはなぜか、触れあったカルフの手にばかり注意が集中してしまう。

「それなりに時間がかかります。眠ってくださっていて結構です」

　カルフの提案に、シェルタは頭を振った。間近で見る海が珍しく、甲板の隅で外を見ていた。だがしばらくして気分が悪くなったので、結局カルフの言う通りにした。とても勿体ない気がするのに、不調を訴える身体では頭もまともに回らない。

　すぐにまどろみ、波に浸食されていくようにうとうとしていると──夢かうつつか、人の気配を近くに感じた。

　髪が一房、持ちあげられる。強い力でもなく、引っ張られているわけでもない。砂糖をすくうような優しい手つきだった。髪の毛に感覚があるわけではないのに、なんとなく恥ずかしくてむずがゆい。それとも髪に塵でもついていて、取ってくれようとしているのだろうか。だとしたらもっと恥ずかしい。

　瞼がひどく重くて、気を抜けばすぐに眠りに落ちていってしまう──あるいは既に眠りについていて、いまは夢を見ているのだろうか。後者のほうが確かかもしれない。

　低い声で、名前を呼ばれた気がしたから。

　少しぎこちなく、はじめて言葉を教えられた子供のように無垢で、なのに声は低い成人男性のものだった。

　父も兄もこのようには自分を呼ばない。

　いよいよ瞼は重くなって、ゆらゆら揺れている波が心地よくて、だからくすくす笑って呼び声に返事をした。すると声の主はちょっと驚いたようだ。

　何か言われた気がしたが、よくわからない。

　なんだかくすぐったかった気がする。

　でも、カルフがこんな声で呼ぶはずがない。だからこれは、きっと夢だ。











エピローグ









　次に眼を開けたとき、シェルタの視界に真っ先に飛び込んできたのは見慣れた侍女の顔だった。

「ひ、姫様ぁっ!!」

　視界いっぱいに広がった泣き顔が、悲鳴と一緒に抱きついてくる。シェルタも思わず悲鳴を返し、その身を受け止めた。

「の、ノーチェ……!?」

　一瞬、まだ夢を見ているのかと思う。自分が横たわっているのは見知った寝台で、視線を落としてみると、着なれた寝間着に身を包んでいる。

「私……」

　思考が混乱する。確か、ソティラスに挨拶をして、カルフとともに船に乗って──船酔いをして寝込んで、それから……。

「うう、本当によかったです！　いきなり病で倒れたと聞いたときはどうなることかと……！」

「……え？」

　シェルタは瞬いた。

「ま、待ってノーチェ、どういうこと？」

「ああ、ずっと寝込んでいらしたからよく覚えていらっしゃらないのですね。姫様は雨の夜に倒れられて、夜中に病院へと運ばれたんです。それからずっと安静になさる必要があったとかで私も近寄らせてもらえなかったんですよ！」

　言葉を失って、シェルタは額に手を当てた。ここを出てくるときは書き置きをしておいたはずだ。

「シンティリーオ様をお呼びしてきますねっ！　眼が覚めたらすぐに知らせるようにと仰って、シェルタ様のことをすごく心配しておられるんですよ！」

　その言葉に、シェルタは意識を引き戻された。ノーチェはぱたぱたと部屋を出て行く。

　シェルタは自分の髪を一房手に取った。いつもの、銀の髪だ。つやもあり、ひどい寝癖もない。

「──シェルタ」

　低い、緊張を強いる声が聞こえてシェルタは顔を向けた。長身に、深い青色の双眸を持った男性が一人で部屋に入ってくる。

「閣下……」

「身体は？　どこかおかしなところはあるか」

　シェルタは頭を振った。いつもの自分なら震えるほど嬉しい言葉であったのに、いまは他のことに気を取られて、心に響いてこない。

「閣下、私は……」

　父というより長である男の視線を強く感じる。浅い溜息がまず応じた。

「大方の事情はカルフ殿から聞き及んでいる」

「！　では……!?」

「張本人がお前を送り届け、謝罪をしてきた」

　シェルタは肩から力を抜いた。カルフが父と話していたとき、自分ときたら眠りこけてしまっていたのだ。情けないことこの上ない。

「……シェルタ。お前は、私が言ったことを覚えているか」

　杭を打つような声に、シェルタは殴られたような衝撃を感じた。そうだ──なにを安堵しているのだろう。シンティリーオがことのなりゆきを知っているということはつまり、自分の書き置きを読んだということになるのだ。

　軽率な行動はするなと言われたはずなのに、独断で無謀としか言いようがない行動に出てしまった。

「……申し訳ありません」

「いい加減、それ以外の言葉を聞きたいものだ」

　シェルタは唇を噛む。父の言うことは正しかった。

　けれど、もしもう一度選択を迫られても自分は同じ答えを選んだだろうと確信した。

「お前がひとまず無事であったので、今回に限り穏便に済ませることにした。先方もそれを強く望んでいる」

「……そうですか」

　ことによっては国交に関わることであったはずなのに、カルフは自分のことを気遣って話してくれたのだろう。その誠意が嬉しくもあり、申し訳なくもあり、最後に顔を見ぬまま別れてしまったことが悔やまれた。

　シンティリーオは長居する気もないらしく、席を立った。

「今後こういったことのないように、お前の身辺の警護を増やす。いまは休め」

　厳格な声で命ずると、深い青の瞳がふと眇められた。

「──カルフやソティラスとは、何もなかったな？」

　シェルタは眼を丸くした。だが、尋常ならぬ険しいシンティリーオの表情に、身体に染みついた緊張が呼び起される。

　つかえそうになりながら、うなずいた。

　だが同時に、シェルタはふっと頭のどこかが冷めて、真正面からシンティリーオを見返すことができた。

　シンティリーオは、何をここまで警戒しているのだろう。カルフやソティラスが、この一族に害をなすもので、シェルタという存在を手に入れて利用することを恐れているのだろうか。

（……でも）

　自分の眼が見てきたカルフやソティラスという人物は、けして信用のおけぬ者たちではない。特にカルフは、過去のことを抱えながらもそれを投げ出したり、言い訳にしたりせず、国のために真正面からシェルタに向かってきた。それでいて、冷酷にはなりきれぬ人だった。

　シェルタは意を決してシンティリーオの瞳を真正面から見、口を開いた。

「あのお二人とはやましいことは何もありませんでした。あの方々は……決して、我が一族に害をなすような方々ではない……私は、そう思います」

　静かに、けれど確かな口調で言うと、シンティリーオの双眸がわずかに見開かれた。だが、すぐにまた冷徹さを取り戻し、冬の海を思わせる眼光がシェルタを射ぬく。

「それはお前が決めることではない。思いあがるな」

　一族の末席でしかない娘が口にするようなことではない──そう言われた気がして、シェルタは顔に熱をのぼらせた。

「いいか。私が最初に言ったことを思い出せ。二度と軽卒な行動に出るな」

　念を押すように、一族の長は言う。シェルタがうなずくと、シンティリーオは身を翻した。部屋から出、あっという間にその姿は見えなくなる。

　シェルタは父が去って行った扉を見つめていた。自分が生意気なことを言ったのだと悟ったが、放った言葉を撤回する気にはなれなかった。

　自分が見てきたことは嘘ではない。カルフやソティラスのことに対しては、シンティリーオの命令にただ従うばかりにはなれそうにない。

　だがその一方で、勝手に国を抜け出した自分にもっと厳格な処罰がなされるかと思いきや、怖いほどに何もないのも気になった。

（……父上も、少しはわたしを心配してくださったのかな）

　気遣われていることは嬉しくもあり、怖くもあった。

　シェルタはふいに、指に光るものに気付いた。思わず小さく声をあげる。あの日──二人にアクアテラの町を案内したとき、カルフから贈られた指輪だった。

　いつ、はめたのだろう。持ち歩いていた記憶はあるが、自分ではめた覚えはない。

（……カルフ殿下？）

　船の中で眠りに落ちてしまったときに、はめてくれたのだろうか。

　シェルタは手を持ち上げ、指輪を頬に触れさせた。ひんやりとした、硬く確かな感触がかえってくる。

（……そう言えばお二人に、まだあのときのお返しをしていない。もらうばかりではだめよね）

　眼を閉じれば、低い声が蘇る。力を借り、支えられながらも自分もまた助けになれたのだということを思い出させてくれる。

　自分にも、何かができる。役に立てる。それを証明すれば、父も、一族の者もいつかきっと自分を認めてくれる──そんな気がする。

　そうすればいつか、自分はこの離宮の正門から出ていけるかもしれない。たとえその先に待つものが他国の人との政略結婚であっても。

　──いつか、また。

（いつかまた……お二人に、会いにいこう）

　ひそかに誓った言葉が、窓から射しこむ陽光に溶けた。











あとがき






　本作を手にとってくださり、どうもありがとうございます。

　はじめまして、永野水貴と申します。二度目以降だという方、どうもありがとうございます。

　……ええと、別のところでも書いたのですが、わたしはあとがきを書くのが苦手です。読むのは好きなのですが、自分が書くとなると固まります。しかしこういった機会をいただけること自体、ありがたいことなので椅子の上に正座しながらキーボードを打つ次第です。

　この話について、少し語らせていただこうと思います。

　水といったキーワードは担当のＹさんと一緒にあれこれ考えているうちに出てきたものでした。そこから汚染、毒、と連想キーワードを並べていくうちに、「血」というイメージがわき、一族の存在がぼんやりと思い浮かんできたのでした。こう並べてみると結構物騒な話ぽいですね（笑）。しかし中身はいたって王道、というかわりとロマンス成分多めなファンタジー話になっていると思います。

　書くに当たって一応さまざまな本を読み、あれをモデルにしてー、これをモチーフにしてー、などと考えていたのですが、本を探す中で、気がついたらなぜか深海生物の図鑑を読みふけって、興奮したまま今度はなぜか猛禽類の図鑑へ移行し、最後にはなぜか野生動物のドキュメンタリーなどを見て幸せになることもしばしばでした。

　ところで猛禽類の美形っぷりはすさまじいですね。とくに鷹、鷲グループのイケメンっぷりは何事かと思うほどでした。イケメン好きの方はぜひ猛禽類の写真集などをご覧ください。

　……激しく横道に逸れました。

　もとから水とか青とかいったものが大好きです。それらをぎゅうぎゅうにつめこんでみたのがこのお話なので、いろいろふくらませながら書いていけたらいいなと思っています。篭絡攻防戦の行く末やら、スポットの当たっていないあれこれの結末を見届けていただけたらうれしいです。

　イラストを担当してくださった碧風羽先生、どうもありがとうございました。神々しいまでに美しいイラストに釘付けです。虜です。表紙を拝見したときはかるく失神しかかりました。

　また担当のＹさんにもたいへんお世話になりました。ぐだぐだなわたしにも丁寧に根気よく付き添ってくださって、本当にありがとうございます。無事に原稿があがったのはＹさんの多大なるご助力のおかげです。

　携わってくださった方、そして、ここまで読んでくださったすべての方に感謝いたします。

　ありがとうございました！

　近いうちにまたお会いできますように。




　二〇一〇年五月


永野水貴










この本を読んでのご意見・ご感想・ファンレターをお待ちしております。
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Ｒｅｇａｌｏ（レガロ）シリーズ




「Ｒｅｇａｌｏ」はイタリア語で「贈り物」という意味です。

皆様から届くあたたかな気持ちに、素敵な作品で応える。

贈り贈られ、めぐる物語。「Ｒｅｇａｌｏ」はそんなシリーズです。
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